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建
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強

固

強

固

強

固

強

固

な

も

の

な

も

の

な

も

の

な

も

の

に

し

に

し

に

し

に

し
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艤

装

艤

装

艤

装

艤

装

す

る

す

る

す

る

す

る

技技技技    

    

そ

れ

ら

を

そ

れ

ら

を

そ

れ

ら

を

そ

れ

ら

を

積

載

容

量

積

載

容

量

積

載

容

量

積

載

容

量

測

定

測

定

測

定

測

定

す

る

す

る

す

る

す

る

規

則

規

則

規

則

規

則

をををを

伴伴伴伴

いいいい

、、、、

全全全全

て

の

て

の

て

の

て

の

計

算

計

算

計

算

計

算

とととと    
寸

法

寸

法

寸

法

寸

法

をををを

詳

細

詳

細

詳

細

詳

細

にににに

記記記記

しししし

、、、、

航

海

航

海

航

海

航

海

に

お

い

て

に

お

い

て

に

お

い

て

に

お

い

て

大

変

大

変

大

変

大

変

にににに

有

用

有

用

有

用

有

用

で

あ

る

で

あ

る

で

あ

る

で

あ

る    

    

我

ら

が

国

王

陛

下

と

そ

の

軍

事

審

議

会

の

通

常

船

長

で

あ

り

、 

カ

ナ

リ

ア

諸

島

の

生

ま

れ

で

、

セ

ビ

リ

ャ

の

住

人

で

あ

る 
ト

メ

・

カ

ー

ノ

に

よ

っ

て

著

さ

れ

た    
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翻

訳

者

覚

書

翻

訳

者

覚

書

翻

訳

者

覚

書

翻

訳

者

覚

書    

１

．

著

者

ト

メ

・

カ

ー

ノ

に

つ

い

て 

ト

メ

・

カ

ー

ノ

は

カ

ナ

リ

ア

ス

諸

島

の

テ

ネ

リ

ッ

フ

ェ

島

に

誕

生

し

た

。

多

分

ガ

ラ

チ

コ

港

と

思

わ

れ

る

。

祖

父

は

ア

ロ

ン

ソ

・

カ

ー

ノ

で

、

同

島

の

征

服

時

よ

り

住

み

つ

い

て

い

た

よ

う

で

あ

る

。

彼

に

は

二

人

の

息

子

ア

ロ

ン

ソ

・

カ

ー

ノ

・

「

エ

ル

・

モ

ッ

ソ

（

若

者

）

」

と

ト

メ

・

カ

ー

ノ

・

「

エ

ル

・

ビ

エ

ッ

フ

ォ

（

年

寄

）

」

が

お

り

、

と

も

に

イ

ン

デ

ィ

ア

ス

船

隊

の

ピ

ロ

ー

ト

で

あ

っ

た

。

こ

の

内

の

後

者

を

父

と

し

て

、

マ

ル

ガ

リ

ー

タ

・

ゴ

ン

サ

ー

レ

ス

を

母

と

し

て

、

本

書

の

著

者

の

ト

メ

・

カ

ー

ノ

は

一

五

四

五

年

に

生

ま

れ

た

。

一

一

歳

の

時

に

は

航

海

を

始

め

て

い

た

。 

 

本

書

（

今

後

「

造

船

の

書

」

と

称

す

る

）

は

一

六

〇

九

年

に

教

会

の

承

認

を

得

て

い

る

が

、

そ

の

第

一

対

話

の

中

で

、

四

〇

年

前

に

ピ

ロ

ー

ト

の

資

格

を

得

た

と

述

べ

て

い

る

の

で

、

一

五

六

九

年

に

は

ピ

ロ

ー

ト

の

資

格

を

有

し

て

い

た

よ

う

で

あ

る

。 

 

著

者

の

名

前

が

最

初

に

現

れ

る

文

書

は

一

五

七

八

年

八

月

一

六

日

の

ガ

ラ

チ

コ

港

に

お

け

る

権

利

譲

渡

書

で

、

「

イ

ン

デ

ィ

ア

ス

船

隊

」

の

ピ

ロ

ー

ト

と

い

う

タ

イ

ト

ル

で

あ

る

。

一

五

八

三

年

に

初

め

て

カ

ピ

タ

ン

の

タ

イ

ト

ル

で

現

れ

る

。

 

 

一

六

一

八

年

七

月

が

、

彼

の

名

が

文

書

に

見

ら

れ

る

最

後

で

あ

る

。

本

書

が

出

版

さ

れ

る

ま

で

に

、

船

乗

り

の

仕

事

を

五

四

年

間

し

、

セ

ビ

リ

ャ

と

カ

リ

ブ

海

の

間

を

実

に

二

九

回

も

往

復

し

て

い

る

。

控

え

め

に

見

積

っ

て

も

（

港

に

お

け

る

滞

在

や

グ

ア

ダ

ル

キ

ビ

ル

河

の

航

行

を

数

え

ず

に

）

人

生

の

内

一

〇

年

間

は

船

上

で

過

ご

し

た

こ

と

に

な

る

。 

２

．

「

造

船

の

書

」

に

つ

い

て 

 

ト

メ

・

カ

ー

ノ

は

一

六

〇

八

年

に

は

本

書

を

書

き

終

え

て

い

た

よ

う

で

あ

る

。

と

い

う

の

は

、

同

年

一

二

月

に

は

、

ル

ー

カ

ス

・

ギ

リ

ェ

ン

・

デ

・

ベ

ア

ス

提

督

が

本

書

を

認

め

て

、

称

賛

し

て

い

る

か

ら

で

あ

る

。

し

か

し

、

出

版

さ

れ

た

文

章

の

内

容

か

ら

し

て

、

一

六

一

〇

年

の

出

来

事

を

匂

わ

せ

る

箇

所

が

あ

る

の

で

、

同

年

に

な

ん

ら

か

の

加

筆

が

行

わ

れ

た

と

思

わ

れ

る

。 
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本

書

は

、

四

つ

の

「

対

話

」

、

す

な

わ

ち

章

に

分

か

れ

て

い

る

。

こ

の

よ

う

な

著

作

の

先

人

と

同

様

に

、

著

者

は

対

話

の

形

式

を

採

用

し

た

。

対

談

者

逹

は

、

ト

メ

、

レ

オ

ナ

ル

ド

、

そ

し

て

ガ

ス

パ

ー

ル

の

三

人

の

男

達

で

、

穏

や

か

な

天

候

の

中

を

、

ラ

ン

チ

に

乗

っ

て

グ

ア

ダ

ル

キ

ビ

ル

河

の

下

流

を

航

行

し

て

い

る

。

彼

等

は

西

イ

ン

ド

諸

島

へ

の

航

海

の

準

備

を

し

つ

つ

、

自

分

達

の

船

の

船

体

修

理

が

行

わ

れ

て

い

る

パ

ハ

レ

ス

（

＊

①

）

へ

向

か

っ

て

い

る

。

対

談

者

逹

の

一

人

の

ト

メ

は

著

者

自

身

で

あ

る

。

他

の

二

人

は

実

在

の

人

物

か

も

し

れ

な

い

。

彼

等

を

、
「

イ

ン

デ

ィ

ア

ス

航

路

カ

レ

ー

ラ

」

の

事

務

長

マ

エ

ス

ト

レ

で

あ

る

ガ

ス

パ

ー

ル

・

デ

・

ロ

ス

・

レ

イ

エ

ス

と

、

イ

ン

ド

商

務

院

カ

サ

・

デ

・

コ

ン

ト

ラ

タ

シ

オ

ン

の

海

損

管

財

人

（

レ

セ

プ

ト

ー

ル

・

デ

・

ア

ベ

リ

ア

）

で

あ

り

、

か

つ

「

サ

ン

・

フ

ル

ヘ

ン

シ

オ

号

」

―

一

六

一

八

年

に

ト

メ

・

カ

ー

ノ

の

息

子

が

同

船

に

船

長

と

し

て

乗

船

し

た

―

 

と

比

定

し

て

も

、

さ

ほ

ど

お

か

し

く

は

な

か

ろ

う

と

エ

ン

リ

ケ

・

マ

ル

コ

・

ド

ル

タ

は

言

う

。 

第

一

対

話

に

お

い

て

著

者

は

、

昔

の

航

海

の

こ

と

、

ど

ん

な

船

が

優

秀

に

建

造

さ

れ

た

こ

と

に

よ

っ

て

評

判

が

良

い

か

、

そ

し

て

ど

ん

な

男

が

優

秀

な

船

乗

り

で

あ

る

か

を

扱

っ

て

い

る

。

ト

メ

・

カ

ー

ノ

に

と

っ

て

、

彼

の

時

代

に

一

般

的

で

あ

っ

た

意

見

と

同

様

に

、

優

秀

な

船

は

ビ

ス

カ

ヤ

と

ポ

ル

ト

ガ

ル

で

建

造

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

。

彼

に

と

っ

て

、

優

秀

な

船

乗

り

は

ポ

ル

ト

ガ

ル

人

で

あ

り

、

彼

等

は

大

発

見

の

技

師

ア

ル

テ

フ

ィ

セ

で

あ

っ

て

、

「

昨

日

来

の

船

乗

り

」

で

あ

る

イ

ギ

リ

ス

人

、

フ

ラ

ン

ス

人

、

オ

ラ

ン

ダ

人

の

教

師

な

の

で

あ

る

。

つ

い

で

、

話

題

は

航

海

の

起

源

に

至

り

、

聖

書

の

時

代

に

ま

で

遡

り

、

古

典

の

著

作

家

逹

か

ら

少

な

か

ら

ず

の

引

用

を

し

て

い

る

。 

第

二

対

話

に

お

い

て

、

本

題

の

「

軍

艦

と

商

船

の

上

手

で

完

全

な

建

造

、

及

び

強

固

に

す

る

方

法

」

の

テ

ー

マ

に

入

る

。

イ

ン

デ

ィ

ア

ス

へ

航

海

す

る

少

な

か

ら

ず

の

船

に

見

出

さ

れ

る

多

く

の

欠

点

を

列

挙

し

、

王

室

造

船

所

の

第

一

人

者

で

あ

る

フ

ア

ン

・

デ

・

ベ

ア

ス

の

新

た

な

設

計

を

称

賛

し

て

い

る

。

な

お

、

本

書

を

出

版

す

る

前

に

、

同

氏

の

批

評

に

本

書

を

委

ね

て

い

る

。

船

の

寸

法

に

及

び

、
「

建

造

全

て

の

基

本

」

あ

る

い

は

尺

度

で

あ

る

船

幅

マ

ン

ガ

の

寸

法

か

ら

始

ま

り

、

船

体

の

み

な

ら

ず

、

帆

柱

、

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

、

帆

桁

、

等

々

に

至

っ

て

い

る

。

そ

れ

に

引

き

続

き

、

船

体

構

造

を

強

固

に

す

る

方

法

が

語

ら

れ

る

が

、

特

に

肋

材

の

据

え

付

け

、

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

の

取

り

付

に

つ

い

て

具

体

的

か

つ

詳

細

に

説

明

を

し

て

い

る

。 

第

三

対

話

に

お

い

て

、

積

載

容

量

測

定

ア

ル

ケ

ア

ッ

ヘ

の

具

体

的

な

計

算

の

仕

方

が

示

さ

れ

る

が

、

主

題

は

、

そ

の

技

術

的

な

方

法

論

で

は

な

く

、

国

が

徴

用

傭

船

料

ス

エ

ル

ド

を

低

く

抑

え

る

た

め

に

、

積

載

容

量

が

少

な

く

な

る

計

算

方

式

を

設

定

し

、

船

の

持

主

に

と

っ

て

、

い

か

に

不

利

に

な

っ

て

い

る

か

を

、

ト

メ

・

カ

ー

ノ

は

力

説

し

て

い

る

。

話

は

、

造

船

費

用

か

ら

航

海

の

諸

費

用

に

至

る

ま

で

、

コ

ス

ト

が

い

か

に

高

騰

し

て

い

る

か

に

及

ぶ

。

ス

ペ

イ

ン

が

新

大

陸

か

ら

大

量

の

銀

を

持

込

み

、

国

内

産

業

を

育

成

せ

ず

に

、

ネ

ー

デ

ル

ラ

ン

ド

で

の

戦

争

や

無

敵

艦

隊

な

ど

の

膨

張

政

策

に

金

を

つ

ぎ

込

み

、

イ

ン

フ

レ

を

増

長

さ

せ

た

結

果

で

あ

る

。
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ト

メ

・

カ

ー

ノ

は

こ

の

ま

ま

で

は

船

に

投

資

を

す

る

者

が

い

な

く

な

る

と

嘆

く

。

本

書

の

説

明

の

基

本

と

し

て

い

る

船

幅

マ

ン

ガ

が

一

二

コ

ー

ド

の

船

は

、

勅

令

に

よ

っ

て

一

つ

の

甲

板

し

か

持

て

な

い

こ

と

に

な

っ

て

い

る

が

、

二

つ

の

甲

板

を

持

た

せ

る

こ

と

が

可

能

で

、

積

載

容

量

測

定

ア

ル

ケ

ア

ッ

ヘ

の

測

定

値

が

上

げ

ら

れ

る

と

主

張

し

て

い

る

が

、

こ

の

点

に

関

し

て

は

、

絶

賛

す

る

フ

ア

ン

・

デ

・

ベ

ア

ス

の

設

計

に

反

す

る

こ

と

に

な

り

、

理

論

的

に

は

無

理

が

生

じ

て

い

る

。

フ

ア

ン

・

デ

・

ベ

ア

ス

は

設

計

の

理

論

と

は

別

に

、

ト

メ

・

カ

ー

ノ

ら

の

船

主

達

の

経

済

的

な

不

満

は

理

解

し

て

い

た

と

考

え

ら

れ

る

。 

第

四

対

話

は

、

再

び

肋

材

の

据

付

け

に

関

す

る

補

遺

が

行

わ

れ

、

最

後

に

ア

ル

フ

ァ

ベ

ッ

ト

順

の

造

船

用

語

集

が

付

さ

れ

て

い

る

。 

         

 

以

下

以

下

以

下

以

下

翻

訳

主

文

翻

訳

主

文

翻

訳

主

文

翻

訳

主

文    

ド

ン

・

デ

ィ

エ

ゴ

・

ブ

ロ

チ

ェ

ー

ロ

・

デ

・

ア

ナ

ヤ

ド

ン

・

デ

ィ

エ

ゴ

・

ブ

ロ

チ

ェ

ー

ロ

・

デ

・

ア

ナ

ヤ

ド

ン

・

デ

ィ

エ

ゴ

・

ブ

ロ

チ

ェ

ー

ロ

・

デ

・

ア

ナ

ヤ

ド

ン

・

デ

ィ

エ

ゴ

・

ブ

ロ

チ

ェ

ー

ロ

・

デ

・

ア

ナ

ヤ

殿殿殿殿

へへへへ    

イ

ベ

ル

ニ

ア

（

訳

注

：

ア

イ

ル

ラ

ン

ド

の

こ

と

）

の

領

事

プ

リ

オ

ー

ル

、 

マ

ル

タ

の

大

使

、

陛

下

の

軍

事

審

議

会

員

、

イ

エ

ベ

ネ

ス 

（

訳

注

：

ト

レ

ド

州

の

市

）

の

騎

士

団

長

コ

メ

ン

ダ

ド

ー

ル

、

皇

太

子

殿

下

の 

代

理

ル

ガ

ー

ル

・

テ

ニ

エ

ン

テ

、

サ

ン

・

フ

ア

ン

の

総

領

事

グ

ラ

ン

・

プ

リ

オ

ー

ル

、

任

務

に

よ

っ

て 

ア

イ

ル

ラ

ン

ド

国

へ

派

遣

中

で

あ

ら

れ

る

。 

 海

は

、

経

験

と

し

て

の

教

え

を

閣

下

に

垂

れ

、

そ

の

こ

と

を

閣

下

は

良

く

ご

存

知

で

あ

る

。

こ

の

よ

う

に

生

き

生

き

と

し

、

正

し

く

、

特

別

な

精

神

を

持

つ

人

を

私

は

知

ら

な

い

。

先

見

の

明

、

洞

察

力

が

あ

り

、

大

活

力

が

あ

り

、

勇

気

が

何

た

る

か

を

知

り

、

良

く

も

悪

し

く

も

あ

り

う

る

運

命

を

伴

う

航

海

を

掌

中

の

も

の

と

し

、

と

り

わ

け

帝

国

の

所

有

す

る

水

域

に

分

け

入

っ

て

は

命

令

を

下

し

、

船

を

操

ら

れ

た

。

全

世

界

の

絶

対

的

支

配

者

た

ら

ん

と

し

て

い

た

、

活

力

に

溢

れ

、

大

胆

な

ジ

ュ

リ

ア

ス

・

シ

ー

ザ

ー

は

、

ス

ペ

イ

ン

か

ら

イ

タ

リ

ア

へ

航

海

し

た

時

に

、

あ

の

突

発

し

た

嵐

で

疲

れ

果

て

、

も

は

や

ぐ

っ

た

り

し

て

い

た

彼

の

ピ

ロ

ー

ト

の

ア

ミ

ク

ラ

ス

に

、

「

元

気

を

出

せ

、

シ

ー

ザ

ー

が

お

前

と

一

緒

な

の

だ

」

と

言

っ

た

。

海

で

も

陸

で

も

示

し

た

彼

の

気

負

い

と

高

揚

感

を

伴

っ

て

、

先

の

こ

と

を

推

し

測

り

、

ま

た

、

い

つ

も

の

彼

の

ス

タ

イ

ル

で

も

っ

て

、

海

が

幸

先

良

く

、

運

が

向

い

て

い

る

こ

と

は

ま

ず

間

違

い

な

い

と

思

っ

て

い

た

の

で

あ

っ

た

。

海

は

い

つ

も

こ

の

同

じ

性

質

・

特

質

を

持

ち

、

そ

の

広

大

さ

の
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中

を

、

波

を

切

っ

て

航

海

す

る

全

て

の

船

・

船

舶

の

運

命

に

、

そ

れ

を

見

せ

て

き

た

。

船

の

建

造

は

、

良

い

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

の

た

め

に

、

船

ナ

オ

が

持

た

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

規

則

、

計

算

、

そ

し

て

寸

法

を

実

践

に

よ

っ

て

決

め

て

き

た

が

、

私

の

長

い

経

験

に

鑑

み

れ

ば

、

そ

れ

は

、

よ

り

良

い

、

そ

し

て

よ

り

安

全

な

航

海

の

た

め

で

あ

り

、

持

主

達

の

利

益

の

た

め

な

の

で

あ

る

。

そ

の

同

じ

海

が

大

変

静

謐

で

平

穏

で

あ

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

幸

運

と

高

名

を

常

に

手

に

し

た

人

々

の

一

人

が

閣

下

で

あ

り

、

大

西

洋

に

お

け

る

艦

隊

の

総

司

令

官

と

し

て

、

そ

の

任

務

を

果

た

さ

れ

た

艦

隊

ア

ル

マ

ダ

と

共

に

繁

栄

を

得

ら

れ

、

艦

隊

ア

ル

マ

ダ

で

は

、

兵

士

達

、

と

り

わ

け

海

員

達

に

愛

さ

れ

、

慕

わ

れ

て

い

る

。

そ

の

上

に

、

閣

下

が

海

事

に

関

す

る

事

柄

を

実

践

し

、

研

究

す

る

時

に

は

、

大

変

な

熱

情

と

思

索

を

も

っ

て

追

求

さ

れ

て

い

る

こ

と

を

知

っ

て

い

る

の

で

、

こ

の

短

い

論

文

を

、

献

呈

す

る

気

持

ち

に

な

り

、

そ

の

決

心

を

し

ま

し

た

。

閣

下

が

こ

れ

を

受

け

入

れ

て

下

さ

り

、

守

っ

て

く

だ

さ

る

こ

と

を

期

待

し

て

お

り

ま

す

が

（

そ

う

な

る

こ

と

を

信

じ

て

お

り

ま

す

）

、

そ

う

な

れ

ば

、

そ

れ

は

大

変

な

効

果

を

齎

す

も

の

で

あ

り

、

海

事

の

こ

と

、

航

海

の

こ

と

全

て

が

知

ら

れ

る

こ

と

に

な

り

、

閣

下

の

繊

細

さ

、

卓

越

性

、

驚

異

に

値

す

る

技

芸

を

、

閣

下

と

同

じ

よ

う

に

博

学

で

、

知

識

の

あ

る

王

達

、

王

族

逹

、

貴

顕

の

方

々

、

隊

長

逹

と

兵

士

達

が

知

る

よ

う

に

な

り

、

実

際

に

試

し

て

み

て

、

閣

下

の

思

索

と

知

識

を

敬

愛

す

る

の

で

あ

り

ま

す

。

広

大

無

辺

な

海

を

め

ぐ

っ

て

、

世

界

の

あ

ら

ゆ

る

所

を

よ

く

知

り

、

確

信

に

満

ち

て

出

か

け

て

行

き

、

そ

の

先

々

で

は

、

船

乗

り

達

が

物

を

扱

っ

た

り

、

あ

る

い

は

仕

事

を

し

た

り

す

る

時

の

ぶ

っ

き

ら

ぼ

う

で

粗

野

で

寡

黙

な

態

度

の

下

に

隠

さ

れ

て

は

い

て

も

、

高

い

評

価

が

与

え

ら

れ

、

礼

儀

正

し

さ

と

繊

細

さ

を

伴

っ

た

讃

嘆

の

目

で

眺

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

小

さ

な

作

品

で

は

あ

り

ま

す

が

、

新

し

い

も

の

で

あ

り

、

心

か

ら

申

し

出

て

お

り

ま

す

も

の

故

に

、

閣

下

の

よ

う

な

寛

大

な

心

を

持

つ

方

に

し

か

な

い

気

高

さ

と

人

柄

を

示

し

て

い

た

だ

き

、

貧

し

い

農

夫

の

手

か

ら

水

を

貰

う

こ

と

を

恥

じ

な

か

っ

た

偉

大

で

強

大

な

ア

ル

タ

ヘ

ル

ヘ

ス

王

（

訳

注

：

紀

元

前

五

世

紀

の

ペ

ル

シ

ア

の

大

王

、

ヘ

ロ

ド

ト

ス

が

偉

大

な

戦

士

と

書

い

て

い

る

。

）

を

真

似

て

、

誠

実

さ

を

も

っ

て

心

か

ら

差

し

出

し

ま

し

た

こ

の

小

書

を

受

け

取

っ

て

い

た

だ

け

る

よ

う

懇

願

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

し

か

し

、

毎

日

、

閣

下

が

下

さ

る

慈

悲

の

御

蔭

を

蒙

っ

て

い

る

船

乗

り

達

は

、

ロ

ム

ル

ス

が

石

工

逹

を

、

ク

ラ

ウ

デ

ィ

ウ

ス

（

訳

注

：

ロ

ー

マ

第

四

代

皇

帝)

が

書

記

達

を

、

シ

ー

ラ

（

訳

注

：

ト

ロ

イ

の

王

女

か

？

）

が

武

具

職

人

達

を

、

マ

リ

ウ

ス

（

訳

注

：

ガ

イ

ウ

ス

・

マ

リ

ウ

ス

、

紀

元

一

世

紀

の

ロ

ー

マ

の

政

治

家

）

が

彫

刻

家

逹

を

、

ド

ミ

テ

ィ

ア

ヌ

ス

（

訳

注

：

ロ

ー

マ

第

一

一

代

皇

帝)

が

大

弓

士

逹

を

、

テ

ィ

ト

ゥ

ス

（

訳

注

：

ロ

ー

マ

皇

帝

）

が

音

楽

家

逹

を

、

ウ

ェ

ス

パ

シ

ア

ヌ

ス

（

訳

注

：

ロ

ー

マ

皇

帝

）

が

画

家

達

を

、

ヌ

ー

マ

（

訳

注

：

ヌ

ー

マ

・

ポ

ン

ピ

リ

ウ

ス

、

ロ

ー

マ

の

紀

元

前

七

‐

八

世

紀

の

王

）

が

僧

侶

達

を

、

ス

キ

ピ

オ

（

訳

注

：

ス

キ

ピ

オ

・

ア

フ

リ

カ

ヌ

ス

、

紀

元

前

三

世

紀

の

ロ

ー

マ

の

政

治

家

、

軍

人

）

が

隊

長

逹

を

礼

遇

し

た

よ

う

に

、

今

日

に

お

い

て

は

、

我

が

天

主

が

人

々

を

守

り

、

繁

栄

さ

せ

る

よ

う

に

、

閣

下

の

よ

う

な

大

王

族

、

騎

士

、

兵

士

、

海

員

が

彼

等

を

礼

遇

し

、

愛

顧

す

る

の

で

あ

り

ま

す

。

正

に

私

は

閣

下

の

僕

た

ら

ん

こ

と

を

願

う

の

で

あ

り

ま

す

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

ト

メ

・

カ

ー

ノ 
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通

常

認

可

通

常

認

可

通

常

認

可

通

常

認

可

 

（

省

略

）

 

僧

フ

ア

ン

・

デ

・

ウ

ル

テ

ィ

ア 

  

認

可

認

可

認

可

認

可

 
 
 

 
(

省

略) 

ド

ン

・

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

・

デ

・

コ

ラ

ル

・

イ

・

ト

レ

ド 

 

国

王

国

王

国

王

国

王

 
 
 

（

省

略

）

 

余

国

王

 
 

我

が

主

国

王

の

命

に

て

 
 

ホ

ル

ヘ

・

デ

・

ト

バ

ー

ル 

統

制

価

格

統

制

価

格

統

制

価

格

統

制

価

格

 
 

（

省

略

） 

 

正

誤

表

正

誤

表

正

誤

表

正

誤

表

 
 

 

（

省

略

） 

 

認

可

認

可

認

可

認

可

 
 
 

 
(

省

略)
 
 
 

 
 

デ

ィ

エ

ゴ

・

バ

レ

ダ 

 

認

可

認

可

認

可

認

可

 
 
 

 
(

省

略)
 
 

エ

ス

レ

バ

ン

・

デ

・

ア

ル

ド

ゥ

ン

シ

ン 

  

読

者

読

者

読

者

読

者

へへへへ        

 

嫌

な

、

長

々

と

し

た

重

苦

し

い

航

海

の

、

大

変

で

多

く

の

不

便

は

、

際

限

の

な

い

財

産

と

生

命

の

損

失

を

伴

う

。

読

者

諸

兄

よ

、

そ

れ

は

船

ナ

ビ

オ

が

、

必

要

か

つ

適

切

な

然

る

べ

き

注

意

力

、

き

ま

り

オ

ル

デ

ン

、

頑

丈

さ

ト

ラ

バ

ソ

ン

、

強

固

さ

フ

ォ

ル

タ

レ

ッ

サ

、

計

算

、

規

則

、

そ

し

て

寸

法

で

も

っ

て

建

造

さ

れ

て

い

な

い

こ

と

か

ら

起

こ

っ

て

、

そ

う

い

う

結

果

と

な

っ

て

い

る

の

で

あ

る

。

私

と

し

て

は

、

人

々

の

能

力

と

力

に

よ

っ

て

出

来

得

る

限

り

こ

れ

ら

を

正

す

こ

と

を

探

求

し

、

調

査

し

て

み

た

い

気

持

ち

が

高

ま

っ

た

。

そ

こ

で

、

注

い

だ

注

意

力

と

知

力

に

よ

っ

て

、

多

く

の

様

々

な

航

海

を

し

て

、

長

い

間

に

得

た

経

験

に

基

づ

い

て

、

建

造

が

悪

か

っ

た

こ

と

に

よ

っ

て

、

そ

れ

が

原

因

と

な

っ

た

船

ナ

オ

の

悪

癖

に

警

告

を

行

い

、

海

難

に

思

い

を

致

し

、

欠

陥

を

見

て

、

覚

書

を

作

り

、

経

験

に

よ

っ

て

理

解

で

き

得

た

限

り

の

こ

と

を

こ

の

報

告

書

に

書

き

記

し

た

。

こ

れ

が

出

来

た

の

で

、

こ

の

セ

ビ

リ

ャ

で

、

さ

ら

に

は

こ

の

王

国

に

お

い

て

、

一

番

実

務

に

通

じ

た

人

々

、

船

乗

り

と

し

て

卓

越

し

た

人

、

親

方

マ

エ

ス

ト

ロ

逹

、

建

造

家

逹

に

相

談

を

し

た

と

こ

ろ

、

こ

れ

を

見

て

、

考

え

を

巡

ら

し

、

軽

重

を

問

う

て

く

れ

た

と

こ

ろ

、

全

員

の

意

見

が

一

致

し

、

あ

た

か

も

一

心

同

体

の

ご

と

く

に

な

っ

て

、

私

物

と

し

て

世

の

片

隅

に

埋

も

れ

た

も

の

と

な

ら

な

い

よ

う

に

引

っ

張

り

出

し

、

印

刷

に

よ

っ

て

末

の

世

ま

で

も

、

世

間

全

て

に

知

ら

し

め

、

世

の

所

有

に

帰

す

る

こ

と

が

、

極

め

て

適

切

か

つ

的

確

な

こ

と

で

あ

る

と

、

多

く

の

納

得

で

き

る

理

由

で

も

っ

て

私

に

迫

り

、

ま

た

、

そ

れ

を

意

見

に

し

て

、

皆

が

署

名

を

し

、

公

然

と

認

め

ら

れ

た

も

の

と

な

っ

た

の

で

あ

っ

た

。

そ

し

て

事

こ

こ

に

至

っ

て

、

多

く

の

人

達

に

説

得

さ

れ

、

今

や

改

め

て

、

請

願

、

即

ち

何

人

か

の

マ

ド

リ

ッ

ド

に

居

る

貴

顕

の

方

々

と

そ

の

所

有

権

に

つ

い

て

処

理

を

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

く

な

り

、

海

員

組

合

の

議

員

と

し

て

、

マ

ド

リ

ッ

ド

に

何

か

月

間

か

出

向

き

、

ま

た

そ

の

海

員

組

合

の

名

に

お

い

て

軍

事

審

議

会

と

イ

ン

デ

ィ

ア

ス

審

議

会

に

出

席

し

た

と

こ

ろ

、

範

例

を

示

さ
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れ

て

、

そ

の

ス

タ

イ

ル

の

、

分

厚

く

な

い

も

の

で

、

対

話

形

式

で

内

容

を

分

け

る

よ

う

に

要

請

さ

れ

た

。

そ

う

し

た

も

の

で

あ

れ

ば

、

大

い

に

気

楽

に

読

め

、

評

価

さ

れ

、

分

か

り

や

す

い

と

い

う

理

由

か

ら

で

あ

る

。

こ

れ

ら

全

て

を

考

え

て

み

る

に

、

筆

者

の

理

解

不

足

の

も

の

が

山

ほ

ど

あ

り

、

そ

の

中

に

は

、

こ

れ

を

書

い

た

技

法

と

ス

タ

イ

ル

の

こ

と

も

あ

る

。

省

略

し

た

も

の

で

、

理

解

を

深

め

る

に

は

そ

れ

が

あ

っ

た

方

が

良

い

も

の

も

あ

る

か

も

し

れ

な

い

が

、

私

の

、

こ

れ

を

書

い

て

、

皆

様

に

読

ん

で

頂

こ

う

と

思

う

気

持

ち

に

免

じ

て

、

そ

う

し

た

足

り

な

い

と

こ

ろ

を

補

っ

て

い

た

だ

け

る

よ

う

お

願

い

し

、

少

し

で

も

お

役

に

立

て

る

こ

と

を

希

望

す

る

も

の

で

あ

る

。 

   

第

一

第

一

第

一

第

一

対

話

対

話

対

話

対

話    

  

こ

こ

で

は

ト

メ

、

ガ

ス

パ

ー

ル

、

レ

オ

ナ

ル

ド

の

三

人

の

友

達

が

紹

介

さ

れ

、

セ

ビ

リ

ャ

市

を

出

て

グ

ア

ダ

ル

キ

ビ

ル

河

を

下

流

へ

航

海

し

、

古

代

の

航

海

と

船

ナ

ビ

オ

、

そ

し

て

今

日

い

か

な

る

も

の

が

良

い

建

造

フ

ァ

ブ

リ

カ

で

あ

り

、

良

い

船

乗

り

の

人

達

で

あ

る

か

を

論

じ

て

い

る

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（

省

略

） 

   

第

二

対

話

第

二

対

話

第

二

対

話

第

二

対

話    

  

こ

こ

で

は

、

三

人

の

友

が

船

旅

と

会

話

を

続

け

な

が

ら

、

軍

艦

と

商

船

が

必

要

と

す

る

上

手

で

完

全

な

建

造

方

法

フ

ァ

ブ

リ

カ

と

、

船

を

強

固

な

も

の

と

す

る

方

法

フ

ォ

ル

テ

ィ

フ

ィ

カ

シ

オ

ン

を

論

じ

て

い

る

。 

  

ト

メ

ト

メ

ト

メ

ト

メ

：

船

ナ

オ

が

、

そ

の

建

造

フ

ァ

ブ

リ

カ

、

船

体

ク

エ

ル

ポ

、

そ

し

て

そ

れ

に

相

応

し

い

物

全

て

に

お

い

て

、

良

い

基

本

フ

ン

ダ

メ

ン

ト

を

得

る

た

め

に

、

第

一

番

に

役

立

つ

こ

と

で

あ

り

、

ま

た

知

る

べ

き

こ

と

は

、

（

船

ナ

オ

が

）

有

す

べ

き

船

幅

マ

ン

ガ

で

あ

る

。

こ

れ

が

最

も

重

要

な

寸

法

で

あ

り

、

全

て

の

種

々

の

サ

イ

ズ

や

大

き

さ

が

持

つ

べ

き

他

の

寸

法

が

良

い

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

を

得

て

、

全

て

の

点

に

お

い

て

完

全

に

出

来

上

が

り

ア

カ

バ

ー

ダ

、

良

い

細

工

マ

ー

ニ

ャ

と

な

り

、

均

整

が

と

れ

た

プ

ロ

ポ

ル

シ

ョ

ナ

ー

ダ

仕

上

が

り

エ

チ

ュ

ー

ラ

と

な

る

よ

う

に

、

こ

こ

（

船

幅

マ

ン

ガ

）

か

ら

、

全

て

の

種

々

の

サ

イ

ズ

や

大

き

さ

が

持

つ

べ

き

他

の

寸

法

を

採

り

だ

し

て

、

構

成

す

る

か

ら

で

あ

る

。 

 

第

二

番

目

に

、

良

好

で

完

全

な

建

造

フ

ァ

ブ

リ

カ

の

た

め

に

適

合

し

た

寸

法

、

及

び

注

文

さ

れ

た

容

積

ポ

ル

テ

（

の

船)

を

造

る

の

に

必

要

な

寸

法

を

船

ナ

オ

に

与

え

る

た

め

に

、

極

め
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て

重

要

な

こ

と

は

、

そ

の

建

造

家

フ

ァ

ブ

リ

カ

ド

ー

ル

、

即

ち

親

方

マ

エ

ス

ト

ロ

が

算

術

家

で

あ

っ

て

、

容

積

ポ

ル

テ

を

計

算

す

る

こ

と

を

知

っ

て

い

る

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

そ

れ

は

、

算

術

を

知

っ

て

い

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

（

船

ナ

オ

の

）

寸

法

を

出

す

た

め

で

あ

り

、

船

幅

マ

ン

ガ

の

大

き

さ

か

ら

始

め

て

、

竜

骨

長

キ

ー

リ

ャ

、

全

長

エ

ス

ロ

ー

ラ

、

フ

ロ

ア

ー

幅

プ

ラ

ン

、

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

、

ト

ラ

ン

ザ

ム

ユ

ー

ゴ

、

船

尾

と

船

首

の

ラ

ン

サ

ミ

エ

ン

ト

（

＊

②

）

、

船

首

と

船

尾

の

狭

ま

り

デ

ル

ガ

ー

ド

、

舵

、

帆

柱

、

帆

桁

ベ

ル

ガ

、

ト

ッ

プ

ス

ル

ガ

ビ

ア

、

帆

、

小

船

バ

ル

カ

、

そ

し

て

船

ナ

オ

の

容

積

ポ

ル

テ

が

算

出

さ

れ

て

、

そ

こ

か

ら

錨

と

そ

の

ケ

ー

ブ

ル

が

決

ま

る

の

で

、

船

幅

マ

ン

ガ

が

建

造

フ

ァ

ブ

リ

カ

の

基

本

フ

ン

ダ

メ

ン

ト

な

の

で

あ

る

。

こ

れ

ら

の

寸

法

の

計

算

を

し

な

い

で

建

造

さ

れ

た

不

完

全

な

船

は

、

今

ま

で

経

験

さ

れ

た

多

く

の

欠

陥

を

持

っ

て

造

船

所

ア

ス

テ

ィ

ジ

ェ

ー

ロ

か

ら

出

て

来

て

し

ま

い

、

航

海

中

に

こ

れ

を

直

す

こ

と

は

出

来

な

い

。 

第

三

番

目

に

知

る

べ

き

こ

と

は

、

ス

ペ

イ

ン

、

イ

タ

リ

ア

、

そ

し

て

船

ナ

オ

の

建

造

を

行

う

他

国

の

全

て

の

親

方

マ

エ

ス

ト

ロ

達

は

、

一

コ

ー

ド

の

船

幅

マ

ン

ガ

に

対

し

二

の

竜

骨

、

一

の

船

幅

マ

ン

ガ

に

対

し

三

の

全

長

、

三

コ

ー

ド

の

船

幅

マ

ン

ガ

に

対

し

一

の

フ

ロ

ア

ー

幅

プ

ラ

ン

、

そ

し

て

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

に

船

幅

マ

ン

ガ

の

四

分

の

三

を

与

え

る

こ

と

に

使

い

慣

れ

て

き

て

（

＊

③

）

、

そ

の

他

の

（

や

り

方

で

得

ら

れ

る

）

寸

法

に

は

目

も

呉

れ

な

い

こ

と

で

あ

る

。

そ

の

他

の

や

り

方

の

計

算

を

せ

ず

に

、

船

が

持

つ

べ

き

寸

法

を

持

た

ず

に

建

造

さ

れ

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

今

に

至

る

ま

で

船

ナ

オ

の

大

部

分

が

、

多

く

の

不

完

全

な

点

、

欠

陥

や

落

度

を

有

し

て

世

に

出

て

き

た

し

、

今

も

生

ま

れ

て

き

て

い

る

。

船

幅

マ

ン

ガ

の

大

き

さ

に

従

っ

て

、

持

つ

べ

き

大

き

さ

に

す

る

こ

と

を

知

ら

ず

に

、

船

尾

や

船

首

が

適

切

な

も

の

よ

り

も

太

す

ぎ

た

り

細

す

ぎ

た

り

、

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

が

必

要

な

も

の

よ

り

も

高

す

ぎ

た

り

低

く

す

ぎ

た

り

、

竜

骨

長

が

大

切

に

す

べ

き

長

さ

よ

り

も

短

す

ぎ

た

り

長

す

ぎ

た

り

、

船

幅

マ

ン

ガ

が

適

切

な

も

の

よ

り

も

狭

ま

り

過

ぎ

た

り

広

く

な

り

過

ぎ

た

り

、

フ

ロ

ア

ー

幅

プ

ラ

ン

が

必

要

な

も

の

よ

り

も

多

す

ぎ

た

り

少

な

す

ぎ

た

り

す

る

、

形

の

悪

い

均

整

の

と

れ

な

い

も

の

が

生

ま

れ

て

い

る

。

そ

の

た

め

に

、

横

傾

斜

し

て

の

航

走

が

悪

い

マ

ラ

・

デ

・

マ

ル

・

エ

ン

・

ト

ラ

ベ

ス

（

訳

注

：

横

傾

斜

で

の

航

走

は

英

語

で

ヒ

ー

ル

：heel

の

こ

と

）

も

の

が

あ

っ

た

り

、

帆

の

風

に

耐

え

る

力

ス

ス

テ

ン

・

デ

・

ベ

ー

ラ

や

操

船

ゴ

ビ

エ

ル

ノ

が

悪

い

も

の

が

あ

っ

た

り

す

る

。

ま

た

他

の

も

の

は

、

深

い

水

深

を

必

要

と

し

、

港

の

浅

瀬

バ

ッ

ラ

に

入

っ

た

り

、

河

の

浅

い

所

バ

ッ

ホ

を

通

過

し

た

り

、

海

の

浅

い

所

バ

ッ

ホ

を

航

走
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し

た

り

す

る

こ

と

が

危

険

で

あ

る

。

船

首

を

振

り

カ

ベ

セ

ア

ー

ル

過

ぎ

て

、

航

海

時

に

船

首

の

具

合

が

悪

い

も

の

、

ま

た

船

尾

部

ア

ン

カ

の

具

合

が

悪

い

も

の

が

あ

る

。

そ

の

他

に

も

、

船

乗

り

達

が

よ

く

経

験

す

る

、

そ

の

他

の

欠

陥

を

持

っ

て

い

る

。

帆

柱

や

帆

桁

に

も

同

様

な

欠

陥

が

あ

る

。

と

い

う

の

は

、

船

ナ

オ

を

支

え

ス

ス

テ

ン

、

既

に

述

べ

た

よ

う

に

、

そ

こ

か

ら

船

ナ

オ

の

主

た

る

寸

法

が

出

て

来

る

船

幅

マ

ン

ガ

に

従

っ

て

、

長

さ

や

厚

さ

そ

の

も

の

を

持

た

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

に

、

親

方

マ

エ

ス

ト

レ

、

ピ

ロ

ー

ト

、

親

方

の

助

手

コ

ン

ト

ラ

・

マ

エ

ス

ト

レ

逹

は

多

く

の

場

合

、

油

断

し

て

、

そ

れ

ら

の

帆

柱

や

帆

桁

を

大

工

達

が

作

る

の

に

任

せ

る

が

、

大

工

に

よ

っ

て

は

、

寸

法

を

知

ら

な

く

て

、

自

分

の

考

え

や

気

紛

れ

以

外

の

理

由

も

考

え

も

無

し

に

作

っ

た

り

、

似

た

よ

う

な

計

算

で

作

っ

た

り

す

る

者

が

い

る

。

す

な

わ

ち

、

「

こ

の

船

の

容

積

ポ

ル

テ

で

あ

る

誰

そ

れ

の

船

ナ

オ

は

何

コ

ー

ド

の

帆

柱

と

何

コ

ー

ド

の

帆

桁

を

持

っ

て

い

る

か

ら

、

こ

の

船

に

も

同

じ

物

を

付

け

よ

う

」

と

言

っ

て

、

船

幅

マ

ン

ガ

に

見

合

っ

た

よ

う

に

船

ナ

オ

を

保

つ

よ

う

な

修

正

を

し

な

い

の

で

あ

る

。 

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

：

そ

れ

に

、

害

は

そ

れ

だ

け

で

は

な

く

、

既

に

航

海

し

て

お

き

な

が

ら

、

帆

柱

の

ど

れ

か

を

取

替

え

た

が

る

。

私

は

、

同

じ

よ

う

な

無

知

か

ら

、

大

工

が

次

の

よ

う

に

言

う

の

を

見

た

こ

と

が

あ

る

。

「

こ

の

帆

柱

は

、

初

め

何

パ

ル

モ

の

太

さ

で

あ

っ

た

が

、

一

パ

ル

モ

余

分

に

し

て

や

ろ

う

。

こ

の

分

の

余

分

を

付

け

て

お

け

ば

、

後

で

、

ま

た

調

整

し

た

く

な

っ

た

時

に

、

具

合

良

く

取

り

除

く

こ

と

が

出

来

る

、

と

い

う

わ

け

だ

。

」

そ

う

い

け

ば

、

う

ま

い

も

の

だ

が

、

な

か

な

か

そ

う

は

い

か

な

い

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

こ

う

し

た

意

図

と

、

間

違

っ

た

理

屈

で

も

っ

て

、

帆

柱

や

帆

桁

が

、

そ

の

船

ナ

オ

が

、

多

分

、

支

え

る

こ

と

が

出

来

る

も

の

よ

り

も

大

き

過

ぎ

て

い

る

こ

と

の

理

解

に

至

り

も

し

な

い

か

、

さ

も

な

け

れ

ば

、

知

ろ

う

と

も

思

わ

な

い

で

、

そ

の

ま

ま

続

け

て

、

全

部

を

作

っ

て

し

ま

う

。 

ガ

ス

パ

ー

ル

ガ

ス

パ

ー

ル

ガ

ス

パ

ー

ル

ガ

ス

パ

ー

ル

：

大

変

に

残

念

に

思

う

の

は

、

出

帆

の

準

備

が

既

に

で

き

て

い

る

時

に

、

船

ナ

オ

の

所

有

者

ド

ゥ

エ

ー

ニ

ョ

、

親

方

マ

エ

ス

ト

ロ

、

ピ

ロ

ー

ト

逹

が

船

に

行

っ

て

み

て

も

、

何

一

つ

修

繕

し

な

い

だ

け

で

な

く

、

こ

れ

ら

の

訪

問

者

逹

は

船

乗

り

で

は

な

く

、

大

工

が

し

よ

う

と

し

た

こ

と

を

あ

れ

こ

れ

見

て

み

て

も

、

そ

う

し

た

仕

事

を

知

っ

て

い

る

わ

け

で

も

な

い

の

で

、

船

ナ

オ

が

そ

れ

を

支

え

ス

ス

テ

ン

ら

れ

な

い

こ

と

を

、

ど

ん

な

に

示

し

て

分

か

ら

せ

よ

う

と

し

て

も

、

気

が

付

く

こ

と

が

無

く

、

修

理

す

る

に

は

時

遅

し

と

い

う

こ

と

に

な

る

。 

ト

メ

ト

メ

ト

メ

ト

メ

：

そ

の

通

り

、

イ

ン

デ

ィ

ア

ス

航

路

に

お

い

て

は

、

こ

れ

ら

の

欠

陥

に

悩

ん

で

い

る

船

ナ

オ

が

少

な

く

な

い

こ

と

は

、

私

が

太

鼓

判

を

押

す

。

と

い

う

の

は

、

帆

柱

と

帆

桁

に

関

す

る

こ

と

に

関

し

て

は

、

こ

れ

を

理

解

さ

せ

る

こ

と

に

熱

心

で

は

な

い

の

で

、

注

意

を

向

け

る

者

は

極

め

て

少

な

い

か

ら

で

あ

る

。

し

か

し

、
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こ

れ

を

知

っ

て

、

理

解

し

て

い

る

者

逹

は

、

大

工

の

単

純

さ

に

任

せ

て

し

ま

わ

な

い

よ

う

に

、

た

と

え

自

分

の

家

か

ら

で

も

、

こ

う

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

い

う

命

令

を

出

し

て

、

直

さ

せ

る

。

つ

ま

る

と

こ

ろ

、

現

在

ま

で

造

ら

れ

た

船

ナ

オ

の

大

多

数

の

も

の

は

、

上

記

の

ご

と

く

、

寸

法

に

注

意

が

払

わ

れ

た

こ

と

が

な

く

、

造

ろ

う

と

す

る

ト

ネ

ラ

ー

ダ

に

見

合

う

帆

柱

や

帆

桁

や

積

載

容

量

を

持

つ

ア

ル

ケ

ア

ー

ル

こ

と

が

出

来

ず

、

つ

い

に

は

、

私

が

挙

げ

た

欠

陥

を

一

つ

、

あ

る

い

は

そ

れ

以

上

を

持

っ

て

し

ま

う

の

で

あ

る

。

そ

し

て

、

横

傾

斜

し

て

の

航

走

が

悪

い

マ

ラ

・

デ

・

マ

ル

・

エ

ン

・

ト

ラ

ベ

ス

 

―

こ

れ

は

重

大

な

こ

と

で

あ

る

―

 

こ

と

が

し

ば

し

ば

あ

る

。

そ

う

な

る

原

因

と

、

そ

れ

を

矯

正

す

る

こ

と

に

あ

ま

り

に

も

疎

い

者

が

い

る

。

私

は

、

そ

う

な

る

の

は

、

フ

ロ

ア

ー

幅

プ

ラ

ン

が

広

く

て

、

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

が

低

い

か

ら

で

あ

る

と

言

い

た

い

。

そ

れ

に

よ

っ

て

海

面

下

に

入

る

船

体

ク

エ

ル

ポ

が

少

な

く

、

海

面

上

の

部

分

も

少

な

く

な

る

。

船

側

コ

ス

タ

ー

ド

に

波

が

来

た

時

に

、

船

ナ

オ

が

簡

単

に

動

か

さ

れ

て

、

横

倒

し

に

な

る

イ

ル

・

ア

・

ラ

・

バ

ン

ダ

の

は

、

そ

の

大

部

分

が

、

フ

ロ

ア

ー

プ

ラ

ン

が

四

角

形

ク

ア

ド

ラ

ー

ド

の

も

の

で

あ

る

。

そ

し

て

横

倒

れ

バ

ラ

ン

セ

か

ら

戻

る

時

に

、

船

ナ

オ

の

乾

舷

部

オ

ブ

ラ

ス

が

低

い

の

で

、

必

要

な

風

を

見

出

す

こ

と

が

な

く

、

ま

た

海

面

上

に

あ

る

乾

舷

部

オ

ブ

ラ

ス

が

少

な

い

の

で

、

船

体

ク

エ

ル

ポ

に

力

が

加

わ

る

こ

と

が

な

い

こ

と

に

よ

っ

て

、

船

ナ

オ

が

動

き

ま

わ

っ

て

し

ま

い

、

ま

た

横

傾

斜

し

て

の

航

走

も

悪

い

マ

ラ

・

デ

・

マ

ル

・

エ

ン

・

ト

ラ

ベ

ス

。

軍

艦

も

当

然

な

が

ら

こ

れ

ら

の

寸

法

で

造

ら

れ

、

こ

の

こ

と

は

一

般

論

と

し

て

ど

の

船

に

も

あ

て

は

ま

る

。

こ

の

、

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

を

低

く

し

、

フ

ロ

ア

ー

幅

プ

ラ

ン

を

広

く

す

る

同

じ

理

屈

に

よ

る

も

の

で

は

あ

る

が

、

帆

の

効

き

ベ

ー

ラ

や

操

船

性

ゴ

ビ

エ

ル

ノ

が

良

い

こ

と

は

、

主

と

し

て

敵

に

追

い

つ

く

た

め

に

、

軍

艦

に

お

い

て

は

望

ま

れ

る

。

海

面

下

の

部

分

が

少

な

い

の

で

、

少

な

い

力

で

も

帆

が

軽

々

と

動

き

、

舵

が

容

易

に

制

御

で

き

る

。

王

室

造

船

所

フ

ァ

ブ

リ

カ

・

レ

ア

ル

の

首

席

親

方

マ

エ

ス

ト

ロ

・

マ

ヨ

ー

ル

で

あ

る

フ

ア

ン

・

デ

・

ベ

ア

ス

船

長

カ

ピ

タ

ン

が

新

た

に

作

っ

た

良

い

設

計

図

ト

ラ

ッ

サ

を

用

い

て

、

欠

点

が

直

さ

れ

て

、

船

ナ

オ

の

水

面

ル

ン

ブ

レ

か

ら

甲

板

ま

で

の

乾

舷

部

オ

ブ

ラ

と

形

フ

ォ

ル

マ

を

短

縮

し

レ

コ

ヘ

ー

ル

、

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

が

低

く

て

フ

ロ

ア

ー

幅

プ

ラ

ン

が

広

い

と

い

う

船

ナ

オ

も

あ

る

。

と

い

う

の

は

、

海

水

よ

り

上

に

あ

る

も

の

は

全

て

、

船

幅

マ

ン

ガ

の

内

側

に

倒

れ

掛

か

っ

て

お

り

（

訳

注

：

タ

ン

ブ

ル

フ

ォ

ー

ム

の

こ

と

）

、

大

砲

、

人

、

そ

し

て

弾

薬

全

て

の

重

量

が

船

幅

マ

ン

ガ
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よ

り

も

船

ナ

オ

の

内

側

に

倒

れ

掛

か

り

、

こ

れ

に

よ

っ

て

、

横

傾

斜

し

て

航

走

す

る

モ

ベ

ー

ル

セ

・

デ

・

マ

ル

・

エ

ン

・

ト

ラ

ベ

ス

た

め

に

、

横

倒

れ

し

過

ぎ

る

ト

ー

マ

・

タ

ン

ト

・

バ

ラ

ン

セ

こ

と

が

あ

ま

り

な

い

。

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

が

高

く

、

フ

ロ

ア

ー

幅

プ

ラ

ン

が

狭

い

も

の

は

、

進

み

も

し

な

い

が

、

そ

れ

は

、

船

体

ク

エ

ル

ポ

が

海

水

の

下

に

も

っ

と

浸

か

り

、

海

水

の

上

に

も

も

っ

と

在

り

、

船

ナ

オ

は

空

気

と

も

水

と

も

ぶ

つ

か

り

合

う

か

ら

で

あ

る

。

た

だ

、

反

対

の

こ

と

も

あ

り

、

横

傾

斜

し

て

上

手

く

航

走

ブ

エ

ナ

・

デ

・

マ

ル

・

エ

ン

・

ト

ラ

ベ

ス

し

な

が

ら

も

、

帆

の

効

き

ベ

ー

ラ

や

操

船

性

ゴ

ビ

エ

ル

ノ

が

良

く

な

い

船

ナ

オ

が

あ

る

。 

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

：

貴

君

が

、

こ

の

と

に

つ

い

て

論

じ

た

こ

と

を

聞

い

て

、

大

変

に

喜

ば

し

く

思

う

。

何

故

な

ら

ば

、

こ

の

中

の

あ

る

も

の

は

ほ

と

ん

ど

注

意

が

払

わ

れ

て

い

な

い

か

ら

で

あ

る

。

そ

し

て

、

思

う

に

、

ト

メ

殿

、

船

ナ

オ

に

、

海

面

下

に

船

体

を

少

し

し

か

持

た

せ

な

い

と

い

う

同

じ

理

由

で

、

上

手

く

横

傾

斜

さ

せ

る

ア

セ

ー

ル

・

デ

・

マ

ル

・

エ

ン

・

ト

ラ

ベ

ス

た

め

に

し

た

よ

う

に

、

船

尾

で

も

海

面

下

に

船

体

を

少

し

し

か

持

た

せ

な

い

よ

う

に

し

た

ら

良

い

で

し

ょ

う

。 

ト

メ

ト

メ

ト

メ

ト

メ

：

よ

く

考

え

ま

し

た

ね

。

と

い

う

の

は

、

貴

君

が

指

摘

し

た

こ

と

は

疑

い

の

無

い

こ

と

で

あ

り

、

ま

た

、

私

が

言

っ

た

、

船

ナ

オ

が

よ

く

有

す

る

、

航

走

時

に

船

尾

部

が

良

く

な

い

マ

ラ

・

デ

・

マ

ル

・

ア

ル

・

ア

ン

カ

と

い

う

別

の

欠

陥

で

も

あ

る

か

ら

で

あ

る

。

そ

れ

は

、

船

ナ

オ

が

持

つ

こ

と

に

な

る

重

要

肋

材

マ

デ

ー

ロ

ス

・

デ

・

ク

エ

ン

タ

が

少

な

い

こ

と

か

ら

生

じ

、

そ

れ

が

原

因

と

な

っ

て

い

る

。

そ

れ

ら

の

不

足

に

よ

っ

て

、

船

首

と

船

尾

の

三

分

割

分

テ

ル

シ

オ

ス

下

部

が

隙

間

バ

シ

ア

だ

ら

け

、

す

な

わ

ち

船

首

の

三

分

割

分

ア

ム

ー

ラ

、

及

び

の

船

尾

の

三

分

割

分

ク

ア

ド

ラ

の

下

部

に

お

い

て

隙

間

バ

シ

ア

だ

ら

け

の

と

こ

ろ

へ

、

波

が

船

尾

の

三

分

割

分

ク

ア

ド

ラ

に

当

た

っ

た

り

、

船

首

の

三

分

割

分

ア

ム

ー

ラ

に

被

さ

っ

て

き

た

り

し

た

時

、

そ

こ

が

空

っ

ぽ

バ

シ

ア

で

（

肋

材

が

）

詰

ま

っ

て

い

な

い

こ

と

（

に

よ

る

欠

陥

）

で

あ

る

。

そ

れ

ら

の

原

因

と

不

適

切

さ

に

よ

っ

て

、(

波

が) 

船

首

の

三

分

割

分

ア

ム

ー

ラ

へ

行

っ

た

時

に

、

そ

こ

が

空

っ

ぽ

バ

シ

ア

な

の

で

、

船

ナ

オ

は

大

き

な

横

倒

れ

バ

ラ

ン

セ

を

生

じ

、

そ

の

後

に

（

波

が

）

船

尾

の

三

分

割

分

ク

ア

ド

ラ

に

落

ち

か

か

る

と

、

支

え

る

も

の

が

無

く

、

船

尾

の

三

分

割

分

ク

ア

ド

ラ

と

船

首

の

三

分

割

分

ア

ム

ー

ラ

に

（

肋

材

が

）

詰

ま

っ

て

い

な

い

こ

と

に

よ

っ

て

、

常

に

大

き

な

横

倒

れ

バ

ラ

ン

セ

と

な

っ

て

、

大

変

な

勢

い

で

倒

れ

る

。

こ

れ

は

、

船

ナ

オ

が

多

く

の
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重

要

肋

材

マ

デ

ー

ロ

ス

・

デ

・

ク

エ

ン

タ

を

有

し

て

い

れ

ば

、

そ

う

は

な

ら

な

い

。

し

た

が

っ

て

、

船

ナ

オ

は

、

必

要

な

も

の

全

て

を

具

え

ら

れ

る

ほ

ど

十

分

な

大

き

さ

を

持

た

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

建

造

時

の

欠

陥

に

よ

り

船

ナ

オ

が

し

ば

し

ば

持

つ

他

の

欠

点

と

言

う

の

は

、

航

走

時

に

船

首

部

が

良

く

な

い

マ

ラ

・

デ

・

マ

ル

・

ア

ル

・

プ

ロ

ア

こ

と

で

あ

る

。

こ

れ

は

、

竜

骨

が

短

い

こ

と

、

及

び

重

要

肋

材

マ

デ

ー

ロ

ス

・

デ

・

ク

エ

ン

タ

が

少

な

い

こ

と

か

ら

来

て

い

る

。

そ

れ

は

、

船

ナ

オ

が

持

つ

竜

骨

が

短

く

て

、

一

つ

の

波

以

上

に

（

長

さ

が

）

達

し

な

い

の

で

、

波

と

波

の

間

の

空

間

に

、

船

首

か

ら

落

ち

込

み

、

そ

こ

へ

次

に

、

別

の

波

が

船

首

に

来

る

の

で

、

船

ナ

オ

が

起

き

上

が

る

時

に

、

船

尾

に

大

き

な

力

が

加

わ

る

こ

と

に

な

る

。

船

尾

に

重

要

肋

材

マ

デ

ー

ロ

ス

・

デ

・

ク

エ

ン

タ

が

少

な

く

、

船

尾

の

三

分

割

分

ク

ア

ド

ラ

の

部

分

の

下

部

テ

ル

シ

オ

・

バ

ッ

ハ

が

隙

間

バ

シ

ア

だ

ら

け

で

、

船

体

ク

エ

ル

ポ

が

無

い

の

で

、

船

尾

を

海

中

に

か

な

り

突

っ

込

ま

せ

て

し

ま

う

。

そ

の

後

に

、

波

と

波

の

窪

み

に

、

再

び

船

首

が

落

ち

込

む

時

に

、

船

ナ

オ

（

の

長

さ

）

が

短

く

、

ま

た

船

首

の

三

分

割

分

ア

ム

ー

ラ

の

部

分

テ

ル

シ

オ

が

隙

間

バ

シ

ア

だ

ら

け

で

、

重

要

肋

材

マ

デ

ー

ロ

ス

・

デ

・

ク

エ

ン

タ

が

少

な

い

の

で

、

船

首

が

海

中

に

ひ

ど

く

突

っ

込

む

。

こ

れ

ら

が

、

船

ナ

オ

が

ひ

ど

く

頭

を

振

る

カ

ベ

セ

ア

ー

ル

理

由

で

、

竜

骨

が

も

っ

と

あ

り

、

両

方

の

三

分

割

分

テ

ル

シ

オ

ス

の

下

部

が

も

っ

と

詰

ま

っ

て

ジ

ェ

ー

ナ

い

た

ら

、

そ

う

は

な

ら

な

い

の

で

あ

る

。 

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

：

ビ

ス

カ

ヤ

、

フ

ラ

ン

ス

、

そ

し

て

そ

の

他

の

地

方

の

、

船

ナ

オ

の

竜

骨

の

長

さ

を

短

く

す

る

所

で

は

、

修

理

の

た

め

に

船

ナ

オ

を

陸

に

揚

げ

る

ポ

ネ

ル

・

エ

ン

・

セ

コ

の

と

、

竜

骨

が

折

損

し

な

い

よ

う

に

、

こ

れ

を

長

く

せ

ず

、

短

く

し

て

、

そ

の

竜

骨

の

不

足

を

補

う

た

め

に

ラ

ン

サ

ミ

エ

ン

ト

を

長

く

し

て

い

る

よ

う

に

思

わ

れ

る

。 

ト

メ

ト

メ

ト

メ

ト

メ

：

そ

の

通

り

で

あ

る

。

ラ

ン

サ

ミ

エ

ン

ト

は

、

船

ナ

オ

が

頭

を

振

ら

カ

ベ

セ

ア

ー

ル

な

い

た

め

に

大

変

重

要

で

あ

る

。

船

首

あ

る

い

は

船

尾

か

ら

落

ち

込

む

時

に

、

ラ

ン

サ

ミ

エ

ン

ト

は

い

っ

ぱ

い

に

突

っ

込

み

、

落

ち

込

み

す

ぎ

な

い

よ

う

に

ふ

ん

ば

る

・

・

・

・

が

、

船

ナ

オ

が

起

き

上

が

っ

た

り

、

落

ち

込

ん

だ

り

す

る

時

に

、

ラ

ン

サ

ミ

エ

ン

ト

に

大

き

な

力

が

加

わ

り

、

（

ラ

ン

サ

ミ

エ

ン

ト

が

短

い

と

）

頭

を

振

る

カ

ベ

セ

ア

ー

ル

こ

と

は

避

け

ら

れ

な

い

が

、

ラ

ン

サ

ミ

エ

ン

ト

が

長

い

船

ラ

ン

サ

ン

テ

で

は

そ

う

な

ら

な

い

。

先

程

述

べ

た

欠

陥

を

持

っ

て

い

る

こ

と

に

関

し

て

は

、

も

し

竜

骨

が

長

く

、

多

く

の

重

要

肋

材

マ

デ

ー

ロ

ス

・

デ

・

ク

エ

ン

タ

を

持

っ

て

い

る

な

ら

ば

、

そ

う

は

な

ら

な

い

。

な

ぜ

な

ら

ば

、
（

竜
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骨

が

）

第

二

の

波

ま

で

達

す

る

の

で

、

力

が

加

わ

ら

ず

に

、

立

ち

上

が

ら

せ

る

か

ら

で

あ

る

。 
い

ま

指

摘

し

た

他

に

、

建

造

時

の

寸

法

や

大

き

さ

が

間

違

っ

て

い

る

た

め

に

、

船

ナ

オ

が

よ

く

持

つ

欠

陥

が

い

く

つ

か

あ

る

が

、

問

題

と

す

る

に

は

あ

ま

り

に

明

白

で

、

依

っ

て

い

る

原

因

が

よ

く

知

ら

れ

て

お

り

、

修

理

法

が

あ

る

こ

と

も

よ

く

知

ら

れ

て

い

る

の

で

、

い

ち

い

ち

列

挙

は

し

な

い

。

し

か

し

、

船

ナ

オ

の

建

造

が

そ

の

よ

う

為

さ

れ

る

た

め

に

、

直

ぐ

に

使

え

る

、

主

だ

っ

た

こ

と

を

、

最

初

に

、

で

き

る

だ

け

実

践

的

か

つ

明

瞭

に

、

次

に

述

べ

る

こ

と

と

す

る

。

す

な

わ

ち

、

こ

れ

ら

と

同

じ

寸

法

で

建

造

し

て

も

ら

え

ば

壊

れ

る

こ

と

が

な

い

の

で

、

そ

う

し

て

欲

し

い

。

そ

れ

に

は

、

次

の

よ

う

に

す

る

必

要

が

あ

る

。 

最

初

に

、

船

幅

マ

ン

ガ

が

一

二

コ

ー

ド

の

船

ナ

オ

に

対

し

て

は

、

そ

の

各

一

コ

ー

ド

に

竜

骨

長

に

三

（

コ

ー

ド

）

与

え

、

そ

れ

（

一

二

コ

ー

ド

）

よ

り

上

に

対

し

て

は

、

船

幅

マ

ン

ガ

が

持

つ

一

二

（

コ

ー

ド

）

よ

り

多

い

各

一

コ

ー

ド

に

竜

骨

に

二

（

コ

ー

ド

）

丁

度

を

与

え

る

。

次

の

例

で

も

っ

て

、

も

っ

と

良

く

分

か

っ

て

い

た

だ

け

よ

う

。 

船

幅

マ

ン

ガ

が

一

二

コ

ー

ド

の

船

ナ

オ

を

建

造

す

る

に

は

、

こ

れ

に

は

三

六

の

竜

骨

長

を

与

え

る

。

船

幅

マ

ン

ガ

が

一

一

コ

ー

ド

の

も

の

に

は

、

三

三

の

竜

骨

長

を

与

え

る

。

船

幅

マ

ン

ガ

が

一

〇

コ

ー

ド

の

も

の

に

は

、

三

〇

の

竜

骨

長

と

な

る

。

さ

ら

に

、

船

幅

マ

ン

ガ

が

一

三

コ

ー

ド

の

も

の

に

は

、

三

八

の

竜

骨

長

を

与

え

る

。

船

幅

マ

ン

ガ

が

一

四

コ

ー

ド

の

も

の

に

は

、

四

〇

の

竜

骨

長

と

な

り

、

船

幅

マ

ン

ガ

が

一

五

コ

ー

ド

の

も

の

に

は

、

四

二

の

竜

骨

長

と

な

る

。

こ

の

多

寡

の

点

に

つ

い

て

は

、

そ

の

大

き

さ

に

従

う

。

だ

か

ら

、

（

最

初

の

一

二

よ

り

も

多

い

）

船

幅

マ

ン

ガ

の

各

一

コ

ー

ド

に

は

、

竜

骨

長

に

二

コ

ー

ド

が

与

え

ら

れ

、

船

幅

マ

ン

ガ

が

一

二

ま

で

は

、

三

コ

ー

ド

が

与

え

ら

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。 

私

は

こ

れ

か

ら

常

に

、

こ

の

船

幅

マ

ン

ガ

が

一

二

コ

ー

ド

の

船

ナ

オ

に

つ

い

て

話

を

し

て

ゆ

く

が

、

軍

艦

用

デ

・

ゲ

ッ

ラ

に

こ

れ

を

建

造

す

る

に

は

、

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

が

六

コ

ー

ド

の

と

こ

ろ

に

（

最

大

）

船

幅

マ

ン

ガ

を

、

七

コ

ー

ド

の

と

こ

ろ

に

甲

板

を

、

甲

板

よ

り

一

コ

ー

ド

高

い

と

こ

ろ

に

大

砲

ア

ル

テ

ィ

ジ

ェ

リ

ア

の

砲

門

ポ

ル

タ

を

持

つ

よ

う

に

す

る

必

要

が

あ

る

。

こ

の

計

算

で

、

そ

れ

ら

の

砲

門

ポ

ル

タ

は

、

海

面

よ

り

も

二

コ

ー

ド

高

い

と

こ

ろ

に

在

る

こ

と

に

な

る

。

何

故

な

ら

ば

、

船

ナ

オ

が

横

倒

し

に

な

っ

た

イ

ル

・

デ

・

バ

ラ

ン

セ

時

に

、

間

違

い

な

く

、

そ

れ

で

も

っ

て

、

最

大

船

幅

の

所

マ

ン

ガ

が

海

水

の

下

に

入

っ

て

し

ま

う

か

ら

で

あ

る

。

従
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っ

て

、

砲

門

ポ

ル

タ

が

今

述

べ

た

海

面

か

ら

二

コ

ー

ド

の

と

こ

ろ

に

あ

る

こ

と

が

、

そ

こ

か

ら

水

が

入

ら

な

い

た

め

に

、

適

当

な

の

で

あ

る

。

バ

ラ

ス

ト

を

積

ん

で

、

補

給

を

終

え

、

糧

食

を

積

み

込

ん

で

航

海

し

て

行

く

と

、

デ

ッ

キ

プ

エ

ン

テ

は

、

大

砲

ア

ル

テ

ィ

ジ

ェ

リ

ア

の

上

で

、

甲

板

か

ら

二

コ

ー

ド

と

四

分

の

三

コ

ー

ド

の

と

こ

ろ

と

な

る

。

こ

の

点

に

関

し

、

も

し

船

ナ

オ

が

大

き

け

れ

ば

、

人

と

大

砲

ア

ル

テ

ィ

ジ

ェ

リ

ア

を

覆

お

お

っ

て

、

海

上

で

の

い

か

な

る

暴

風

雨

も

凌

げ

る

よ

う

に

、

中

央

に

格

子

状

の

ハ

ッ

チ

・

カ

バ

ー

ク

ア

ル

テ

ル

を

し

っ

か

り

と

付

け

る

。 

船

首

に

お

い

て

、

甲

板

が

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

で

有

す

る

高

さ

と

同

じ

七

コ

ー

ド

を

、

甲

板

の

高

さ

の

レ

ベ

ル

で

、

竜

骨

よ

り

も

突

き

出

さ

ラ

ン

サ

ー

ル

せ

ね

ば

な

ら

な

い

。

竜

骨

、

あ

る

い

は

船

首

材

ブ

ラ

ン

ケ

（

の

根

元

）

よ

り

も

七

コ

ー

ド

、

そ

し

て

、

そ

こ

（

甲

板

の

高

さ

の

レ

ベ

ル

）

か

ら

デ

ッ

キ

プ

エ

ン

テ

へ

は

そ

れ

（

そ

の

高

さ

）

に

応

じ

て

増

加

す

る

。

船

尾

で

は

三

コ

ー

ド

半

の

ラ

ン

サ

ミ

エ

ン

ト

と

な

る

が

、

鉛

の

錘

を

紐

に

繋

ぎ

、

ト

ラ

ン

ザ

ム

ユ

ー

ゴ

か

ら

船

尾

材

コ

ダ

ス

テ

へ

落

す

と

、

鉛

は

船

尾

材

コ

ダ

ス

テ

よ

り

三

コ

ー

ド

半

遠

く

に

留

ま

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

こ

れ

を

目

で

見

れ

ば

分

か

る

。

こ

れ

は

船

首

の

ラ

ン

サ

ミ

エ

ン

ト

で

も

同

じ

で

あ

る

。

こ

れ

に

つ

い

て

、

私

は

船

尾

材

コ

ダ

ス

テ

（

訳

注

：

そ

の

斜

辺

の

長

さ

）

を

求

め

る

必

要

は

な

く

、

竜

骨

に

足

り

る

木

材

マ

デ

ー

ロ

の

長

さ

に

二

コ

ー

ド

を

付

け

足

せ

ば

良

い

と

考

え

る

。

船

尾

の

船

尾

材

コ

ダ

ス

テ

と

し

た

い

所

に

、

船

尾

材

コ

ダ

ス

テ

に

す

る

真

直

ぐ

な

木

材

一

本

を

ホ

ゾ

嵌

め

込

み

エ

ン

メ

チ

ャ

ー

ル

し

、

ほ

ぞ

メ

チ

ャ

か

ら

船

尾

へ

二

コ

ー

ド

超

過

さ

せ

、

そ

の

超

過

分

の

上

に

補

助

船

尾

材

コ

ン

ト

ラ

コ

ダ

ス

テ

を

ホ

ゾ

嵌

め

込

み

エ

ン

メ

チ

ャ

ー

ル

す

る

。

船

尾

材

コ

ダ

ス

テ

と

な

る

こ

の

材

木

を

ホ

ゾ

嵌

め

込

み

エ

ン

メ

チ

ャ

ー

ル

し

、

垂

直

方

向

で

船

尾

に

向

か

っ

て

、

ト

ラ

ン

ザ

ム

ユ

ー

ゴ

か

ら

船

尾

材

コ

ダ

ス

テ

の

根

元

ま

で

、

（

船

尾

材

コ

ダ

ス

テ

の

）

頭

部

カ

ベ

ッ

サ

に

お

い

て

既

述

の

三

コ

ー

ド

半

が

得

ら

れ

る

ま

で

倒

れ

掛

か

か

ら

せ

、

こ

れ(

三-

五

コ

ー

ド)

が

船

尾

で

突

き

出

さ

ラ

ン

サ

ー

ル

ね

ば

な

ら

な

い

も

の

で

あ

る

。

竜

骨

に

お

い

て

、

船

首

に

向

か

っ

て

、

船

首

材

ロ

ー

ダ

 

―

あ

る

い

は

ブ

ラ

ン

ケ

と

称

す

―

 

を

為

す

別

の

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

を

ホ

ゾ

嵌

め

込

み

エ

ン

メ

チ

ャ

ー

ル

し

、

甲

板

の

高

さ

レ

ベ

ル

で

、

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

が

有

し

た

七

コ

ー

ド

が

突

き

出

す

ラ

ン

サ

ー

ル

ま

で

、

垂

直

方

向

で

船

首

に

向

か

っ

て

倒

れ

掛

か

ら

せ

る

。
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そ

こ

で

、

船

首

と

船

尾

の

ホ

ゾ

メ

チ

ャ

を

し

っ

か

り

と

固

定

す

る

。

そ

し

て

船

尾

材

コ

ダ

ス

テ

（

訳

注

：

補

助

船

尾

材

コ

ン

ト

ラ

コ

ダ

ス

テ

を

付

け

た

も

の

）

を

据

え

た

ら

、

そ

の

一

つ

一

つ

の

内

側

に

、

竜

骨

と

船

尾

材

コ

ダ

ス

テ

を

抱

き

合

わ

せ

る

一

本

の

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

を

差

し

込

み

、

ピ

ン

止

め

す

る

エ

ン

ペ

ル

ナ

ー

ル

と

、

そ

の

ま

ま

に

し

て

お

く

よ

り

も

し

っ

か

り

す

る

。

建

造

家

達

が

、(

外

側

の)

補

助

船

尾

材

コ

ン

ト

ラ

コ

ダ

ス

テ

と

し

て

持

た

せ

た

い

木

材

マ

デ

ー

ロ

は

、

上

部

に

行

く

に

従

っ

て

細

く

し

た

ア

セ

ー

ル

・

ク

ッ

チ

リ

ョ

ス

・

ア

シ

ア

・

ア

リ

バ

板

に

し

て

、

船

尾

に

お

い

て

竜

骨

が

余

っ

た

部

分

に

ほ

ぞ

は

め

込

み

エ

ン

メ

チ

ャ

ー

ル

し

、

補

助

船

尾

材

コ

ン

ト

ラ

コ

ダ

ス

テ

の

最

後

の

木

材

に

は

ぎ

継

溝

ア

レ

フ

リ

ス

（

＊

④

）

を

作

っ

て

、

そ

こ

に

船

尾

狭

ま

り

部

ラ

セ

ー

ル

の

板

を

通

し

て

釘

づ

け

す

る

。

こ

う

す

れ

ば

、

補

助

船

尾

材

コ

ン

ト

ラ

コ

ダ

ス

テ

が

船

ナ

オ

に

一

体

化

し

て

、

こ

れ

ま

た

極

め

て

し

っ

か

り

と

固

定

さ

れ

る

。

補

助

船

尾

材

コ

ン

ト

ラ

コ

ダ

ス

テ

か

ら

竜

骨

が

は

み

出

た

と

こ

ろ

に

竜

骨

端

パ

テ

ィ

ー

リ

ャ

を

作

り

、

そ

こ

に

二

枚

の

鉄

製

の

帯

板

シ

ン

チ

ョ

を

（

船

尾

材

コ

ダ

ス

テ

に

）

渡

し

て

置

き

、

そ

し

て

も

う

二

枚

を

船

首

で

（

船

首

材

ロ

ー

ダ

に

）

渡

し

て

置

く

。

そ

れ

は

船

ナ

オ

が

ぶ

つ

か

っ

た

ト

カ

ー

ル

時

に

、

竜

骨

が

ひ

び

割

れ

す

る

ヘ

ン

デ

ー

ル

こ

と

が

な

い

よ

う

に

す

る

た

め

で

あ

る

。 

ト

ラ

ン

ザ

ム

ユ

ー

ゴ

は

、

六

コ

ー

ド

半

を

有

す

る

こ

と

に

な

る

が

、

そ

れ

は

船

幅

マ

ン

ガ

の

半

分

（

訳

注

：

六

コ

ー

ド

）

に

そ

の

ト

ラ

ン

ザ

ム

ユ

ー

ゴ

が

有

す

る

も

の

の

一

〇

〇

分

の

一

〇

を

加

え

る

か

ら

で

あ

る

。

（

＊

⑤

） 

（

船

尾

の

）

狭

ま

り

高

さ

ラ

セ

ー

ル

は

、

上

部

の

甲

板

、

即

ち

デ

ッ

キ

プ

エ

ン

テ

か

ら

の

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

の

半

分

で

あ

る

が

、

こ

れ

は

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

・

ピ

ー

ス

ア

レ

ー

タ

か

ら

角

材

エ

ス

ク

ア

ド

リ

ア

（

＊

⑥

）

に

沿

っ

て

ト

ラ

ン

ザ

ム

ユ

ー

ゴ

の

先

端

プ

ン

タ

ま

で

（

の

長

さ

）

で

あ

る

。

そ

し

て

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

・

ピ

ー

ス

ア

レ

ー

タ

の

先

端

プ

ン

タ

か

ら

ト

ラ

ン

ザ

ム

ユ

ー

ゴ

ま

で

は

、

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

・

ピ

ー

ス

ア

レ

ー

タ

か

ら

船

尾

材

コ

ダ

ス

テ

ま

で

（

の

長

さ

）

以

上

で

あ

っ

て

は

な

ら

な

い

。

何

故

な

ら

ば

、

こ

の

寸

法

で

、

船

尾

は

極

め

て

良

い

形

と

な

る

か

ら

で

あ

る

。

も

し

ト

ラ

ン

ザ

ム

ユ

ー

ゴ

が

も

っ

と

高

く

に

あ

る

と

、

船

尾

が

長

く

な

り

、

み

っ

と

も

な

く

、

ま

た

上

述

の

よ

う

に

出

来

れ

ば

、

舵

の

頭

が

あ

ま

り

に

も

下

の

方

に

来

る

こ

と

が

な

く

、

舵

穴

を

ト

ラ

ン

ザ

ム

ユ

ー

ゴ

よ

り

も

高

く

出

来

る

か

ら

で
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あ

る

。 

舵

は

分

厚

く

な

く

て

は

な

ら

ず

、

船

尾

材

コ

ダ

ス

テ

と

一

緒

に

な

る

縁

は

、

船

尾

材

コ

ダ

ス

テ

の

厚

さ

よ

り

も

一

デ

ー

ド

厚

く

、

外

側

の

縁

で

は

、

二

デ

ー

ド

厚

く

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

長

さ

は

、

船

ナ

オ

が

必

要

と

す

る

と

こ

ろ

に

従

い

、

幅

は

、

親

方

マ

エ

ス

ト

ロ

の

思

う

と

お

り

に

自

由

に

決

め

ら

れ

る

。

真

平

ら

プ

ラ

ー

ナ

・

デ

レ

ッ

チ

ャ

に

加

工

し

、

厚

さ

を

（

船

尾

材

コ

ダ

ス

テ

よ

り

も

）

一

デ

ー

ド

増

す

こ

と

。

舵

柄

を

船

側

の

内

壁

に

当

た

る

ま

で

舵

を

切

っ

エ

ル

・

チ

モ

ン

・

シ

エ

ラ

・

ア

・

ラ

・

バ

ン

ダ

た

時

に

、

各

側

で

、

半

デ

ー

ド

増

し

て

い

る

分

が

船

尾

材

コ

ダ

ス

テ

に

隠

れ

、

そ

れ

に

よ

っ

て

、

水

が

真

直

ぐ

に

流

れ

る

か

ら

で

あ

る

。 

ビ

ー

ク

ヘ

ッ

ド

エ

ス

ポ

ロ

ン

は

船

ナ

オ

の

船

幅

マ

ン

ガ

の

五

分

の

三

の

長

さ

を

待

た

ね

ば

な

ら

な

い

。

船

ナ

オ

が

有

す

る

梁

バ

オ

（

＊

⑦

）

は

、

竜

骨

か

ら

四

・

五

コ

ー

ド

上

に

置

く

。

こ

の

二

コ

ー

ド

半

高

い

と

こ

ろ

が

甲

板

と

な

り

、

こ

れ

ら

全

部

で

七

コ

ー

ド

と

な

る

。

 

（

船

ナ

オ

が

）

有

す

べ

き

最

初

の

い

く

つ

か

の

外

腰

板

シ

ン

タ

は

、

船

尾

で

は

、

真

中

よ

り

も

一

コ

ー

ド

半

高

い

と

こ

ろ

に

あ

り

、

船

首

で

は

一

コ

ー

ド

高

い

所

と

な

る

。

船

尾

の

副

梁

受

材

ド

ゥ

ル

ミ

エ

ン

テ

（

訳

注

：

船

首

か

ら

船

尾

方

向

に

渡

す

梁

）

は

外

腰

板

シ

ン

タ

よ

り

一

コ

ー

ド

下

で

、

船

首

の

も

の

は

外

腰

板

シ

ン

タ

よ

り

半

コ

ー

ド

下

で

あ

る

。

そ

れ

は

、

大

砲

が

船

側

外

部

の

上

部

の

板

列

の

一

つ

の

条

列

ア

ル

カ

ッ

ハ

に

来

る

よ

う

に

す

る

た

め

で

あ

る

（

＊

⑧

）

。

こ

れ

ら

の

寸

法

は

、

軍

艦

デ

・

ゲ

ッ

ラ

の

船

体

ブ

コ

（

訳

注

：

ブ

ケ

と

同

じ

）

と

商

船

の

船

体

ブ

コ

の

た

め

の

も

の

で

あ

る

が

、

後

で

述

べ

る

よ

う

に

、

大

き

さ

が

異

な

る

も

の

に

は

、

例

外

が

あ

る

こ

と

に

注

意

さ

れ

た

い

。

何

故

な

ら

ば

、

長

い

航

海

で

、

積

荷

を

積

ん

で

行

か

ね

ば

な

ら

な

い

の

で

、

利

益

プ

ロ

ベ

ッ

チ

ョ

を

出

す

こ

と

、

ゆ

っ

く

り

し

た

速

度

で

航

海

す

る

マ

ス

・

デ

ス

カ

ン

サ

ー

ダ

・

エ

ン

・

エ

ル

・

マ

ル

こ

と

、

そ

し

て

横

傾

斜

し

て

航

海

す

る

こ

と

ポ

ネ

ル

セ

・

デ

・

マ

ル

・

エ

ン

・

ト

ラ

ベ

ス

が

必

要

だ

か

ら

で

あ

る

。 

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

：

こ

の

計

算

、

設

計

図

ト

ラ

ッ

サ

、

そ

し

て

良

い

き

ま

り

オ

ル

デ

ン

等

の

情

報

を

得

る

に

至

り

な

が

ら

も

、

そ

の

船

ナ

オ

の

建

造

に

役

立

て

よ

う

と

し

な

け

れ

ば

、

多

く

の

責

任

は

、

船

ナ

オ

の

建

造

家

と

親

方

マ

エ

ス

ト

ロ

達

に

あ

ろ

う

。

も

し

船

ナ

オ

に

欠

陥

が

あ

る

な

ら

ば

、

そ

れ

ら

の

情

報

に

明

快

さ

が

ま

っ

た

く

欠

け

て

い

る

と

い

う

こ

と

か

ら

来

て

い

る

の

で

は

な

い

。

大

部

分

に

お

い

て

、

大

勢

の

人

が

、

船

ナ

オ

が

完

全

に

仕

上
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が

っ

て

ほ

し

い

も

の

だ

と

言

っ

て

お

き

な

が

ら

、

褒

め

る

人

も

な

く

、

マ

ア

こ

ん

な

も

の

か

と

言

う

人

で

さ

え

も

僅

か

で

あ

る

。

陸

上

で

は

、

華

麗

な

建

物

を

建

て

る

た

め

に

は

、

い

か

な

る

も

の

で

も

、

第

一

に

、

全

て

の

設

計

図

、

寸

法

、

形

、

本

体

ク

エ

ル

ポ

、

部

屋

配

分

コ

ン

パ

ル

チ

ミ

エ

ン

ト

、

計

算

、

横

幅

ラ

チ

ツ

ー

、

高

さ

、

そ

の

他

理

屈

に

従

う

全

て

の

事

を

準

備

し

て

、

そ

れ

を

根

拠

と

す

る

。

船

ナ

オ

は

、

そ

れ

と

同

じ

か

、

そ

れ

以

上

の

計

算

を

す

る

べ

き

で

、

そ

れ

は

、

家

、

塔

、

城

、

砦

、

稜

堡

バ

ル

ア

ル

テ

、

大

円

盾

パ

ベ

ス

、

封

朶

カ

バ

リ

ェ

ロ

、

塁

道

プ

ラ

タ

フ

ォ

ル

マ

、

塹

壕

ト

リ

ン

チ

ェ

ラ

、

そ

し

て

そ

の

他

の

あ

ら

ゆ

る

建

築

物

フ

ァ

ブ

リ

カ

の

中

に

含

ま

れ

る

も

の

を

同

時

に

一

緒

に

持

っ

て

い

る

か

ら

で

あ

る

。

そ

れ

以

上

に

、

船

ナ

オ

と

い

う

建

造

物

フ

ァ

ブ

リ

カ

は

、

動

く

建

物

エ

デ

ィ

フ

ィ

シ

オ

で

あ

り

、

力

を

内

に

有

し

て

、

広

大

な

海

の

す

さ

ま

じ

い

風

に

抗

い

、

そ

の

風

に

、

ま

た

砂

州

シ

ル

テ

、

岩

ペ

ー

ニ

ャ

、

浅

瀬

バ

ヒ

オ

、

浅

瀬

バ

ン

コ

、

島

、

海

峡

、

浅

瀬

バ

ラ

、

そ

し

て

港

口

に

翻

弄

さ

れ

、

他

の

船

ナ

オ

と

の

衝

突

、

争

い

、

海

戦

に

脅

か

さ

れ

、

耐

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

こ

れ

は

陸

上

で

行

う

、

足

元

が

確

か

な

野

戦

よ

り

も

、

い

ろ

い

ろ

な

人

が

、

時

間

を

経

る

に

つ

れ

て

、

あ

る

い

は

一

瞬

の

う

ち

に

、

目

に

し

た

り

、

生

起

し

た

り

、

耐

え

た

り

す

る

出

来

事

は

、

ず

っ

と

危

な

く

、

恐

ろ

し

く

、

危

険

で

あ

る

。 

ガ

ス

パ

ー

ル

ガ

ス

パ

ー

ル

ガ

ス

パ

ー

ル

ガ

ス

パ

ー

ル

：

そ

こ

に

は

、

船

ナ

オ

が

持

つ

に

至

っ

た

人

間

と

の

大

き

な

近

似

、

即

ち

賢

人

や

哲

人

の

言

う

と

こ

ろ

に

従

え

ば

、

小

宇

宙

の

よ

う

に

、

宇

宙

の

全

て

の

も

の

が

含

ま

れ

て

い

る

。

船

ナ

オ

と

い

う

も

の

は

、

全

て

の

建

造

工

事

を

終

え

た

時

に

、

こ

れ

が

ど

の

よ

う

な

も

の

で

あ

る

か

が

分

か

り

、

航

海

す

る

こ

と

が

出

来

、

出

帆

す

る

こ

と

が

出

来

、

海

を

わ

が

物

と

す

る

の

で

あ

る

。

最

初

に

、

そ

し

て

初

め

て

の

形

と

し

て

、

船

ナ

オ

の

下

部

で

、

長

さ

方

向

に

走

る

竜

骨

が

与

え

ら

れ

、

そ

の

上

に

、

全

て

の

建

造

物

フ

ァ

ブ

リ

カ

が

据

え

ら

れ

、

立

ち

上

げ

ら

れ

る

。

そ

し

て

横

方

向

ト

ラ

ベ

ス

は

船

幅

マ

ン

ガ

で

、

人

間

の

形

や

構

成

と

大

き

な

類

似

が

あ

る

。

人

間

は

、

ま

ず

背

骨

か

ら

出

来

、

こ

れ

は

竜

骨

の

よ

う

な

も

の

で

あ

り

、

そ

し

て

フ

ロ

ア

ー

プ

ラ

ン

か

ら

は

肋

骨

が

出

る

。

人

間

の

身

体

は

、

讃

嘆

す

べ

き

秩

序

を

も

っ

て

作

ら

れ

、

包

み

込

ま

れ

て

い

る

。

人

間

の

足

は

、

水

中

で

泳

ぐ

時

に

は

、

泳

ぎ

の

舵

を

と

る

こ

と

に

お

い

て

、

船

ナ

オ

の

船

尾

と

舵

 

―

こ

ち

ら

は

木

で

あ

る

が

―

 

に

似

て

い

る

と

言

わ

れ

る

。

船

ナ

オ

は

全

て

、

あ

た

か

も

鋭

い

感

覚

を

有

す

る

動

物

で

あ

る

よ

う

な

条

件

を

具

え

て

お

り

、

騎

手

が

、

轡

で

も

っ

て

、

そ

の

口

を

強

く

、

あ

る

い

は

弱

く

引

い

て

、

馬

を

乗

り

こ

な

す

よ

う

に

 

―

だ

か

ら

轡

は

馬

に

合

っ
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た

よ

う

に

作

る

―

 

舵

で

（

船

を

）

御

す

る

レ

ヒ

ー

ル

。 
ト

メ

ト

メ

ト

メ

ト

メ

：

そ

の

通

り

、

貴

君

の

言

う

通

り

で

あ

る

。

何

故

な

ら

、

良

い

船

乗

り

は

、

補

助

船

尾

材

コ

ン

ト

ラ

コ

ダ

ス

テ

を

加

え

た

り

、

舵

に

補

正

を

施

し

た

り

、

船

首

あ

る

い

は

船

尾

の

帆

柱

、

積

荷

、

バ

ラ

ス

ト

の

バ

ラ

ン

ス

を

と

っ

て

、

き

ち

ん

と

統

制

さ

れ

て

ゴ

ベ

ル

ナ

ー

ル

い

な

い

造

船

所

か

ら

持

ち

込

ん

で

し

ま

っ

た

欠

陥

を

直

そ

う

と

す

る

。

船

ナ

オ

の

良

い

バ

ラ

ン

ス

と

い

う

の

は

バ

ラ

ス

ト

に

始

ま

り

、

ま

さ

に

石

ほ

ど

良

い

バ

ラ

ス

ト

は

な

い

。

そ

れ

が

無

く

と

も

、

石

で

あ

れ

砂

で

あ

れ

、

と

も

か

く

船

ナ

オ

に

と

っ

て

必

要

な

も

の

で

あ

る

。

主

肋

材

マ

エ

ス

ト

ラ

に

お

け

る

バ

ラ

ン

ス

を

と

る

た

め

に

は

、

船

首

で

あ

れ

船

尾

で

あ

れ

、

バ

ラ

ス

ト

を

置

く

こ

と

。

そ

れ

に

よ

っ

て

、

船

ナ

オ

の

風

に

耐

え

る

力

ス

ス

テ

ン

を

修

正

し

カ

ス

チ

ガ

ー

ル

、

御

す

る

レ

ヒ

ー

ル

の

で

あ

る

。

も

し

バ

ラ

ス

ト

が

釣

り

合

っ

て

い

な

か

っ

た

ら

、

手

際

良

く

マ

ー

ニ

ャ

（

操

船

を

）

す

る

た

め

の

バ

ラ

ン

ス

を

得

る

こ

と

は

な

か

ろ

う

。

そ

れ

は

、

風

に

対

し

て

良

く

な

く

、

舵

に

も

良

く

な

く

、

船

尾

で

悪

く

、

横

傾

斜

時

エ

ン

・

ト

ラ

ベ

ス

に

も

悪

く

、

船

首

で

も

悪

い

か

ら

で

あ

る

。 

第

二

に

、

船

ナ

オ

の

良

い

バ

ラ

ン

ス

は

、

運

ぶ

積

荷

に

よ

っ

て

い

る

の

で

、

船

首

で

あ

れ

船

尾

で

あ

れ

、

そ

れ

が

適

切

で

あ

る

と

思

う

方

に

置

く

こ

と

。

そ

う

す

れ

ば

、

バ

ラ

ン

ス

が

と

れ

た

状

態

に

な

り

、

よ

り

良

く

進

み

、

操

船

ゴ

ベ

ル

ナ

ー

ル

が

や

り

や

す

く

な

る

。

も

し

そ

の

反

対

で

、

バ

ラ

ン

ス

が

と

れ

て

い

な

い

と

、

そ

う

は

な

ら

な

い

。

何

故

な

ら

ば

、

動

物

が

、

積

荷

を

後

ろ

や

前

、

あ

る

い

は

片

側

に

載

せ

た

時

に

、

疲

れ

る

の

と

同

じ

こ

と

で

、

船

ナ

オ

も

運

ん

で

い

る

荷

物

を

感

じ

と

っ

て

、

疲

れ

て

、

あ

ま

り

進

ま

ず

、

ま

た

揺

れ

る

の

は

、

荷

役

動

物

が

背

を

捻

じ

曲

げ

て

、

跳

ね

る

の

と

同

じ

で

あ

る

。 

最

後

に

、

上

述

の

良

い

バ

ラ

ン

ス

は

、

帆

柱

に

よ

る

も

の

な

の

で

、

そ

れ

ら

を

、

船

尾

あ

る

い

は

船

首

に

て

、

ま

た

は

そ

の

反

対

で

も

っ

て

、

バ

ラ

ン

ス

を

と

る

こ

と

が

必

要

で

あ

る

。

帆

柱

は

、

帆

を

帯

び

て

お

り

、

そ

の

帆

が

船

ナ

オ

を

動

か

す

。

帆

柱

を

船

尾

あ

る

い

は

船

首

の

端

の

方

カ

ベ

ッ

サ

に

置

い

た

の

で

は

バ

ラ

ン

ス

が

と

れ

ず

、

進

む

こ

と

が

出

来

な

い

。

そ

う

で

は

な

く

、

帆

柱

を

船

首

あ

る

い

は

船

尾

に

索

で

引

き

付

け

リ

ャ

マ

ー

ル

て

お

い

て

、

後

で

バ

ラ

ン

ス

を

と

る

よ

う

に

置

け

ば

、

操

船

ゴ

ベ

ル

ナ

ー

ル

が

よ

り

う

ま

く

ゆ

き

、

以

前

よ

り

も

良

く

進

む

。

船

ナ

オ

に

よ

っ

て

は

、

建

造

が

悪

い

た

め

に

、

通

常

よ

り

も

、

船

尾

が

細

く

、

船

首

は

普

通

の

リ

ャ

ー

ナ

も

の

が

あ
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る

。

こ

の

よ

う

な

船

ナ

オ

で

は

、

帆

柱

を

船

尾

の

端

の

方

カ

ベ

ッ

サ

に

持

っ

て

来

る

必

要

が

あ

る

。

そ

う

す

れ

ば

、

船

尾

の

上

に

あ

る

帆

は

、

風

の

力

で

高

く

揚

り

レ

バ

ン

タ

ー

ル

、 (

船

尾

が) 

こ

の

よ

う

に

細

い

た

め

に

、

水

面

下

に

随

分

と

沈

ん

で

し

ま

っ

て

い

る

部

分

を

軽

く

リ

ヘ

ー

ラ

す

る

か

ら

で

あ

る

。

こ

れ

で

、

舵

に

対

す

る

水

の

力

が

強

ま

り

、

操

船

ゴ

ベ

ル

ナ

ー

ル

が

よ

り

う

ま

く

ゆ

き

、

良

く

進

む

よ

う

に

な

る

。 

反

対

に

、

船

尾

が

太

く

レ

グ

ル

エ

ッ

サ

、

船

首

が

細

い

船

ナ

オ

が

あ

り

、

帆

が

船

首

の

方

へ

来

る

よ

う

に

、

帆

柱

を

船

首

に

向

か

っ

て

、

支

索

で

傾

斜

さ

せ

る

エ

ス

タ

ヤ

ー

ル

こ

と

が

必

要

で

あ

る

。

そ

れ

に

よ

っ

て

、

船

首

が

極

め

て

細

い

た

め

に

海

面

下

に

随

分

沈

ん

で

い

る

も

の

を

、

吊

り

上

げ

ス

ス

ペ

ン

デ

ー

ル

、

帆

に

よ

っ

て

軽

く

し

、

操

船

ゴ

ベ

ル

ナ

ー

ル

が

よ

り

う

ま

く

ゆ

き

、

バ

ラ

ン

ス

を

よ

り

良

く

等

し

く

す

る

た

め

で

あ

る

。

こ

の

バ

ラ

ン

ス

に

つ

い

て

は

、

既

に

述

べ

た

よ

う

に

、

釣

り

合

い

を

と

っ

て

配

置

し

、

調

和

さ

せ

た

バ

ラ

ス

ト

、

積

荷

、

そ

し

て

帆

柱

に

よ

っ

て

成

り

立

つ

。

こ

れ

ら

全

て

は

、

良

い

船

乗

り

な

ら

ば

、

容

易

に

気

が

付

き

、

簡

単

に

直

す

も

の

で

あ

る

。

そ

れ

は

、

何

が

原

因

で

あ

る

か

、

そ

し

て

そ

の

修

正

の

仕

方

を

知

っ

て

い

る

か

ら

で

あ

る

。

 

ガ

ス

パ

ー

ル

ガ

ス

パ

ー

ル

ガ

ス

パ

ー

ル

ガ

ス

パ

ー

ル

：

貴

君

が

指

摘

し

た

計

算

を

せ

ず

、

寸

法

も

無

し

に

建

造

さ

れ

た

船

ナ

オ

は

多

く

の

欠

陥

を

持

た

ざ

る

を

え

な

い

が

、

ト

メ

殿

、

そ

れ

ら

す

べ

て

は

、

ど

う

し

た

ら

改

め

る

こ

と

が

で

き

る

の

だ

ろ

う

か

。 

ト

メ

ト

メ

ト

メ

ト

メ

：

帆

柱

、

積

荷

、

そ

し

て

バ

ラ

ス

ト

の

バ

ラ

ン

ス

を

考

慮

し

て

、

こ

れ

ら

の

も

の

に

船

ナ

オ

の

助

け

と

な

る

も

の

を

求

め

る

こ

と

、

即

ち

、

船

首

に

し

た

ら

良

い

と

思

え

ば

、

そ

こ

に

、

船

尾

に

し

た

ら

良

い

と

思

え

ば

、

そ

こ

に

置

く

よ

う

に

す

れ

ば

、

全

て

の

こ

と

を

直

せ

な

く

て

も

、

大

部

分

は

補

い

が

つ

く

と

思

う

。

そ

の

他

に

取

り

扱

っ

た

も

の

と

共

に

、

こ

の

こ

と

は

経

験

に

委

ね

る

こ

と

と

し

、

今

か

ら

は

、

帆

柱

、

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

マ

ス

テ

レ

オ

、

帆

桁

ベ

ル

ガ

、

ト

ッ

プ

ス

ル

ガ

ビ

ア

の

太

さ

、

長

さ

、

そ

し

て

大

き

さ

に

話

題

を

移

す

。 

 

帆

柱

帆

柱

帆

柱

帆

柱

、、、、

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

マ

ス

テ

レ

オ

、、、、

帆

桁

帆

桁

帆

桁

帆

桁

ベ

ル

ガ

、、、、

そ

し

て

そ

し

て

そ

し

て

そ

し

て

ト

ッ

プ

ス

ル

・

ヤ

ー

ド

ト

ッ

プ

ス

ル

・

ヤ

ー

ド

ト

ッ

プ

ス

ル

・

ヤ

ー

ド

ト

ッ

プ

ス

ル

・

ヤ

ー

ド

ガ

ビ

ア

    

のののの

持持持持

つ

べ

き

つ

べ

き

つ

べ

き

つ

べ

き

寸

法

寸

法

寸

法

寸

法

とととと

大大大大

き

さ

き

さ

き

さ

き

さ    

 

一

二

コ

ー

ド

の

船

幅

マ

ン

ガ

を

有

す

る

船

ナ

オ

の

主

帆

柱

ア

ル

ボ

ル

・

マ

ヨ

ー

ル

は

、

船

ナ

オ

の

船

幅

マ

ン

ガ

の

二

つ

半

の

長

さ

と

、

船

幅

マ

ン

ガ

の

五

分

の

一

の

太

さ

グ

ル

エ

ッ

ソ

（

＊

⑨

）

を

有

せ

ね

ば

な

ら

な

い

。

そ

し

て

檣

座

カ

ル

リ

ン

ガ

は

竜

骨

の

長

さ

の

中

央

に

据

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

し

か

し

、

船

ナ

オ

の

船

幅

マ

ン

ガ

が

一

五

コ

ー

ド

を

超

え

る

時

に

は

、

気

を

付

け

な

け

れ

ば

い

け

な

い

こ

と
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が

あ

る

。

所

有

者

ド

ゥ

エ

ー

ニ

ョ

は

、

帆

柱

を

（

船

の

大

き

さ

に

従

っ

て

）

段

々

と

高

く

し

て

装

備

す

る

ア

パ

レ

ハ

ー

ル

わ

け

で

あ

る

が

、

そ

れ

ぞ

れ

の

場

合

（

船

の

大

き

さ

）

に

応

じ

て

、

本

来

与

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

高

さ

よ

り

も

低

く

す

る

べ

き

で

あ

る

。

そ

れ

が

、

船

ナ

オ

が

（

強

い

風

に

）

持

ち

こ

た

え

る

ス

フ

リ

ー

ル

こ

と

が

出

来

る

た

め

に

、

適

切

と

思

わ

れ

る

良

い

判

断

で

あ

ろ

う

。

 
 

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

の

帆

柱

は

頭

部

カ

ベ

ッ

サ

の

高

さ

が

、

主

帆

柱

ア

ル

ボ

ル

・

マ

ヨ

ー

ル

よ

り

も

一

コ

ー

ド

少

な

く

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

そ

し

て

、

そ

の

檣

座

カ

ル

リ

ン

ガ

は

船

首

の

突

出

し

ラ

ン

サ

ミ

エ

ン

ト

の

中

央

に

、

甲

板

か

ら

下

に

据

え

る

。 

ボ

ー

ス

プ

リ

ッ

ト

バ

ウ

プ

レ

ス

は

、

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

と

同

じ

長

さ

で

、

太

さ

グ

ル

エ

ッ

ソ

は

五

分

の

一

少

な

く

、

そ

の

檣

座

カ

ル

リ

ン

ガ

は

下

の

主

甲

板

に

固

定

し

フ

ィ

ハ

ー

ル

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

こ

れ

ら

の

主

帆

柱

ア

ル

ボ

ル

・

マ

ヨ

ー

ル

、

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

、

そ

し

て

ボ

ー

ス

プ

リ

ッ

ト

バ

ウ

プ

レ

ス

の

三

本

は

、

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

マ

ス

テ

レ

オ

と

共

に

、

船

幅

マ

ン

ガ

の

五

分

の

一

法

ポ

ル

・

エ

ル

・

キ

ン

ト

で

作

ら

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

＊

⑩

）

こ

の

五

分

の

一

キ

ン

ト

は

三

分

割

さ

れ

、

そ

の

一

つ

は

、

主

帆

柱

ア

ル

ボ

ル

・

マ

ヨ

ー

ル

の

直

径

で

、

檣

帽

タ

ン

ボ

レ

ッ

テ

で

こ

の

直

径

を

有

す

る

。

檣

帽

タ

ン

ボ

レ

ッ

テ

で

有

す

る

も

の(

直

径)

は

、

そ

れ

そ

の

も

の

が

、

更

に

五

等

分

さ

れ

、

帆

柱

の

頭

部

カ

ベ

ッ

サ

が

、

そ

の

三

つ

分

を

有

す

る

。

こ

れ

は

一

本

真

直

ぐ

に

イ

ー

ロ

・

デ

レ

ッ

チ

ョ

作

る

ラ

ブ

ラ

ー

ル

の

で

は

な

く

、

檣

帽

タ

ン

ボ

レ

ッ

テ

か

ら

頭

部

カ

ベ

ッ

サ

ま

で

五

つ

の

横

断

線

ト

ラ

ッ

ソ

（

巻

末

の

用

語

集

のtraço

の

項

参

照

）

に

分

け

る

。

こ

れ

は

、

船

ナ

オ

が

大

き

く

な

い

場

合

の

こ

と

で

あ

る

が

、

も

し

大

き

け

れ

ば

、

そ

の

大

き

さ

に

よ

っ

て

、

さ

ら

に

分

割

す

る

。

船

幅

マ

ン

ガ

の

五

分

の

一

キ

ン

タ

分

か

ら

と

っ

た

直

径

を

五

つ

の

部

分

に

分

け

、

コ

ン

パ

ス

を

、

そ

れ

ら

の

一

つ

分

開

い

た

も

の

ボ

カ

を

小

口

エ

ス

ク

ア

ド

リ

ア

に

移

し

て

、

半

円

を

一

つ

描

く

。

こ

の

半

円

を

更

に

五

つ

の

円

形

の

部

分

に

分

け

、

次

に

、

円

（

単

数

）

に

与

え

ら

れ

た

横

断

線

ト

ラ

ッ

ソ

ス

を

横

切

る

ア

ト

ラ

ベ

サ

ー

ル

一

本

の

線

リ

ネ

ア

を

引

く

の

で

、

そ

れ

ら

の

横

断

線

ト

ラ

ッ

ソ

ス

は

、

そ

の

線

リ

ネ

ア

を

分

断

す

る

コ

ル

タ

ー

ル

こ

と

に

な

る

。

そ

し

て

そ

れ

を

作

っ

た

者

、

即

ち

親

方

マ

エ

ス

ト

ロ

は

、

一

ブ

ル

ス

カ

（

＊

⑪

）

を

と

り

、

こ

れ

が

帆

柱

の

直

径

で

あ

る

。

こ

の

一

ブ

ル

ス

カ

で

も

っ

て

、

半

円

の

横

断

線

ト

ラ

ッ

ソ

ス

を

分

断

し

コ

ル

タ

ー

ル

、
（

横

断

線

ト

ラ

ッ

ソ

ス

が

）

ブ

ル

ス

カ

の

先

端

プ

ン

タ

に

向

か

っ

て

減

っ

て

行

く

カ

エ

ー

ル

よ

う

に

す

る

の

で

、

そ

れ

ら
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（

の

横

断

線

ト

ラ

ッ

ソ

ス

）

は

（

帆

柱

の

最

大

直

径

よ

り

も

）

小

さ

く

な

る

。

ブ

ル

ス

カ

の

他

の

先

端

プ

ン

タ

で

も

同

じ

様

に

し

、

そ

し

て

帆

柱

の

真

中

で

、

根

元

ピ

エ

か

ら

頭

部

カ

ベ

ッ

サ

ま

で

一

本

の

線

リ

ネ

ア

を

引

く

が

、

も

し

、

少

し

で

も

曲

っ

て

い

る

と

こ

ろ

ブ

エ

ル

タ

が

あ

れ

ば

、

そ

れ

（

材

木

）

は

外

す

。

そ

う

し

た

ら

、

ブ

ル

ス

カ

を

、

檣

帽

タ

ン

ボ

レ

ッ

テ

に

、

そ

の

真

ん

中

で

、

そ

れ

に

一

直

線

に

し

て

エ

ン

・

ラ

・

リ

ネ

ア

置

き

、

そ

し

て

、

檣

帽

タ

ン

ボ

レ

ッ

テ

の

帆

柱

が

頭

部

カ

ベ

ッ

サ

に

向

か

っ

て

上

へ

と

分

配

さ

れ

て

い

る

五

本

の

（

横

断

線

ト

ラ

ッ

ソ

ス

の

）

一

つ

の

横

断

線

ト

ラ

ッ

ソ

に

置

く

。

こ

れ

は

片

側

で

、

も

う

片

側

に

同

じ

だ

け

置

き

、

そ

れ

か

ら

、

第

二

番

目

の

も

の

を

、

も

っ

と

上

の

横

断

線

ト

ラ

ッ

ソ

に

、

即

ち

ブ

ル

ス

カ

の

も

っ

と

内

側

に

置

き

、

そ

し

て

、

（

帆

柱

が

）

終

わ

る

ま

で

上

の

方

へ

、

帆

柱

の

頭

部

カ

ベ

ッ

サ

ま

で

、

こ

の

よ

う

に

し

て

行

く

。

こ

う

し

て

、

一

つ

の

片

側

で

、

帆

柱

の

五

分

の

一

が

減

り

、

他

の

片

側

で

更

に

同

じ

だ

け

が

減

り

、

頭

部

カ

ベ

ッ

サ

で

五

分

の

三

が

残

る

。

こ

れ

を

し

た

後

、

次

に

印

を

つ

け

た

点

に

糸

を

付

け

、

そ

し

て

檣

帽

タ

ン

ボ

レ

ッ

テ

か

ら

帆

柱

の

根

元

ピ

エ

ま

で

同

数

を

付

け

る

。

こ

れ

が

終

わ

っ

た

ら

、

斧

を

入

れ

る

こ

と

が

出

来

、

帆

柱

は

角

材

タ

ブ

ラ

ー

ド

と

な

る

。

そ

し

て

、

最

初

と

同

じ

横

断

線

ト

ラ

ッ

ソ

ス

で

も

っ

て

作

っ

た

側

面

の

一

つ

一

つ

を

同

じ

よ

う

に

す

る

と

、

四

角

に

な

る

。

再

度

、

糸

を

付

け

イ

ラ

ー

ル

、

曲

り

ブ

エ

ル

タ

や

欠

陥

が

何

も

な

い

よ

う

に

加

工

す

る

。

こ

れ

を

済

ま

せ

た

ら

、

真

中

に

一

本

の

線

リ

ネ

ア

を

引

き

、

真

中

の

線

リ

ネ

ア

で

二

等

分

さ

れ

た

も

の

と

、

四

つ

の

全

て

の

四

角

形

の

縁

カ

ン

ト

に

お

い

て

、

二

本

の

線

リ

ネ

ア

と

二

つ

の

側

面

ラ

ー

ド

の

（

二

本

の

）

線

で

等

分

さ

れ

る

よ

う

に

加

工

し

、

材

木

マ

デ

ー

ロ

を

削

り

取

る

サ

カ

ー

ル

と

、

八

角

形

と

な

る

。

三

二

角

形

に

な

る

ま

で

線

リ

ネ

ア

を

引

く

。

こ

う

や

っ

て

、

帆

柱

が

円

形

に

な

り

、

全

て

の

三

分

割

分

テ

ル

シ

オ

ス

が

膨

ら

み

を

持

つ

ジ

ェ

ー

ノ

ま

で

、

平

ら

プ

ラ

ー

ノ

に

す

る

。

も

し

横

断

線

ト

ラ

ッ

ソ

ス

無

し

に

、

根

元

ピ

エ

か

ら

頭

部

カ

ベ

ッ

サ

ま

で

真

直

ぐ

に

引

い

た

線

リ

ネ

ア

で

作

製

し

た

な

ら

ば

、

そ

う

は

な

ら

な

い

。

何

故

な

ら

ば

、

均

整

の

と

れ

な

い

、

真

中

辺

り

の

材

木

が

痩

せ

た

フ

ラ

ッ

コ

細

い

も

の

に

な

っ

て

し

ま

う

か

ら

で

あ

る

。

 

（

＊

⑫

） 

こ

の

同

じ

規

定

は

、

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

、

ボ

ー

ス

プ

リ

ッ

ト

バ

ウ

プ

レ

ス

、

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

マ

ス

テ

レ

オ

を

作

る

際

に

も

守

ら

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

が

、

ボ

ー

ス

プ

リ

ッ

ト

バ

ウ

プ

レ

ス

に

つ

い

て

は

、
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前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

の

支

索

ス

タ

イ

か

ら

上

が

、

見

た

目

に

か

な

り

先

細

り

す

る

ラ

ビ

セ

コ

よ

う

に

注

意

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

太

い

と

、

船

ナ

オ

が

進

ま

な

い

う

ち

に

、

そ

し

て

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

の

帆

柱

が

そ

の

役

割

を

果

た

さ

ト

ラ

バ

ッ

ホ

な

い

う

ち

に

、

（

船

ナ

オ

を

）

左

右

に

振

ら

し

ブ

ラ

ン

デ

ア

ー

ル

て

し

ま

い

、

役

に

立

た

た

な

い

の

で

、

先

端

に

か

け

て

、

か

な

り

細

い

こ

と

が

適

切

で

あ

る

。

ボ

ー

ス

プ

リ

ッ

ト

バ

ウ

プ

レ

ス

の

檣

帽

タ

ン

ボ

レ

ッ

テ

は

檣

座

板

ド

ラ

ガ

ン

テ

で

あ

る

こ

と

に

注

意

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

何

故

な

ら

ば

、

そ

こ

（

ボ

ー

ス

プ

リ

ッ

ト

バ

ウ

プ

レ

ス

の

檣

座

板

ド

ラ

ガ

ン

テ

）

か

ら

根

元

ピ

エ

へ

は

、

そ

こ

（

ボ

ー

ス

プ

リ

ッ

ト

バ

ウ

プ

レ

ス

以

外

の

帆

柱

の

根

元

ピ

エ

）

か

ら

帆

柱

の

上

へ

向

け

て

減

少

し

た

よ

う

に

、

減

少

す

る

こ

と

を

知

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

後

檣

メ

ッ

サ

ー

ナ

の

帆

柱

は

、

（

太

さ

を

）

計

算

に

よ

っ

て

作

る

こ

と

は

し

な

い

。

こ

れ

は

、

索

具

ハ

ル

シ

ア

を

支

え

る

帆

柱

で

は

な

い

か

ら

で

、

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

に

よ

っ

て

求

め

ら

れ

る

も

の

よ

り

も

太

い

の

が

常

で

あ

る

。

そ

の

檣

座

カ

ル

リ

ン

ガ

が

甲

板

で

は

な

く

、

船

倉

の

梁

バ

オ

ス

（

バ

シ

オ

ス

）

に

あ

る

こ

と

 

―

そ

う

し

な

い

と

上

部

構

造

物

オ

ブ

ラ

・

デ

・

ア

リ

バ

を

造

る

の

に

手

間

が

か

か

る

―

 

に

鑑

み

、

そ

の

長

さ

は

（

船

幅

マ

ン

ガ

の

）

幅

ボ

カ

二

つ

分

と

す

る

の

が

適

切

で

あ

る

。 

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

マ

ス

テ

レ

オ    

 

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

マ

ス

テ

レ

オ

は

、

そ

れ

が

あ

る

主

帆

柱

ア

ル

ボ

ル

・

マ

ヨ

ー

ル

の

半

分

の

長

さ

を

持

ち

、

そ

の

太

さ

は

、

同

じ

計

算

で

作

製

し

、

そ

の

根

元

ピ

エ

に

お

い

て

、

そ

の

主

帆

柱

マ

ヨ

ー

ル

の

頭

部

カ

ベ

ッ

サ

よ

り

も

五

分

の

一

小

さ

い

。 

 

帆

桁

帆

桁

帆

桁

帆

桁

ベ

ル

ガ    

    

主

帆

桁

ベ

ル

ガ

・

マ

ヨ

ー

ル

は

、

そ

の

長

さ

が

、

主

帆

柱

ア

ル

ボ

ル

・

マ

ヨ

ー

ル

の

長

さ

よ

り

も

五

パ

ー

セ

ン

ト

短

い

。

し

か

し

、

も

し

船

ナ

オ

の

船

幅

マ

ン

ガ

が

十

五

コ

ー

ド

を

超

え

る

時

に

は

、

主

帆

柱

ア

ル

ボ

ル

・

マ

ヨ

ー

ル

で

注

意

を

促

し

た

の

と

同

様

に

、

そ

の

帆

桁

ベ

ル

ガ

に

お

い

て

も

、

真

中

で

の

太

さ

が

、

帆

柱

の

頭

部

カ

ベ

ッ

サ

よ

り

も

五

分

の

一

小

さ

く

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

そ

し

て

両

桁

端

ペ

ノ

ー

ル

の

太

さ

は

、

真

中

の

太

さ

の

五

分

の

二

よ

り

も

多

く

な

っ

て

は

い

け

な

い

。

そ

れ

は

、

こ

う

す

れ

ば

、

両

桁

端

ペ

ノ

ー

ル

は

細

く

な

る

が

、

ぴ

ん

と

良

く

張

っ

て

、

し

っ
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か

り

し

て

、

振

動

し

な

い

か

ら

で

あ

る

。 

た

だ

し

、

艦

隊

用

デ

・

ア

ル

マ

ダ

は

別

で

、

主

帆

桁

ベ

ル

ガ

・

マ

ヨ

ー

ル

は

船

幅

マ

ン

ガ

の

二

と

四

分

の

一

に

当

た

る

も

の

を

持

つ

こ

と

が

適

切

で

、

そ

の

他

の

（

帆

桁

ベ

ル

ガ

）

は

そ

れ

ぞ

れ

に

見

合

っ

た

大

き

さ

と

な

る

ア

ル

・

レ

ス

ペ

ク

ト

。

何

故

な

ら

ば

、

も

っ

と

も

良

く

航

走

す

る

の

は

、

孕

み

綱

ボ

リ

ー

ナ

を

使

っ

て

、

追

い

風

で

航

走

す

る

ボ

リ

ネ

ア

ー

ル

時

だ

か

ら

で

あ

る

。

こ

れ

は

、

先

程

言

っ

た

よ

う

に

、

軍

艦

デ

・

ゲ

ッ

ラ

に

当

て

は

ま

る

こ

と

と

承

知

さ

れ

た

く

、

商

船

の

も

の(

主

帆

桁

ベ

ル

ガ

・

マ

ヨ

ー

ル)

に

つ

い

て

は

、

そ

の

帆

柱

ア

ル

ボ

ル

の

上

述

の

長

さ

よ

り

五

パ

ー

セ

ン

ト

短

い

。

艦

隊

用

デ

・

ア

ル

マ

ダ

の

主

帆

柱

ア

ル

ボ

ル

・

マ

ヨ

ー

ル

に

は

、

そ

の

帆

桁

ベ

ル

ガ

か

ら

取

り

除

い

た

も

の

(

長

さ)

を

付

け

加

え

る

。

大

き

さ

に

つ

い

て

は

、

商

船

が

持

つ

べ

き

大

き

さ

に

従

う

も

の

と

し

、

そ

の

他

の(

帆

桁

ベ

ル

ガ)

は

そ

れ

ぞ

れ

に

見

合

っ

た

大

き

さ

と

す

る

ア

ル

・

レ

ス

ペ

ク

ト

。    

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

：

ト

メ

殿

。

貴

君

は

、

商

船

の

主

帆

桁

ベ

ル

ガ

・

マ

ヨ

ー

ル

に

お

い

て

は

、

そ

の

帆

柱

ア

ル

ボ

ル

の

長

さ

よ

り

五

パ

ー

セ

ン

ト

短

く

、

軍

艦

デ

・

ゲ

ッ

ラ

の

そ

れ(

主

帆

桁

ベ

ル

ガ

・

マ

ヨ

ー

ル)

は(

船

幅

マ

ン

ガ

の)

二

幅

ボ

カ

と

四

分

の

一

と

言

っ

た

が

、

何

故

よ

り

良

く

追

い

風

で

航

走

す

る

ボ

リ

ネ

ア

ー

ル

の

か

。

そ

し

て

、

商

船

に

は

追

い

風

航

走

ボ

リ

ネ

ー

は

良

く

な

い

の

か

。 

ト

メ

ト

メ

ト

メ

ト

メ

：

私

が

そ

う

言

う

の

は

、

軍

艦

ナ

オ

・

デ

・

ゲ

ッ

ラ

は

い

つ

も

追

い

風

で

航

走

す

る

ボ

リ

ネ

ア

ー

ル

こ

と

に

多

大

の

力

を

注

ぐ

が

、

商

船

は

そ

ん

な

こ

と

は

し

な

い

し

、

む

し

ろ

、

そ

れ

を

避

け

る

こ

と

が

で

き

た

ほ

う

が

良

い

。

荷

を

積

ん

で

行

き

、

積

荷

が

重

い

た

め

に

、

船

首

で

部

材

が

外

れ

た

り

デ

サ

パ

レ

ハ

ー

ル

セ

、

亀

裂

が

で

き

た

り

ア

ブ

リ

ー

ル

セ

す

る

危

険

が

生

じ

る

可

能

性

が

あ

る

か

ら

で

あ

る

。

し

か

し

空

荷

で

行

く

軍

艦

デ

・

ゲ

ッ

ラ

で

は

、

大

し

た

負

担

ト

ラ

バ

ッ

ホ

に

は

な

ら

ず

、

そ

の

点

か

ら

、

ま

た

、

通

常

よ

り

も

多

く

追

い

風

で

航

走

す

る

ボ

リ

ネ

ア

ー

ル

の

で

、

そ

の

目

的

の

た

め

に

、

帆

桁

ベ

ル

ガ

か

ら

取

り

外

し

た(

長

さ)

分

を

、

そ

れ

を

外

し

た

帆

桁

ベ

ル

ガ

の

帆

柱

ア

ル

ボ

ル

に

付

け

加

え

る

こ

と

が

不

適

切

と

は

言

え

な

い

。

商

船

が

、

既

に

そ

の

よ

う

（

に

高

く

し

た

帆

柱

ア

ル

ボ

ル

を

持

つ

も

の

）

で

あ

っ

た

り

、

極

め

て

大

き

か

っ

た

り

し

て

、

荷

を

積

ん

で

行

く

時

に

、

長

い

航

海

の

間

に

は

何

回

か

は

横

傾

斜

し

て

航

海

す

る

エ

チ

ャ

ー

ル

・

デ

・

マ

ル

・

エ

ン

・

ト

ラ

ベ

ス

こ

と

が

あ

り

、

極

め

て

高

い

帆

柱

ア

ル

ボ

ル

は

、

檣

座

タ

ン

ボ

レ

ッ

テ

、

索

具

ハ

ル

シ

ア

、

そ

し

て

支

索

エ

ス

タ

イ

に

大

き

な

負

担

を

掛

け

ト

ラ

バ

ハ

ー

ル

、

そ

れ

が

（

船

を

）

失

う

原

因

に

な

る

こ
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と

が

よ

く

あ

る

。

こ

の

こ

と

は

、

軍

艦

デ

・

ゲ

ッ

ラ

で

は

そ

れ

ほ

ど

危

険

な

こ

と

で

は

な

い

。

そ

れ

は

、

既

に

述

べ

た

よ

う

に

、

空

荷

で

行

き

、

そ

れ

ほ

ど

長

い

航

海

を

す

る

こ

と

が

な

く

、

そ

の

航

海

の

中

で

も

、

横

傾

斜

し

て

航

海

す

る

ポ

ネ

ー

ル

セ

・

デ

・

マ

ル

・

エ

ン

・

ト

ラ

ベ

ス

こ

と

は

滅

多

に

無

い

か

ら

で

あ

る

。

そ

れ

で

、

上

述

し

た

よ

う

に

、

帆

柱

ア

ル

ボ

ル

に

（

追

加

分

を

）

合

計

す

る

サ

カ

ー

ル

・

デ

・

ク

エ

ン

タ

こ

と

が

出

来

る

。 

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

の

帆

桁

ベ

ル

ガ

は

主

帆

桁

マ

ヨ

ー

ル

よ

り

も

長

さ

が

五

分

の

一

短

く

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、

太

さ

は

、

そ

の

真

ん

中

で

、

そ

の

帆

柱

ア

ル

ボ

ル

の

頭

部

カ

ベ

ッ

サ

よ

り

も

五

分

の

一

細

く

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

ボ

ー

ス

プ

リ

ッ

ト

の

帆

セ

バ

デ

ー

ラ

（

＊

⑬

）

の

帆

桁

ベ

ル

ガ

は

、

ボ

ー

ス

プ

リ

ッ

ト

バ

ウ

プ

レ

ス

と

の

比

較

で

測

っ

て

レ

グ

ラ

ー

ル

は

な

ら

な

い

。

何

故

な

ら

ば

、

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

の

帆

桁

ベ

ル

ガ

よ

り

も

、

長

さ

で

三

分

の

一

短

く

、

太

さ

で

四

分

の

一

小

さ

く

す

る

か

ら

で

あ

る

。

そ

し

て

、

太

さ

に

つ

い

て

は

、

五

分

の

一

法

ポ

ル

・

エ

ル

・

キ

ン

ト

で

作

り

ラ

ブ

ラ

ー

ル

、

真

中

は

五

分

の

一

キ

ン

ト

が

五

つ

分

、

両

桁

端

ペ

ノ

ー

ル

で

は

二

つ

分

と

す

る

。 

後

檣

メ

ッ

サ

ー

ナ

の

帆

桁

ベ

ル

ガ

は

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

の

も

の

と

同

じ

長

さ

で

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、

操

桁

索

固

定

場

所

オ

ス

タ

ガ

ド

ゥ

ー

ラ

か

ら

桁

端

ペ

ノ

ー

ル

へ

、

及

び

ラ

テ

ン

帆

桁

の

下

端

カ

ル

へ

と

、

一

直

線

で

ア

・

イ

ー

ロ

・

デ

レ

ッ

チ

ョ

作

る

。

た

と

え

、

計

算

が

さ

れ

て

い

な

く

て

も

、

操

桁

索

固

定

場

所

オ

ス

タ

ガ

ド

ゥ

ー

ラ

に

お

い

て

、

帆

柱

ア

ル

ボ

ル

の

頭

部

カ

ベ

ッ

サ

よ

り

も

四

分

の

一

少

な

く

す

る

が

、

三

分

割

分

テ

ル

シ

オ

ス

に

膨

ら

み

を

持

つ

ジ

ェ

ー

ノ

必

要

は

な

い

。 

ト

ッ

プ

ス

ル

ガ

ビ

ア

の

帆

桁

ベ

ル

ガ

は

、

そ

の

帆

柱

ア

ル

ボ

ル

の

主

帆

桁

ベ

ル

ガ

・

マ

ヨ

ー

ル

の

五

分

の

二

の

長

さ

を

持

た

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

太

さ

は

、

真

中

で

、

そ

の

帆

柱

ア

ル

ボ

ル

の

頭

部

カ

ベ

ッ

サ

よ

り

も

五

分

の

一

細

く

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

何

故

な

ら

ば

、

帆

桁

ベ

ル

ガ

が

小

さ

け

れ

ば

、

頭

部

カ

ベ

ッ

サ

で

あ

ま

り

帆

を

持

た

な

い

こ

と

に

な

り

、

そ

う

な

る

と

、

前

に

述

べ

た

よ

う

に

、

全

て

の

力

が

主

帆

桁

ベ

ル

ガ

・

マ

ヨ

ー

ル

に

加

わ

り

、

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

に

は

少

し

し

か

加

わ

ら

な

い

の

で

、

マ

ス

ト

・

ヘ

ッ

ド

カ

ル

セ

ス

に

は

そ

れ

ほ

ど

力

が

加

わ

ら

ず

、

そ

の

方

が

、

よ

り

良

く

追

い

風

で

進

む

ボ

リ

ネ

ア

ー

ル

事

が

出

来

る

。 
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檣

楼

檣

楼

檣

楼

檣

楼

ガ

ビ

ア    

 

船

幅

マ

ン

ガ

が

一

二

コ

ー

ド

の

こ

の

船

ナ

オ

の

主

檣

の

檣

楼

ガ

ビ

ア

・

マ

ヨ

ー

ル

は

、

開

口

部

で

エ

ン

・

ラ

・

ボ

カ

の

周

囲

ル

エ

ド

（

＊

⑭

）

が

、

そ

の

船

幅

マ

ン

ガ

（

の

長

さ

と

同

じ

）

で

あ

り

、

檣

楼

の

座

板

ソ

レ

ー

ル

に

お

い

て

は

、

一

コ

ー

ド

半

短

い

（

＊

⑮

）

。 

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

の

檣

楼

ガ

ビ

ア

は

開

口

部

で

エ

ン

・

ラ

・

ボ

カ

、

主

檣

マ

ヨ

ー

ル

の

檣

楼

の

座

板

ソ

レ

ー

ル

の

も

の

と

同

じ

（

周

囲

ル

エ

ド

の

長

さ

）

で

、

檣

楼

の

座

板

ソ

レ

ー

ル

に

お

い

て

は

、

そ

れ

よ

り

一

コ

ー

ド

短

い

。 

  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

帆帆帆帆    

 

主

帆

ベ

ー

ラ

・

マ

ヨ

ー

ル

の

縦

長

さ

カ

イ

ー

ダ

は

、

檣

帽

タ

ン

ボ

レ

ッ

テ

か

ら

綱

輪

コ

ロ

ー

ナ

（

＊

⑯

）

の

吊

り

帯

シ

ン

ト

ゥ

ー

ラ

ま

で

の

、

帆

柱

で

の

全

吊

下

げ

長

プ

ル

ー

マ

を

有

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

こ

の

縦

長

さ

カ

イ

ー

ダ

は

三

分

割

ト

レ

ス

・

テ

ル

シ

オ

ス

さ

れ

、

そ

の

内

の

二

つ

分

は

大

帆

パ

パ

イ

ー

ゴ

で

あ

り

、

も

う

一

つ

分

は

主

帆

付

加

帆

ボ

ネ

タ

・

マ

ヨ

ー

ル

（

主

帆

の

ボ

ン

ネ

ッ

ト

）

で

あ

る

。

片

方

（

大

帆

パ

パ

イ

ー

ゴ

）

の

一

枚

は

別

の

も

う

一

枚

の

（

主

帆

付

加

帆

ボ

ネ

タ

・

マ

ヨ

ー

ル

の

）

二

倍

の

縦

長

さ

カ

イ

ー

ダ

が

あ

り

、

両

二

枚

は

同

じ

寸

法

（

間

隔

）

で

作

ら

れ

た

紐

通

し

穴

オ

リ

ャ

オ

で

も

っ

て

、

一

つ

に

取

付

け

紐

で

結

ば

れ

エ

ン

バ

サ

ー

ダ

る

が

、

そ

う

す

れ

ば

、

ど

ち

ら

も

が

同

じ

一

つ

の

所

で

使

え

る

か

ら

で

あ

る

。 

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

の

帆

は

、

主

帆

マ

ヨ

ー

ル

と

同

じ

規

則

オ

ル

デ

ン

で

作

る

。 

ボ

ー

ス

プ

リ

ッ

ト

の

帆

セ

バ

デ

ー

ラ

は

、

ボ

ー

ス

プ

リ

ッ

ト

バ

ウ

プ

レ

ス

の

帆

柱

が

、

高

く

ま

た

は

低

く

立

て

ら

れ

た

の

に

従

っ

た

縦

長

さ

カ

イ

ー

ダ

を

持

つ

。 

後

檣

メ

ッ

サ

ー

ナ

の

帆

は

、

そ

の

帆

脚

索

エ

ス

コ

ー

タ

が

帆

柱

か

ら

船

尾

へ

タ

ッ

ク

で

引

っ

張

ら

れ

る

カ

サ

ー

ル

こ

と

が

出

来

る

大

き

さ

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

そ

の

帆

柱

が

在

る

所

か

ら

、

帆

桁

の

下

端

カ

ル

が

、

タ

ッ

ク

で

引

っ

張

る

ア

ム

ー

ラ

所

ま

で

の

半

分

で

あ

る

。

上

手

に

裁

断

で

き

る

よ

う

に

、

そ

し

て

良

い

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

と

な

る

た

め

に

は

、

裁

断

す

る

亜

麻

布

リ

エ

ン

ソ

、

す

な

わ

ち

帆

布

ロ

ー

ナ

の

幅

を

測

り

、

そ

の

幅

か

ら

一

二

分

の

一

を

切

り

外

し

、

残

分

（

の

長

さ

）

を

一

本

の

棒

に

測

っ

て

、

そ

の

棒

を

帆

布

オ

ロ

ー

ナ

の

先

端

に
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置

く

。

棒

が

達

す

る

所

か

ら

、

棒

の

根

元

ピ

エ

に

来

る

他

の

縁

カ

ン

ト

に

向

け

て

一

本

の

糸

を

置

き

、

そ

れ

か

ら

、

棒

の

先

端

に

固

定

さ

れ

た

帆

布

オ

ロ

ー

ナ

の

他

の

縁

オ

リ

リ

ャ

ま

で

伸

ば

す

。

上

の

先

端

が

在

る

所

か

ら

、

以

前

に

裁

断

し

た

帆

布

ロ

ー

ナ

の

三

角

部

分

ク

ッ

チ

ー

リ

ョ

が

達

し

て

い

る

所

ま

で

裁

断

す

る

。

こ

の

よ

う

な

や

り

方

で

、

タ

ッ

ク

し

て

引

っ

張

り

カ

サ

ー

ル

た

い

所

ま

で

、

帆

脚

索

エ

ス

コ

ー

タ

で

帆

の

裾

プ

ハ

メ

が

ぎ

り

ぎ

り

い

っ

ぱ

い

に

な

る

エ

ン

チ

ー

ル

ま

で

裁

断

し

て

ゆ

く

。

こ

れ

は

極

め

て

注

意

深

く

や

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

言

っ

た

こ

と

で

、

船

ナ

オ

が

、

船

尾

を

低

く

し

て

、

あ

る

い

は

高

く

し

て

航

走

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

幅

を

取

り

除

か

ね

ば

な

ら

ず

、

こ

の

寸

法

（

一

二

分

の

一

を

取

り

除

く

場

合

）

は

船

ナ

オ

が

、

船

尾

を

高

く

し

て

航

走

す

る

た

め

と

理

解

し

て

い

た

だ

き

た

く

、

低

い

時

は

、

一

二

分

の

一

の

半

分

（

訳

注

：

二

四

分

の

一

）

取

り

除

け

ば

十

分

で

あ

る

。

も

し

帆

布

オ

ロ

ー

ナ

が

直

角

エ

ス

ク

ア

ド

リ

ア

に

裁

断

さ

れ

て

い

れ

ば

、

船

尾

を

高

く

し

て

航

走

す

る

船

ナ

オ

で

あ

る

と

い

う

こ

と

で

、

帆

脚

索

エ

ス

コ

ー

タ

を

大

変

に

低

く

タ

ッ

ク

す

る

カ

サ

ー

ル

こ

と

に

な

ろ

う

。

そ

れ

で

あ

れ

ば

、

上

で

述

べ

た

分

（

一

二

分

の

一)

を

取

り

除

け

ば

、

帆

を

元

々

の

場

所

エ

ン

・

ス

・

ル

ガ

ー

ル

で

タ

ッ

ク

し

て

引

っ

張

る

カ

サ

ー

ル

こ

と

が

で

き

る

。

そ

の

帆

が

大

変

上

手

に

作

ら

れ

て

い

て

タ

リ

ャ

ー

ダ

、

帆

脚

索

エ

ス

コ

ー

タ

が

帆

の

上

縁

グ

ラ

テ

ィ

ル

を

均

等

に

ポ

ル

・

パ

レ

ッ

ホ

保

持

し

て

い

る

ポ

ル

タ

ー

ル

な

ら

ば

、

素

晴

ら

し

く

美

し

い

状

態

で

風

を

孕

む

ポ

ル

パ

ラ

ー

ル

で

あ

ろ

う

。 

船

幅

マ

ン

ガ

が

一

二

コ

ー

ド

の

こ

の

船

ナ

オ

の

ト

ッ

プ

ス

ル

・

ヤ

ー

ド

ガ

ビ

ア

の

帆

は

縦

長

さ

カ

イ

ー

ダ

が

、

ト

ッ

プ

ス

ル

・

ヤ

ー

ド

ガ

ビ

ア

の

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

マ

ス

テ

レ

オ

よ

り

も

一

コ

ー

ド

長

く

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

そ

の

他

（

の

寸

法

）

は

、

全

て

が

満

帆

と

な

る

こ

と

が

出

来

る

よ

う

に

、

大

体

の

と

こ

ろ

が

そ

の

船

幅

マ

ン

ガ

に

従

う

。 

帆

を

裁

断

す

る

た

め

に

は

、

主

帆

桁

ベ

ル

ガ

・

マ

ヨ

ー

ル

と

ト

ッ

プ

ス

ル

・

ヤ

ー

ド

ガ

ビ

ア

の

同

帆

桁

ベ

ル

ガ

の

寸

法

を

測

り

、

そ

れ

ら

の

寸

法

を

一

緒

に

し

て

、

そ

の

半

分

メ

デ

ィ

オ

で

分

け

る

パ

ル

テ

ィ

ー

ル

。

縦

長

さ

カ

イ

ー

ダ

は

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

マ

ス

テ

レ

オ

の

高

さ

に

一

コ

ー

ド

を

足

し

た

も

の

と

し

て

、

ほ

ぼ

上

で

言

う

よ

う

に

、

今

言

っ

た

寸

法

の

半

分

ミ

タ

の

幅

を

綴

じ

付

け

ア

プ

ン

タ

ー

ド

し

て

一

枚

の

大

帆

パ

パ

イ

ー

ゴ

を

作

る

よ

う

助

言

す

る

。

ト

ッ

プ

ス

ル

・

ヤ

ー

ド

ガ

ビ

ア

の

帆

桁

ベ

ル

ガ

の

寸

法

を

片

側

で

取

り

、

そ

こ

か

ら

一

本

の

糸

を

下

端

ま

で

置

き

、

裁

断

し

、

真

直

ぐ

な

糸

で

（

分

か

れ

て

）

残

っ

た

二

枚

の

布

を

一

緒

に

す

る

と

、

こ

れ

は

、

両

側

に

二

枚
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の

三

角

部

分

ク

ッ

チ

ー

リ

ョ

が

あ

っ

て

、

上

は

ト

ッ

プ

ス

ル

・

ヤ

ー

ド

ガ

ビ

ア

の

帆

の

上

縁

エ

ン

テ

ナ

ル

で

、
（

下

が

）

主

帆

桁

ベ

ル

ガ

・

マ

ヨ

ー

ル

の

帆

の

下

縁

プ

ハ

メ

と

な

り

、

極

め

て

張

り

の

有

る

ジ

ェ

ー

ナ

上

手

く

仕

上

が

っ

た

ト

ッ

プ

ス

ル

・

ヤ

ー

ド

ガ

ビ

ア

の

帆

と

な

る

。

（

＊

⑰

） 

大

部

分

に

お

い

て

、

帆

が

最

も

風

を

受

け

て

孕

む

プ

ロ

パ

ラ

ー

ル

よ

う

に

な

る

の

は

、

帆

の

裁

断

の

仕

方

よ

り

も

、

帆

の

装

着

の

仕

方

に

よ

っ

て

で

あ

る

。

そ

う

す

る

た

め

に

は

、

帆

を

装

着

す

る

時

に

、

帆

の

上

縁

グ

ラ

テ

ィ

ル

で

用

い

る

綱

を

き

つ

く

張

っ

て

お

く

チ

ラ

ン

テ

こ

と

で

あ

り

、

そ

れ

に

は

帆

の

縁

の

袋

縫

い

バ

イ

ナ

を

十

分

に

幅

広

く

し

、

強

い

撚

り

綱

メ

オ

リ

ャ

ー

ル

を

使

い

、

そ

の

撚

り

綱

メ

オ

リ

ャ

ー

ル

を

帆

の

上

縁

グ

ラ

テ

ィ

ル

に

回

し

て

き

つ

く

締

め

ア

テ

サ

ー

ル

、

帆

も

ま

た

強

い

力

で

締

め

ア

テ

サ

ー

ル

る

が

、

良

く

出

来

た

幅

広

な

帆

の

縁

の

袋

縫

い

バ

イ

ナ

を

有

し

て

い

れ

ば

、

無

理

な

く

そ

れ

が

出

来

る

。

こ

れ

で

風

が

一

吹

き

す

れ

ば

、

帆

は

思

う

存

分

広

が

る

ソ

ル

タ

ー

ル

。

そ

し

て

、

濡

れ

る

エ

ン

ベ

ベ

ー

ル

こ

と

も

、

緩

む

ア

ラ

ル

ガ

ー

ル

こ

と

も

せ

ず

に

、

帆

の

帆

桁

へ

の

縛

り

付

け

パ

ロ

マ

ド

ゥ

ー

ラ

を

強

い

状

態

に

し

て

お

く

。

そ

れ

は

、

い

か

な

る

危

急

の

場

合

に

お

い

て

も

、

付

加

帆

ボ

リ

ー

ナ

で

あ

ろ

う

と

、

ま

た

船

尾

で

あ

ろ

う

と

、

大

変

よ

く

風

を

受

け

て

孕

み

プ

ロ

パ

ラ

ー

ル

、

完

全

な

状

態

で

い

る

か

ら

で

あ

る

。 

 

錨錨錨錨

と

ケ

ー

ブ

ル

と

ケ

ー

ブ

ル

と

ケ

ー

ブ

ル

と

ケ

ー

ブ

ル    

 

全

て

の

船

ナ

オ

は

、

四

個

の

錨

と

一

〇

〇

本

の

ケ

ー

ブ

ル

を

持

ち

た

い

も

の

で

あ

る

が

、

ケ

ー

ブ

ル

は

八

〇

ブ

ラ

ッ

サ

（

＊

⑱

）

よ

り

長

く

て

は

い

け

な

い

。

二

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

よ

り

上

の

船

ナ

オ

で

は

、

そ

れ

以

下

の

船

は

勿

論

の

こ

と

、

錨

は

そ

れ

で

良

い

が

、

ケ

ー

ブ

ル

は

、

此

処

ス

ペ

イ

ン

で

作

る

物

は

、

タ

ー

ル

を

塗

ら

な

い

白

い

物

ブ

ラ

ン

コ

で

あ

る

の

で

、

も

っ

と

重

く

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

ナ

ポ

リ

、

イ

タ

リ

ア

、

あ

る

い

は

ス

ペ

イ

ン

の

錨

は

鉄

製

で

あ

る

。

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

で

は

、

錨

が

六

個

に

つ

き

ケ

ー

ブ

ル

一

〇

〇

本

が

望

ま

し

い

。

そ

の

理

由

は

、

白

い

ケ

ー

ブ

ル

は

タ

ー

ル

を

塗

っ

た

も

の

よ

り

も

、
（

一

〇

〇

本

の

）

四

分

の

一

（

訳

注

：

二

五

本

）

に

当

た

り

、

（

糸

の

量

が

）

一

キ

ン

タ

ル

（

＊

⑲

）

重

く

な

る

か

ら

で

あ

る

。

麻

は

、

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

も

の

よ

り

も

細

い

が

、

そ

れ

は

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

も

の

は

、

タ

ー

ル

を

必

要

と

し

、

既

に

こ

れ

が

塗

っ

て

あ

る

か

ら

で

あ

る

。

白

い

ケ

ー

ブ

ル

を

四

と

す

れ

ば

、

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

タ

ー

ル

を

塗

っ

た

も

の

は

六

で

あ

る

と

す

る

の

が

適

切

で

あ

る

。

そ

し

て

、

ス

ペ

イ

ン

と

ナ

ポ

リ

の

鉄

の

錨

は

四

個

で

、

（

ケ

ー

ブ

ル

は

）

一

〇

〇

本

で

あ

る

の

だ

が

、

何

故

な

ら

ば

、

こ

れ

ら

二

つ

（

の

国

の

）

鉄

の

種

類

は

大

変

に

柔

ら

か

く

、

そ

の

た

め

に

錨

幹

ア

ス

タ

が
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長

く

（

砂

底

に

）

入

っ

て

も

、

耐

え

ら

れ

、

（

砂

底

の

）

掴

み

プ

レ

ッ

サ

が

良

い

。

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

錨

は

、

そ

う

は

ゆ

か

ず

、

鉄

が

大

変

に

脆

い

の

で

、

力

を

加

え

る

と

、

錨

幹

ア

ス

タ

が

折

れ

る

危

険

性

が

あ

り

、

キ

ャ

プ

ス

タ

ン

キ

ャ

ブ

レ

ス

タ

ン

で

引

っ

張

る

時

に

、

折

れ

な

い

た

め

に

、

大

変

太

く

て

短

い

錨

幹

ア

ス

タ

と

同

時

に

錨

腕

ク

ル

ス

も

引

っ

張

る

。

錨

幹

ア

ス

タ

が

短

く

て

掴

み

プ

レ

ッ

サ

が

少

な

い

の

で

、

掴

み

プ

レ

ッ

サ

を

良

く

す

る

た

め

に

重

く

す

る

。

ま

た

、

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

で

は

、

錨

の

爪

を

横

に

伸

ば

し

カ

ン

ペ

ー

ロ

て

作

る

が

、

そ

れ

は

、

彼

ら

の

港

で

は

普

通

で

あ

る

海

底

バ

サ

で

の

掴

み

プ

レ

ッ

サ

が

良

い

か

ら

で

あ

る

が

、

重

い

砂

で

は

そ

う

は

ゆ

か

ず

、

錨

腕

ク

ル

ス

が

大

き

く

、

錨

幹

ア

ス

タ

が

小

さ

い

の

で

、

容

易

に

錨

を

引

き

ず

っ

て

ガ

ラ

ー

ル

し

ま

う

。

既

述

し

た

よ

う

に

、

錨

幹

ア

ス

タ

の

不

足

を

鉄

で

補

う

こ

と

を

考

慮

し

て

鉄

を

大

量

に

投

入

す

る

。 

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

：

錨

が

有

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

大

き

さ

と

寸

法

は

、

ど

の

よ

う

に

知

る

の

か

。 

ト

メ

ト

メ

ト

メ

ト

メ

：

そ

れ

に

は

、

一

本

の

棒

を

と

り

、

そ

の

一

端

を

錨

腕

ク

ル

ス

の

凹

み

コ

ン

カ

ボ

に

置

き

、

別

の

一

端

を

錨

の

爪

の

先

端

に

置

く

。

そ

う

し

た

ら

、

爪

の

先

端

に

あ

る

棒

の

端

を

掴

ん

で

、

錨

の

錨

幹

ア

ス

タ

に

下

げ

、

そ

れ

が

届

く

所

 

―

他

の

端

は

未

だ

錨

腕

ク

ル

ス

の

凹

み

コ

ン

カ

ボ

に

在

る

―

 

に

在

る

棒

の

端

を

持

ち

上

げ

、

錨

幹

ア

ス

タ

に

お

い

て

、

届

く

所

に

そ

の

も

う

一

つ

（

の

端

）

を

下

げ

る

。

そ

し

て

、

凹

み

コ

ン

カ

ボ

に

在

っ

た

端

が

爪

の

先

端

に

届

け

ば

、

錨

は

計

算

に

合

っ

た

エ

ン

・

ス

・

ク

エ

ン

タ

良

い

寸

法

で

あ

る

。

も

し

、

届

か

な

か

っ

た

な

ら

ば

、

爪

が

余

り

に

も

開

い

て

い

る

印

で

あ

る

。

錨

に

大

き

な

力

を

加

え

る

と

、

割

れ

た

り

、

真

直

ぐ

に

な

っ

た

り

す

る

危

険

が

あ

る

。

そ

し

て

、

爪

の

上

を

通

り

越

し

て

し

ま

う

な

ら

ば

、

狭

ま

り

過

ぎ

て

い

る

証

拠

で

、

錨

に

大

き

な

力

を

加

え

る

と

、

引

き

ず

る

危

険

が

あ

る

。

錨

の

錨

幹

ア

ス

タ

の

長

さ

は

、

爪

の

先

か

ら

凹

み

コ

ン

カ

ボ

ま

で

あ

る

長

さ

の

三

つ

分

が

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

そ

れ

よ

り

長

け

れ

ば

一

層

良

い

。

錨

の

横

木

セ

ー

ポ

は

、

錨

の

錨

幹

ア

ス

タ

が

持

つ

長

さ

と

同

じ

大

き

さ

を

持

た

ね

ば

な

ら

な

い

。

こ

の

構

成

比

で

成

り

立

っ

て

い

れ

ば

、

錨

は

三

角

形

で

、

完

全

な

も

の

で

あ

る

。

こ

れ

は

、

操

作

に

あ

た

っ

て

、

そ

の

目

的

に

役

立

つ

た

め

に

適

切

な

も

の

で

あ

る

。 
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小

舟

小

舟

小

舟

小

舟

バ

ル

カ    

 

小

舟

バ

ル

カ

は

、

船

ナ

オ

の

船

幅

マ

ン

ガ

を

そ

の

全

長

エ

ス

ロ

リ

ア

と

し

て

持

ち

、

フ

ロ

ア

ー

幅

プ

ラ

ン

は

、

同

小

舟

バ

ル

カ

の

全

長

エ

ス

ロ

リ

ア

の

四

分

の

一

で

あ

る

。

ま

た

幅

ボ

カ

は

そ

の

全

長

エ

ス

ロ

リ

ア

の

三

分

の

一

で

あ

る

。

最

大

船

幅

の

高

さ

の

上

昇

ホ

ー

バ

は

、

同

じ

部

分(

＊

⑳

）

か

ら

始

ま

り

、

船

尾

で

は

四

分

の

一

コ

ー

ド

、

バ

ッ

テ

ル

で

あ

れ

ば

、

船

首

で

の

最

大

船

幅

の

高

さ

の

上

昇

ホ

ー

バ

は

同

じ

（

四

分

の

一

コ

ー

ド

）

と

す

る

。 

ガ

ス

パ

ー

ル

ガ

ス

パ

ー

ル

ガ

ス

パ

ー

ル

ガ

ス

パ

ー

ル

：

確

か

に

そ

う

で

あ

る

。

ト

メ

殿

。

本

件

に

つ

い

て

の

発

言

で

、

少

し

奇

妙

な

こ

と

が

言

い

囃

さ

れ

た

こ

と

が

あ

っ

た

が

（

＊

㉑

）

、

貴

君

の

よ

う

に

、

正

確

、

か

つ

完

全

に

論

じ

た

も

の

は

な

い

の

で

、

建

造

者

達

皆

が

貴

君

に

感

謝

し

て

い

る

。

貴

君

の

設

計

に

基

づ

い

て

、

彼

ら

は

多

く

の

仕

事

の

手

間

が

省

け

、

現

時

点

に

至

る

ま

で

作

ら

れ

た

も

の

は

、

上

手

で

完

全

に

出

来

上

が

っ

た

作

品

オ

ブ

ラ

と

な

っ

て

い

る

。 

ト

メ

ト

メ

ト

メ

ト

メ

：

注

意

深

く

気

を

配

っ

て

、

こ

の

件

に

望

ん

で

き

た

多

く

の

建

造

家

達

が

い

た

し

、

今

も

い

る

。

私

が

発

言

し

た

内

容

に

よ

っ

て

、

作

品

を

よ

り

良

く

す

る

こ

と

が

で

き

た

か

も

し

れ

な

い

。

し

か

し

、

多

く

が

、

貴

君

達

の

御

蔭

で

あ

る

。

そ

れ

は

、

貴

君

や

レ

オ

ナ

ル

ド

殿

が

、

私

の

言

葉

を

、

注

意

深

く

、

喜

ん

で

聞

い

て

く

れ

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る

か

ら

で

あ

る

。

さ

て

、

こ

れ

か

ら

、

船

ナ

オ

を

強

固

と

す

る

方

法

フ

ォ

ル

テ

ィ

フ

ィ

カ

シ

オ

ン

を

論

じ

よ

う

。

こ

れ

は

、

船

ナ

オ

の

良

い

建

造

フ

ァ

ブ

リ

カ

に

と

っ

て

、

軽

ん

じ

ら

れ

な

い

こ

と

で

、

そ

の

目

的

の

た

め

に

は

、

次

の

よ

う

に

す

る

。 

 

船船船船

ナ

オ

をををを

強

固

強

固

強

固

強

固

に

す

る

に

す

る

に

す

る

に

す

る

方

法

方

法

方

法

方

法

フ

ォ

ル

テ

ィ

フ

ィ

カ

シ

オ

ン    

 

船

ナ

オ

が

、

完

全

に

強

固

な

フ

エ

ル

テ

も

の

で

あ

る

た

め

に

は

、

造

船

所

ア

ス

チ

ジ

ェ

ー

ロ

に

居

る

内

か

ら

そ

う

で

あ

る

こ

と

が

適

切

で

あ

る

。

何

故

な

ら

ば

、

そ

こ

か

ら

強

固

で

フ

エ

ル

テ

出

て

来

な

か

っ

た

な

ら

ば

、

決

し

て

強

固

に

フ

エ

ル

テ

な

る

こ

と

は

な

い

か

ら

で

あ

る

。

と

り

わ

け

最

初

に

、

そ

こ

で

船

ナ

オ

を

強

固

に

し

フ

ォ

ル

テ

ィ

フ

ィ

カ

ル

、

建

造

工

事

オ

ブ

ラ

を

す

る

か

ら

で

あ

る

。

航

海

中

に

、

船

ナ

オ

の

木

材

が

勝

手

に

動

い

て

し

ま

う

フ

ガ

ー

ル

よ

う

な

嵐

に

遭

っ

た

時

、

あ

り

と

あ

ら

ゆ

る

手

立

て

を

尽

く

し

、

か

な

り

の

修

繕

を

し

て

も

、

勝

手

に

動

く

フ

ガ

ー

ル

の

を

止

め

ら

れ

な

い

こ

と

が

あ

る

。

そ

し

て

、

つ

い

に

は

嵐

が

多

く

の

力

を

加

え

、

そ

の

作

用

で

、

船

ナ

オ

が

撓

め

ら

れ

た

ア

プ

レ

タ

ー

ル

な

ら

ば

、

以

前

の

状

態

に

戻

ら

な

け

れ

ば

な

ら
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な

い

の

に

、

当

初

に

持

っ

て

い

た

脆

弱

さ

に

よ

っ

て

、

木

材

が

失

わ

れ

始

め

て

し

ま

う

。 
レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

：

貴

君

が

推

測

し

て

い

る

こ

と

は

確

か

で

あ

る

。

だ

か

ら

、

「

ど

の

よ

う

に

し

た

ら

、

船

ナ

オ

が

造

船

所

ア

ス

チ

ジ

ェ

ー

ロ

か

ら

強

固

に

フ

エ

ル

テ

な

っ

て

出

て

来

ら

れ

る

の

だ

ろ

う

か

。

そ

こ

で

船

を

ど

の

よ

う

に

造

れ

ば

、

う

ま

く

強

固

に

フ

エ

ル

テ

す

る

こ

と

に

な

る

の

だ

ろ

う

か

。

」

と

い

う

こ

と

を

、

ト

メ

殿

は

述

べ

く

れ

る

で

あ

ろ

う

。 

ト

メ

ト

メ

ト

メ

ト

メ

：

船

ナ

オ

が

造

船

所

ア

ス

チ

ジ

ェ

ー

ロ

か

ら

強

固

に

フ

エ

ル

テ

な

っ

て

出

て

来

る

た

め

に

は

、

次

の

よ

う

に

、

接

合

し

て

い

る

リ

ガ

ソ

ン

木

材

が

長

く

て

、

お

互

い

が

重

な

っ

て

い

る

ク

ル

サ

ー

ル

部

分

が

多

い

こ

と

が

適

切

で

あ

る

。

船

首

の

船

首

材

ブ

ラ

ン

ケ

、

即

ち

ロ

ー

ダ

及

び

船

尾

の

船

尾

材

コ

ダ

ス

テ

に

お

い

て

、

船

首

材

ブ

ラ

ン

ケ

と

船

尾

材

コ

ダ

ス

テ

を

為

す

接

合

部

材

フ

ン

タ

と

重

な

る

補

助

の

船

首

材

と

船

尾

材

ア

ル

ビ

タ

ー

ナ

ス

を

付

け

る

こ

と

で

あ

る

。

こ

れ

ら

は

か

な

り

分

厚

い

板

材

で

、

船

側

コ

ス

タ

ー

ド

か

ら

来

て

、

既

述

の

船

首

材

ブ

ラ

ン

ケ

と

船

尾

材

コ

ダ

ス

テ

に

釘

付

け

さ

れ

る

が

、

据

え

つ

け

ら

れ

て

釘

で

打

ち

付

け

ら

れ

る

や

り

方

は

船

側

コ

ス

タ

ー

ド

の

他

の

木

材

と

同

じ

で

あ

る

。

こ

れ

ら

の

補

助

の

船

首

材

と

船

尾

材

ア

ル

ビ

タ

ー

ナ

ス

は

船

首

材

ブ

ラ

ン

ケ

と

船

尾

材

コ

ダ

ス

テ

を

為

す

接

合

部

材

フ

ン

タ

と

重

な

っ

て

、

必

要

と

思

わ

れ

る

高

さ

ま

で

建

造

物

オ

ブ

ラ

を

造

り

あ

げ

る

た

め

に

付

け

加

え

ら

れ

る

部

材

が

勝

手

に

動

か

フ

ガ

ー

ル

な

い

よ

う

に

支

え

る

。

こ

れ

ら

の

船

首

材

ブ

ラ

ン

ケ

と

船

尾

材

コ

ダ

ス

テ

自

体

の

中

で

、

強

固

に

し

フ

ォ

ル

テ

ィ

フ

ィ

カ

シ

オ

ン

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

他

の

も

の

が

、

そ

の

よ

う

に

工

事

さ

れ

て

い

れ

ば

、

そ

れ

で

良

い

。

そ

の

た

め

に

は

、

建

造

フ

ァ

ブ

リ

カ

の

最

初

か

ら

セ

カ

ン

ド

・

フ

ァ

ッ

ト

ク

プ

ラ

ン

（

＊

㉒

）

は

エ

ス

タ

メ

ナ

ー

ラ

（

＊

㉓

）

、

即

ち

対

骨

支

材

オ

レ

ン

ガ

 

―

一

本

材

で

あ

れ

ば

、

そ

の

方

が

良

い

―

 

と

重

な

る

こ

と

が

適

切

で

あ

る

。

こ

れ

ら

の

継

ぎ

目

フ

ン

ト

ゥ

ー

ラ

に

は

二

つ

の

ホ

ゾ

マ

ッ

チ

ョ

が

あ

り

、

そ

れ

ぞ

れ

が

逆

向

き

に

な

っ

て

い

て

、

上

に

は

二

本

の

フ

ー

ト

ウ

ェ

イ

リ

グ

パ

ル

メ

ハ

ル

が

あ

り

、

一

つ

の

ホ

ゾ

マ

ッ

チ

ョ

は

、

セ

カ

ン

ド

・

フ

ァ

ッ

ト

ク

プ

ラ

ン

の

頭

部

カ

ベ

ッ

サ

を

対

骨

支

材

エ

ス

タ

メ

ナ

ー

ラ

の

胴

体

部

ク

エ

ル

ポ

に

嵌

め

コ

ヘ

ー

ル

、

も

う

一

つ

は

、

対

骨

支

材

エ

ス

タ

メ

ナ

ー

ラ

の

頭

部

カ

ベ

ッ

サ

を

、

セ

カ

ン

ド

・

フ

ァ

ッ

ト

ク

プ

ラ

ン

の

胴

体

部

ク

エ

ル

ポ

に

嵌

め

込

み

エ

ン

デ

ン

タ

ー

ド

、

ピ

ン

止

め

す

る

エ

ン

ペ

ル

ナ

ー

ド

。

船

ナ

オ

を

陸

に

上

げ

ポ

ネ

ー

ル

・

ア

・

モ

ン

テ

、

即

ち

水

か

ら

出

し

て

ケ

ダ

ー

ル

・

エ

ン

・

セ

コ

、

ま

い

は

だ

エ

ス

ト

ッ

パ

を

外

か

ら

詰

め

る

時

に

、

板

張

り

が

外

れ

デ

ス

カ

リ

マ

ー

ル

な

い

よ

う

に

す

る

た

め

で

、



30 

そ

の

よ

う

に

強

固

に

し

て

フ

ォ

ル

タ

レ

ッ

サ

い

な

い

と

、

水

が

入

っ

て

ア

ネ

ガ

ー

ル

し

ま

う

。 
レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

：

貴

君

は

、

ホ

ゾ

マ

ッ

チ

ョ

を

そ

の

接

合

部

材

リ

ガ

ソ

ン

に

付

け

る

と

言

う

が

、

重

要

肋

材

マ

デ

ー

ロ

ス

・

デ

・

ク

エ

ン

タ

だ

け

な

の

か

、

そ

の

他

全

て

な

の

か

。 

ト

メ

ト

メ

ト

メ

ト

メ

：

重

要

で

な

い

に

（

ホ

ゾ

マ

ッ

チ

ョ

を

）

付

け

る

必

要

は

な

い

。

何

故

な

ら

ば

、

船

ナ

オ

を

水

か

ら

出

し

た

ポ

ネ

ー

ル

・

エ

ン

・

セ

コ

時

に

、

そ

れ

ら

（

重

要

で

な

い

肋

材

マ

デ

ー

ロ

ス

）

を

地

面

に

据

え

る

わ

け

で

は

な

い

の

で

、

ホ

ゾ

マ

ッ

チ

ョ

が

無

く

て

も

大

丈

夫

で

あ

る

。

Ｙ

字

形

材

ピ

ケ

と

重

ね

る

ク

ル

サ

ー

ル

こ

と

が

出

来

る

限

り

の

対

骨

支

材

エ

ス

タ

メ

ナ

ー

ラ

、

即

ち

ビ

ロ

ー

テ

だ

け

が

（

ホ

ゾ

マ

ッ

チ

ョ

を

）

求

め

ら

れ

る

の

で

あ

り

、

ホ

ゾ

マ

ッ

チ

ョ

を

も

っ

て

し

て

上

手

く

重

な

ら

ク

ル

サ

ー

ル

な

い

場

合

は

、

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

を

幾

つ

か

付

け

る

。

そ

の

（

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

の

）

凹

部

コ

ン

カ

ボ

は

船

側

コ

ス

タ

ー

ド

に

向

き

、

（

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

の

）

一

つ

の

先

端

が

、

Ｙ

字

形

材

ピ

ケ

が

作

る

狭

ま

り

デ

ル

ガ

ー

ド

に

差

し

通

さ

カ

ラ

ー

ル

れ

、

も

う

一

つ

の

先

端

は

上

部

で

、

船

側

コ

ス

タ

ー

ド

に

差

し

通

さ

カ

ラ

ー

ル

れ

る

の

は

、

Ｙ

字

形

材

ピ

ケ

は

対

骨

支

材

ビ

ロ

ー

テ

と

接

合

す

る

ト

ラ

バ

ー

ル

か

ら

で

あ

る

。

こ

の

よ

う

に

し

て

、

対

骨

支

材

ビ

ロ

ー

テ

が

Ｙ

字

形

材

ピ

ケ

と

重

な

ら

ク

ル

サ

ー

ル

な

い

こ

と

に

よ

っ

て

生

じ

る

欠

陥

が

補

わ

れ

、

強

固

フ

エ

ル

テ

と

な

る

。

重

要

肋

材

マ

デ

ー

ロ

ス

・

デ

・

ク

エ

ン

タ

に

話

を

移

す

と

、

こ

れ

ら

は

、

檣

座

カ

ル

リ

ン

ガ

が

据

わ

る

真

中

辺

り

メ

デ

ィ

ア

ニ

ア

に

あ

っ

て

、

八

本

の

肋

材

マ

デ

ー

ロ

の

如

く

に

な

っ

て

お

り

、

真

中

に

檣

座

カ

ル

リ

ン

ガ

を

据

え

る

た

め

に

、

そ

の

も

の

の

各

側

面

に

幾

つ

か

の

出

っ

張

り

ト

イ

ー

ノ

を

有

す

る

が

、

そ

れ

は

、

船

ナ

オ

の

横

揺

れ

バ

ラ

ン

セ

の

力

で

も

っ

て

、

帆

柱

が

動

く

ア

ラ

ン

カ

ー

ル

こ

と

が

無

い

よ

う

に

す

る

た

め

で

あ

る

。

た

と

え

ピ

ン

で

止

め

て

エ

ン

ペ

ル

ナ

ー

ド

あ

っ

て

も

、

大

き

な

力

で

は

、

折

れ

る

か

も

し

れ

な

い

か

ら

で

あ

る

。 

全

て

の

重

要

肋

材

マ

デ

ー

ロ

ス

・

デ

・

ク

エ

ン

タ

の

上

を

通

っ

て

い

る

キ

ー

ル

ソ

ン

ソ

ブ

レ

・

キ

ー

リ

ャ

を

檣

座

カ

ル

リ

ン

ガ

と

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

キ

ー

ル

ソ

ン

ソ

ブ

レ

・

キ

ー

リ

ャ

の

下

の

方

か

ら

、

上

部

ま

で

ピ

ッ

タ

リ

合

っ

て

い

れ

ば

、

さ

ら

に

強

固

フ

ォ

ル

タ

レ

ッ

サ

に

な

る

。

と

こ

ろ

で

、

副

梁

受

け

材

ド

ル

メ

ン

テ

に

話

を

移

す

と

、

船

幅

マ

ン

ガ

が

一

二

コ

ー

ド

の

件

の

船

ナ

オ

は

、

梁

バ

オ

の

頭

部

カ

ベ

ッ

サ

の

下

に

、

一

本

の

長

割

ピ

ン

ペ

ル

ノ

・

デ

・

チ

ャ

ベ

タ

を

持

ち

、

そ

の

他

は

、

短

い

棘

付

き

釘

ペ

ル

ネ

ッ

テ

・

デ

・

プ

ン

タ

で

取

り

付

け

る

。

そ

の

短

い

も

の

は

船

側

コ

ス

タ

ー

ド
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の

外

側

へ

出

て

し

ま

わ

な

い

た

め

で

あ

る

が

、

外

れ

な

い

よ

う

に

、

返

し

付

き

ア

ル

ポ

ナ

ー

ド

で

あ

る

。 
梁

は

、

樽

の

曲

線

ア

・

ル

ン

ボ

・

デ

・

ピ

パ

を

し

て

い

る

こ

と

。

船

ナ

オ

が

強

固

さ

フ

ォ

ル

タ

レ

ッ

サ

を

持

つ

こ

と

に

関

し

て

、

私

が

こ

こ

で

言

っ

た

こ

と

は

全

て

、

造

船

所

ア

ス

チ

ジ

ェ

ー

ロ

か

ら

そ

う

な

っ

て

い

る

こ

と

が

適

切

で

あ

る

。

そ

れ

は

、

後

に

な

っ

て

そ

れ

を

す

る

な

ら

ば

、

つ

ぎ

は

ぎ

レ

メ

デ

ィ

エ

ン

ド

に

な

っ

て

極

め

て

高

価

に

つ

き

、

難

し

い

ば

か

り

で

な

く

、

工

事

オ

ブ

ラ

は

、

最

初

か

ら

そ

う

な

っ

て

い

た

よ

う

に

は

、

良

く

は

仕

上

が

ら

な

い

か

ら

で

あ

る

。 

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

：

そ

れ

で

、

船

ナ

オ

は

造

船

所

か

ら

強

固

さ

フ

ォ

ル

タ

レ

ッ

サ

を

持

っ

て

出

て

こ

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、

も

し

後

で

そ

う

な

る

よ

う

に

し

て

み

て

も

、

そ

れ

は

出

来

な

い

こ

と

が

分

か

っ

た

。

ど

の

よ

う

な

建

物

で

も

、

最

重

要

な

の

は

そ

の

基

礎

フ

ン

ダ

メ

ン

ト

で

あ

る

か

ら

。

船

ナ

オ

が

強

固

さ

フ

ォ

ル

タ

レ

ッ

サ

と

適

切

な

堅

固

さ

フ

ィ

ル

メ

ッ

サ

を

持

た

な

い

で

出

来

上

が

る

と

、

出

来

上

が

っ

て

か

ら

荷

物

を

積

ん

だ

後

で

、

強

固

に

し

フ

ォ

ル

テ

ィ

フ

ィ

カ

ー

ル

堅

固

に

し

フ

フ

ォ

ル

タ

レ

セ

ー

ル

よ

う

と

し

て

も

、

上

手

く

は

出

来

な

い

。

 

貴

君

が

こ

の

建

造

工

事

オ

ブ

ラ

の

基

礎

フ

ン

ダ

メ

ン

ト

で

あ

る

と

論

じ

た

フ

ロ

ア

ー

プ

ラ

ン

と

竜

骨

は

、

最

初

か

ら

で

な

け

れ

ば

、

強

固

に

し

フ

ォ

ル

テ

ィ

フ

ィ

カ

ー

ル

、

接

合

し

ト

ラ

バ

ー

ル

、

堅

固

に

す

る

フ

フ

ォ

ル

タ

レ

セ

ー

ル

こ

と

は

上

手

く

行

か

な

い

が

、

こ

れ

は

上

手

く

で

き

て

い

る

と

仮

定

す

れ

ば

、

貴

君

と

し

て

は

、

船

ナ

オ

が

有

す

べ

き

最

重

要

な

基

礎

フ

ン

ダ

メ

ン

ト

に

次

ぐ

そ

の

他

の

強

固

に

す

る

方

法

フ

ォ

ル

テ

ィ

フ

ィ

カ

シ

オ

ン

に

話

題

を

移

せ

る

で

し

ょ

う

。 

ト

メ

ト

メ

ト

メ

ト

メ

： 

船

ナ

オ

の

強

固

さ

フ

ォ

ル

タ

レ

ッ

サ

を

有

す

る

フ

ロ

ア

ー

プ

ラ

ン

の

工

事

オ

ブ

ラ

に

言

及

し

た

が

、

こ

の

こ

と

を

話

題

に

選

ぶ

。

こ

れ

を

更

に

強

固

に

す

る

方

法

フ

ォ

ル

テ

ィ

フ

ィ

カ

シ

オ

ン

を

追

加

し

て

行

な

え

ば

、

大

変

に

良

く

な

り

、

強

く

な

り

、

確

実

な

も

の

と

な

る

。

話

を

続

け

る

と

、

有

す

べ

き

ト

ッ

プ

・

フ

ァ

ト

ッ

ク

バ

ラ

ガ

ネ

ッ

テ

は

、

そ

の

高

さ

の

半

分

が

サ

ー

ド

・

フ

ァ

ト

ッ

ク

エ

ス

タ

メ

ナ

ー

ラ

と

重

な

る

ク

ル

サ

ー

ル

よ

う

に

し

、

サ

ー

ド

・

フ

ァ

ト

ッ

ク

エ

ス

タ

メ

ナ

ー

ラ

を

置

く

副

梁

受

け

材

ド

ル

メ

ン

テ

か

ら

、

梁

バ

オ

の

上

に

、

副

梁

受

け

材

ド

ル

メ

ン

テ

と

同

じ

幅

で

あ

る

が

、

厚

さ

は

そ

れ

程

な

い

補

助

副

梁

受

け

材

コ

ン

ト

ラ

・

ド

ル

メ

ン

テ

を

別

途

に

梁

バ

オ

に

嵌

め

接

ぎ

し

て

エ

ン

デ

ン

タ

ー

ド

持

つ

こ

と

。

 

そ

し

て

次

に

、

補

助

副

梁

受

け

材

コ

ン

ト

ラ

・

ド

ル

メ

ン

テ

の

高

さ

の

レ

ベ

ル

で

、

補

助

副

梁

受

け

材

コ

ン

ト

ラ

・

ド

ル

メ

ン

テ

自
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身

と

甲

板

の

副

梁

受

け

材

ド

ル

メ

ン

テ

の

間

に

、

一

本

の

斜

め

補

強

材

ド

ラ

ガ

を

、

半

分

半

分

に

し

て

メ

デ

ィ

オ

・

ア

・

メ

デ

ィ

オ

、

持

つ

こ

と

で

あ

る

。

梁

バ

オ

の

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

は

、

補

助

副

梁

受

け

材

コ

ン

ト

ラ

・

ド

ル

メ

ン

テ

と

斜

め

補

強

材

ド

ラ

ガ

に

嵌

め

接

ぎ

し

エ

ン

デ

ン

タ

ー

ド

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

そ

れ

は

、

こ

の

補

助

副

梁

受

け

材

コ

ン

ト

ラ

・

ド

ル

メ

ン

テ

と

斜

め

補

強

材

ド

ラ

ガ

は

、

ど

ち

ら

も

が

ト

ッ

プ

・

フ

ァ

ト

ッ

ク

バ

ラ

ガ

ネ

ッ

テ

と

結

合

す

る

リ

ガ

ー

ル

の

で

、

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

が

船

側

コ

ス

タ

ー

ド

で

終

わ

る

チ

ラ

ー

ル

時

に

、

こ

れ

ら

の

副

梁

受

け

材

ド

ル

メ

ン

テ

と

斜

め

補

強

材

ド

ラ

ガ

が

船

側

コ

ス

タ

ー

ド

と

結

合

し

リ

ガ

ー

ル

て

、

船

側

コ

ス

タ

ー

ド

は

、

全

体

が

一

体

と

な

っ

て

力

を

持

ち

、

強

固

に

な

る

フ

エ

ル

テ

の

で

あ

る

。 

梁

バ

オ

の

上

に

も

同

様

に

、

梁

バ

オ

に

嵌

め

接

ぎ

し

た

エ

ン

デ

ン

タ

ー

ド

一

本

の

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

が

、

隙

間

充

填

材

エ

ン

ト

レ

ミ

チ

ェ

と

共

に

あ

り

、

こ

の

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

は

、

梁

バ

オ

の

別

の

頭

部

カ

ベ

ッ

サ

か

ら

来

て

い

る

も

う

一

本

の

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

と

嵌

め

接

ぎ

さ

れ

エ

ン

デ

ン

タ

ー

ド

、

そ

れ

ら

の

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

の

一

つ

一

つ

が

二

本

の

長

割

ピ

ン

ペ

ル

ノ

・

デ

・

チ

ャ

ベ

タ

を

、

一

本

は

船

側

コ

ス

タ

ー

ド

に

、

も

う

一

本

は

梁

バ

オ

に

対

し

て

有

し

て

い

る

。

隙

間

充

填

材

エ

ン

ト

レ

ミ

チ

ェ

は

、

釘

で

も

っ

て

、

船

側

コ

ス

タ

ー

ド

か

ら

梁

バ

オ

に

上

手

く

釘

付

け

さ

れ

る

こ

と

。

こ

の

容

量

ポ

ル

テ

の

船

ナ

オ

は

、

こ

れ

で

十

分

で

あ

る

が

、

こ

れ

よ

り

も

大

き

け

れ

ば

、

梁

バ

オ

の

上

に

来

る

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

の

別

の

脚

部

ピ

エ

ル

ナ

に

二

本

の

割

ピ

ン

ペ

ル

ノ

を

、

隙

間

充

填

材

エ

ン

ト

レ

ミ

チ

ェ

に

は

三

本

を

打

つ

こ

と

。 

今

言

っ

た

補

助

副

梁

受

け

材

コ

ン

ト

ラ

・

ド

ル

メ

ン

テ

と

斜

め

補

強

材

ド

ラ

ガ

は

、

船

首

か

ら

船

尾

ま

で

通

っ

て

い

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、

斜

め

補

強

材

ド

ラ

ガ

は

、

船

体

外

板

張

り

ア

ル

カ

ッ

ハ

の

板

よ

り

も

分

厚

く

、

一

ヘ

ー

メ(

＊

㉔)

の

幅

で

、

最

大

船

腹

線

エ

ス

コ

ー

ラ

・

マ

ヨ

ー

ル

で

、

釘

付

け

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

し

か

し

、

補

助

副

梁

受

け

材

コ

ン

ト

ラ

・

ド

ル

メ

ン

テ

は

、

船

ナ

オ

の

船

底

フ

ォ

ン

ド

の

板

の

厚

さ

で

、

三

分

の

一

の

幅

で

、

船

側

の

中

央

に

釘

付

け

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

梁

バ

オ

は

、

脚

部

ピ

エ

が

真

直

ぐ

な

支

柱

プ

ン

タ

ル

を

キ

ー

ル

ソ

ン

コ

ン

ト

ラ

・

キ

ー

リ

ャ

と

の

間

に

挿

入

す

る

ア

プ

ン

タ

ー

ド

が

、

そ

れ

は

梁

バ

オ

の

上

に

は

甲

板

が

あ

り

、

支

柱

の

挿

入

ア

プ

ン

タ

ラ

ン

ド

に

よ

っ

て

、

梁

バ

オ

が

、

甲

板

及

び

積

ん

で

行

く

商

品

の

重

さ

を

支

え

る

こ

と

が

出

来

る

か

ら

で

あ

る

。 

梁

バ

オ

の

上

に

は

、

四

角

い

バ

イ

ン

デ

ィ

ン

グ

・

ス

ト

レ

ー

ク

ク

エ

ル

ダ

（

＊

㉕

）

が

嵌

め

込

ま

れ

て

エ

ン

デ

ン

タ

ー

ダ

、

船

首

か

ら

船

尾

ま

で

通

っ

て

い

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

船

首
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と

船

尾

の

端

に

は

、

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

を

有

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

が

、

バ

イ

ン

デ

ィ

ン

グ

・

ス

ト

レ

ー

ク

ク

エ

ル

ダ

、

副

梁

受

け

材

ド

ル

メ

ン

テ

、

補

助

副

梁

受

け

材

コ

ン

ト

ラ

・

ド

ル

メ

ン

テ

、

斜

め

補

強

材

ド

ラ

ガ

、

フ

ー

ト

・

ウ

ェ

ー

リ

ン

グ

パ

ル

メ

ハ

ル

の

据

付

け

工

事

オ

ブ

ラ

は

、

木

材

マ

デ

ー

ロ

を

接

合

す

る

も

の

で

あ

り

、

船

ナ

オ

が

船

体

を

歪

め

て

し

ま

ア

ル

ケ

ブ

ラ

ー

ル

う

こ

と

が

許

さ

れ

な

い

か

ら

で

あ

る

。

船

腰

板

シ

ン

タ

も

同

じ

役

目

を

す

る

も

の

で

、

そ

れ

ら

は

全

て

、

船

ナ

オ

の

長

さ

方

向

が

捻

じ

曲

が

ア

セ

ー

ル

・

コ

ル

バ

ら

な

い

よ

う

に

、

み

ご

と

に

強

固

に

す

る

フ

ォ

ル

テ

ィ

フ

ィ

カ

ー

ル

木

材

だ

か

ら

で

あ

る

。 

甲

板

は

、

梁

バ

オ

よ

り

も

二

コ

ー

ド

半

上

に

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

そ

し

て

、

そ

の

梁

バ

オ

に

極

め

て

上

手

に

釘

付

け

さ

れ

た

大

変

に

強

い

木

材

マ

デ

ー

ロ

の

副

梁

受

け

材

ド

ル

ミ

エ

ン

テ

を

持

つ

。

こ

の

副

梁

受

け

材

ド

ル

ミ

エ

ン

テ

は

下

に

在

る

副

梁

受

け

材

ド

ル

ミ

エ

ン

テ

に

対

応

し

レ

ス

ポ

ン

デ

ー

ル

、

同

じ

よ

う

に

ピ

ン

で

止

め

ら

れ

て

エ

ン

ペ

ル

ナ

ー

ド

い

る

。 

全

て

の

梁

バ

オ

は

、

副

梁

受

け

材

ド

ル

ミ

エ

ン

テ

に

蟻

ほ

ぞ

コ

ー

ラ

・

デ

・

ミ

ラ

ノ

で

嵌

っ

て

い

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、

細

梁

材

ラ

ー

タ

そ

の

も

の

は

、

そ

の

梁

バ

オ

の

一

つ

毎

に

、

下

の

梁

バ

オ

か

ら

来

る

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

に

対

し

て

、

一

つ

の

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

を

、

そ

の

脚

部

ピ

エ

ル

ナ

を

下

に

し

て

（

＊

㉖

）

、

持

た

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

そ

し

て

、

甲

板

の

梁

バ

オ

に

は

、

一

つ

の

側

面

ラ

ー

ド

が

、

ホ

ゾ

マ

ッ

チ

ョ

で

も

っ

て

据

え

付

け

ら

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

そ

れ

は

、

一

つ

の

船

側

コ

ス

タ

ー

ド

が

、

隙

間

充

填

材

エ

ン

ト

レ

メ

ッ

チ

ェ

無

し

で

、

一

本

の

長

割

ピ

ン

ペ

ル

ノ

・

デ

・

チ

ャ

ベ

タ

で

も

っ

て

、

も

う

一

つ

の

側

面

ラ

ー

ド

と

共

に

、

梁

バ

オ

に

抱

き

合

わ

ア

ブ

ラ

サ

ー

ル

せ

ら

れ

る

か

ら

で

あ

る

。 

甲

板

が

下

の

方

で

、

細

梁

材

ラ

ー

タ

そ

の

も

の

に

嵌

め

込

ま

れ

た

エ

ン

デ

ン

タ

ー

ダ

細

梁

材

ラ

ー

タ

に

、

バ

イ

ン

デ

ィ

ン

グ

・

ス

ト

レ

ー

ク

ク

エ

ル

ダ

を

持

っ

た

後

で

、

そ

れ

ら

の

細

梁

材

ラ

ー

タ

に

は

、

支

柱

プ

ン

タ

ル

が

、

梁

バ

オ

の

バ

イ

ン

デ

ィ

ン

グ

・

ス

ト

レ

ー

ク

ク

エ

ル

ダ

と

（

の

間

に

）

立

て

ら

ア

フ

ィ

ル

マ

ー

ル

れ

る

。

船

幅

マ

ン

ガ

が

一

二

コ

ー

ド

の

船

ナ

オ

で

あ

れ

ば

、

船

幅

マ

ン

ガ

の

真

中

に

、

一

本

の

梁

バ

オ

毎

に

支

柱

プ

ン

タ

ル

が

一

本

あ

れ

ば

十

分

で

あ

る

が

、

添

木

を

す

る

エ

ン

タ

ブ

ラ

ー

ル

必

要

が

あ

る

。

イ

ン

デ

ィ

ア

ス

と

ギ

ネ

ー

に

航

海

す

る

船

ナ

オ

に

お

い

て

は

、

梁

圧

材

ト

ラ

ン

カ

ニ

ル

（

＊

㉗

）

は

必

要

と

し

な

い

。

そ

れ

は

、

積

荷

が

ワ

イ

ン

で

あ

り

、

航

海

す

る

土

地

が

暑

く

て

多

雨

で

あ

り

、

船

ナ

オ
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が

横

腹

の

内

側

ア

ム

ラ

ー

ダ

に

力

を

加

わ

え

る

ト

ラ

バ

ハ

ー

ル

か

ら

で

あ

る

。

そ

こ

の

ま

い

は

だ

エ

ス

ト

ッ

パ

が

、

甲

板

の

他

の

何

処

よ

り

も

緩

み

、

そ

こ

に

あ

る

水

が

全

て

梁

圧

材

ト

ラ

ン

カ

ニ

ル

の

在

る

横

腹

の

内

側

ア

ム

ラ

ー

ダ

に

行

っ

て

し

ま

う

と

、

あ

ら

ゆ

る

継

ぎ

目

コ

ス

ト

ゥ

ー

ラ

の

ま

い

は

だ

エ

ス

ト

ッ

パ

が

緩

ん

で

い

る

の

で

、

漏

れ

出

た

ト

ラ

ビ

ナ

ー

ル

セ

水

が

細

梁

材

ラ

ー

タ

、

梁

バ

オ

、

そ

し

て

横

腹

の

内

側

ア

ム

ラ

ー

ダ

の

木

材

を

湿

ら

せ

て

し

ま

う

。

こ

れ

が

原

因

で

、

今

述

べ

た

細

梁

材

ラ

ー

タ

、

梁

バ

オ

、

そ

し

て

ト

ッ

プ

・

フ

ァ

ト

ッ

ク

バ

ラ

ガ

ネ

テ

を

劣

化

さ

せ

て

腐

ら

せ

る

。

水

の

湿

気

と

航

海

す

る

土

地

の

暑

さ

も

あ

り

、

下

に

置

い

て

あ

る

ワ

イ

ン

が

大

変

な

熱

気

を

持

つ

こ

と

に

よ

っ

て

、

上

述

の

害

を

被

る

の

で

あ

る

。

梁

圧

材

ト

ラ

ン

カ

ニ

ル

を

持

っ

て

い

な

け

れ

ば

、

そ

う

は

な

ら

な

い

で

あ

ろ

う

。

何

故

な

ら

ば

、

梁

圧

材

ト

ラ

ン

カ

ニ

ル

が

在

る

横

腹

の

内

側

ア

ム

ラ

ー

ダ

に

行

く

板

は

、

船

側

コ

ス

タ

ー

ド

の

木

材

の

か

な

り

近

く

に

在

る

ア

リ

マ

ー

ル

セ

の

で

、

あ

の

継

ぎ

目

コ

ス

ト

ゥ

ー

ラ

か

ら

漏

れ

出

た

ト

ラ

ビ

ナ

ー

ル

セ

水

は

、

少

な

く

と

も

細

梁

材

ラ

ー

タ

に

も

梁

バ

オ

に

も

害

を

為

す

こ

と

は

で

き

ず

、

船

側

コ

ス

タ

ー

ド

の

木

材

だ

け

に

害

を

為

す

が

、

そ

れ

で

も

、

梁

圧

材

ト

ラ

ン

カ

ニ

ル

が

在

る

場

合

ほ

ど

ひ

ど

く

は

な

い

。

た

だ

、

梁

圧

材

ト

ラ

ン

カ

ニ

ル

は

、

寒

い

地

方

に

お

い

て

、

ま

た

塩

及

び

木

材

を

加

熱

し

コ

セ

ー

ル

な

い

商

品

を

積

む

船

ナ

オ

を

大

変

強

固

フ

エ

ル

テ

に

す

る

こ

と

も

事

実

で

あ

る

が

、

木

材

が

熱

せ

ら

れ

る

こ

と

は

、

不

適

切

な

こ

と

で

あ

る

。

た

っ

た

の

一

本

で

あ

っ

て

も

、

何

本

も

の

梁

圧

材

ト

ラ

ン

カ

ニ

ル

を

解

体

せ

ず

に

、

外

さ

な

い

で

、

取

り

替

え

る

こ

と

は

出

来

な

い

。

そ

れ

ら

（

梁

圧

材

ト

ラ

ン

カ

ニ

ル

）

が

無

く

て

も

、

大

変

う

ま

く

行

く

こ

と

が

出

来

る

の

で

、

横

腹

の

内

側

ア

ム

ラ

ー

ダ

に

あ

る

コ

ソ

エ

ー

ラ

（

＊

㉘

）

あ

る

い

は

梁

圧

材

ト

ラ

ン

カ

ニ

ル

の

役

割

を

し

て

い

る

板

を

剥

が

す

ア

ベ

ン

タ

ー

ル

だ

け

で

良

い

。

こ

れ

は

、

ず

っ

と

楽

な

工

事

オ

ブ

ラ

で

あ

る

。

梁

圧

材

ト

ラ

ン

カ

ニ

ル

が

無

く

て

も

、

細

梁

材

ラ

ー

タ

や

梁

バ

オ

が

有

す

る

板

列

コ

ー

ラ

と

、

甲

板

の

下

に

在

る

脚

部

ピ

エ

ル

ナ

を

下

に

し

た

（

『 

形

を

し

た

）

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

、

甲

板

の

上

で

脚

部

ピ

エ

ル

ナ

を

上

に

し

た

（ 

』 

形

を

し

た

）

湾

曲

材

ク

ル

バ

 

―

こ

れ

に

つ

い

て

は

後

で

述

べ

る

―

 

、

そ

し

て

副

梁

受

け

材

ド

ル

メ

ン

テ

が

持

つ

長

割

り

ピ

ン

ペ

ル

ノ

・

デ

・

チ

ャ

ベ

タ

が

、

そ

の

埋

め

合

わ

せ

の

役

を

し

て

く

れ

る

。 

甲

板

の

上

と

、

甲

板

が

有

す

る

梁

バ

オ

の

上

で

、

そ

の

梁

バ

オ

と

船

ナ

オ

の

船

側

コ

ス

タ

ー

ド

に
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ピ

ン

止

め

さ

れ

た

エ

ン

ペ

ル

ナ

ー

ダ

隙

間

充

填

材

エ

ン

ト

レ

メ

ッ

チ

ェ

を

伴

い

、

船

側

コ

ス

タ

ー

ド

を

抱

え

込

む

ア

ブ

ラ

サ

ー

ル

曲

材

リ

ャ

ー

ベ

が

据

え

ら

れ

る

。

こ

れ

は

極

め

て

適

切

な

強

固

に

す

る

方

法

フ

ォ

ル

タ

レ

ッ

サ

で

あ

る

。

そ

れ

は

、

片

側

の

船

側

コ

ス

タ

ー

ド

と

も

う

一

方

の

船

側

コ

ス

タ

ー

ド

が

支

え

ス

ス

テ

ン

タ

ー

ル

合

い

、

か

つ

抱

え

込

み

ア

ブ

ラ

サ

ー

ル

合

う

こ

と

で

、

船

側

コ

ス

タ

ー

ド

の

木

材

が

抑

え

付

け

カ

ス

チ

ガ

ー

ル

ら

れ

て

、

船

ナ

オ

が

横

倒

し

に

な

っ

イ

ー

ル

・

デ

・

バ

ラ

ン

セ

た

時

に

、

風

上

の

船

側

コ

ス

タ

ー

ド

の

重

量

が

風

下

の

船

側

コ

ス

タ

ー

ド

に

の

し

か

か

る

こ

と

を

許

さ

な

い

か

ら

で

、

こ

れ

ら

の

曲

材

リ

ャ

ー

ベ

の

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

が

無

い

な

ら

ば

、

木

材

の

大

重

量

が

風

下

の

船

側

コ

ス

タ

ー

ド

の

木

材

に

向

か

い

エ

ン

デ

レ

サ

ー

ル

、

ま

い

は

だ

エ

ス

ト

ッ

パ

が

引

張

り

出

さ

エ

ス

プ

ル

サ

ー

ル

れ

て

、

浸

水

す

る

ア

ネ

ガ

ー

ル

原

因

と

な

る

か

も

し

れ

な

い

。 

今

述

べ

た

、

船

の

船

側

コ

ス

タ

ー

ド

と

船

体

ク

エ

ル

ポ

を

強

固

に

す

る

方

法

フ

ォ

ル

テ

ィ

フ

ィ

カ

シ

オ

ン

は

、

ま

ず

船

尾

と

船

首

に

お

い

て

施

す

こ

と

が

出

来

、

そ

れ

か

ら

、

取

り

付

け

ら

れ

る

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

を

、

次

の

よ

う

に

据

付

け

る

ア

セ

ン

タ

ー

ル

こ

と

で

あ

る

と

言

っ

て

お

き

た

い

。

最

初

の

も

の

（

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

）

は

、

船

首

の

Ｙ

字

形

材

ピ

ケ

の

先

端

の

上

に

あ

り

、

サ

ー

ド

・

フ

ァ

ト

ッ

ク

ビ

ロ

ー

テ

の

最

初

の

も

の

逹

を

掴

ん

コ

ヘ

ー

ル

で

抑

え

付

け

カ

ス

チ

ガ

ー

ル

、

そ

れ

ら

が

、

そ

の

場

所

か

ら

勝

手

に

動

か

フ

ガ

ー

ル

な

い

よ

う

に

す

る

。

そ

し

て

、

そ

こ

か

ら

上

に

は

、

一

コ

ー

ド

毎

に

、

船

首

の

最

上

部

に

至

る

ま

で

、

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

を

据

え

て

行

く

。

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

の

帆

柱

の

檣

座

カ

ル

リ

ン

ガ

を

助

け

る

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

は

極

め

て

強

固

フ

エ

ル

テ

で

あ

る

べ

き

こ

と

を

考

慮

す

る

と

、

湾

曲

部

分

ブ

ラ

ガ

ー

ダ

が

大

き

く

て

、

脚

部

ピ

エ

ル

ナ

が

長

く

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

そ

し

て

、

そ

の

下

に

副

梁

受

け

材

ド

ル

メ

ン

テ

の

役

割

を

為

す

二

本

の

木

材

を

挿

入

す

る

が

、

そ

れ

は

、

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

の

帆

柱

の

上

に

は

、

か

な

り

の

大

重

量

と

な

る

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

マ

ス

テ

レ

オ

、

帆

桁

、

帆

、

そ

し

て

索

具

ハ

ル

シ

ア

が

据

え

ら

れ

る

か

ら

で

、

檣

座

カ

ル

リ

ン

ガ

は

、

こ

う

し

た

大

重

量

を

支

え

ら

れ

る

こ

と

が

適

切

で

あ

る

。

今

言

っ

た

、

檣

座

カ

ル

リ

ン

ガ

の

助

け

に

な

る

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

は

、

私

が

述

べ

た

諸

部

材

に

耐

え

る

ジ

ェ

バ

ー

ル

も

の

な

の

で

、

か

な

り

上

手

に

ピ

ン

止

め

さ

れ

エ

ン

ペ

ル

ナ

ー

ダ

て

い

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

こ

れ

ら

全

て

の

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

は

、

補

助

船

首

材

ア

ル

ビ

タ

ー

ナ

と

船

首

材

ブ

ラ

ン

ケ

を

掴

ん

で

、

船

首

材

ブ

ラ

ン

ケ

に

ピ

ン

ペ

ル

ナ

で

付

け

ら

れ

て

、

水

押

し

タ

ハ

マ

ー

ル

と

呼

ば

れ

る

喉

湾

曲

材

ゴ

ル

ハ

・

デ

・

コ

ル

バ

ト

ン

（

＊

㉙

）

の

根

元

ピ

エ

ル

ナ

に

達

し

、

同

じ

ピ

ン

ペ

ル

ナ

で

、

喉

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

に

き

っ

ち

り

合

わ

せ

コ

セ

ー

ル

る

。

そ

れ

に
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耐

え

ら

れ

る

力

の

あ

る

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

は

、

脚

部

ピ

エ

ル

ナ

毎

に

、

船

側

コ

ス

タ

ー

ド

に

対

し

て

二

つ

の

ピ

ン

ペ

ル

ノ

を

持

た

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 
船

首

の

甲

板

ト

ル

ダ

、

即

ち

楼

閣

ア

ル

カ

サ

ル

と

城

郭

カ

ス

テ

ィ

リ

ョ

（

＊

㉚

）

は

、

安

全

を

期

し

て

、

二

本

の

木

材

に

、

脚

部

ピ

エ

ル

ナ

を

下

に

し

た

（ 

『 

形

の

）

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

を

有

す

る

。 

ビ

ー

ク

ヘ

ッ

ド

エ

ス

ポ

ロ

ン

：

こ

れ

の

主

た

る

支

柱

マ

ド

レ

は

極

め

て

長

く

て

頑

丈

な

木

材

で

、

そ

の

船

ナ

オ

の

中

に

入

っ

て

い

る

部

分

は

外

側

に

出

て

い

る

部

分

よ

り

わ

ず

か

に

短

い

。

一

本

の

頑

丈

で

長

い

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

で

も

っ

て

、

甲

板

の

細

梁

材

ラ

ー

タ

に

固

定

さ

れ

て

ア

フ

ィ

ル

マ

、

多

く

の

長

割

り

ピ

ン

ペ

ル

ノ

・

デ

・

チ

ャ

ベ

タ

で

も

っ

て

喉

湾

曲

材

ゴ

ル

ハ

に

固

定

さ

れ

る

こ

と

が

適

切

で

あ

る

。

両

舷

バ

ン

ダ

の

支

柱

マ

ド

レ

も

同

じ

品

質

の

も

の

が

望

ま

し

い

。

何

故

な

ら

ば

、

船

ナ

オ

が

上

手

回

し

ア

ム

ラ

ー

ル

で

進

む

時

に

、

船

首

が

何

回

も

海

面

を

打

っ

て

、

こ

の

ビ

ー

ク

ヘ

ッ

ド

エ

ス

ポ

ロ

ン

に

多

く

の

力

を

加

え

る

だ

け

で

な

く

、

そ

こ

（

ビ

ー

ク

ヘ

ッ

ド

エ

ス

ポ

ロ

ン

）

に

は

ボ

ー

ス

プ

リ

ッ

ト

バ

ウ

プ

レ

ス

、

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

の

帆

柱

、

船

首

の

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

マ

ス

テ

レ

オ

の

全

て

が

固

定

さ

れ

ア

フ

ィ

ル

マ

ー

ル

て

い

て

、

ビ

ー

ク

ヘ

ッ

ド

を

引

っ

張

る

か

ら

で

あ

る

。

今

言

っ

た

帆

柱

類

の

（

ビ

ー

ク

ヘ

ッ

ド

エ

ス

ポ

ロ

ン

）

へ

の

結

束

索

リ

ガ

ド

ゥ

ー

ラ

は

、

大

変

に

重

要

な

強

固

に

す

る

方

法

フ

ォ

ル

タ

レ

ッ

サ

で

あ

る

の

で

、

適

切

に

行

わ

れ

る

よ

う

に

、

多

く

の

注

意

を

払

う

必

要

が

あ

る

。

両

舷

バ

ン

ダ

の

木

材

は

、

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

を

両

船

側

コ

ス

タ

ー

ド

に

持

た

せ

る

。 

以

上

で

、

船

首

に

つ

い

て

は

充

分

な

の

で

、

船

尾

に

つ

い

て

述

べ

る

。 

船

尾

は

、

最

後

尾

肋

材

ア

レ

ー

タ

を

船

尾

材

コ

ダ

ス

テ

と

共

に

捉

え

コ

ヘ

ー

ル

、

最

後

尾

肋

材

ア

レ

ー

タ

に

嵌

め

接

ぎ

さ

エ

ン

デ

ン

タ

ー

ド

れ

て

い

る

一

本

の

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

を

有

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

こ

の

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

の

先

端

は

、

最

後

尾

肋

材

ア

レ

ー

タ

と

船

尾

材

コ

ダ

ス

テ

に

ピ

ン

止

め

さ

れ

る

エ

ン

ペ

ル

ナ

ー

ド

。

そ

こ

か

ら

上

は

、

船

ナ

オ

の

高

い

部

分

に

至

る

ま

で

、

船

尾

材

コ

ダ

ス

テ

と

最

後

尾

肋

材

ア

レ

ー

タ

に

嵌

め

接

ぎ

さ

エ

ン

デ

ン

タ

ー

ド

れ

た

ロ

ー

ワ

ー

・

ト

ラ

ン

ザ

ム

プ

エ

ル

カ

が

一

コ

ー

ド

毎

に

一

本

在

り

、

最

後

尾

肋

材

ア

レ

ー

タ

の

各

先

端

に

は

一

本

の

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

が

在

り

、

そ

の

脚

部

ピ

エ

ル

ナ

の

一

本

が

ロ

ー

ワ

ー

・

ト

ラ

ン

ザ

ム

プ

エ

ル

カ

に

嵌

め

接

ぎ

さ

エ

ン

デ

ン

タ

ー

ド

れ

、

一

本

の

長

割

り

ピ

ン

ペ

ル

ナ

・

デ

・

チ

ャ

ベ

ー

タ

で

も

っ

て

ロ

ー

ワ

ー

・

ト

ラ

ン

ザ

ム

プ

エ

ル

カ

を

捉

え

コ

ヘ

ー

ル

、

も

う

一

方

の

脚

部

ピ

エ

ル

ナ

が

、

二

本

の

長

割

り

ピ

ン

ペ

ル

ナ

・

デ

・

チ

ャ

ベ

ー

タ
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で

も

っ

て

、

船

側

コ

ス

タ

ー

ド

を

捉

え

コ

ヘ

ー

ル

て

い

る

。 

さ

て

、

船

ナ

オ

の

建

造

フ

ァ

ブ

リ

カ

に

お

い

て

、

ど

の

よ

う

に

し

て

（

船

を

）

強

固

に

す

る

フ

ォ

ル

テ

ィ

フ

ィ

カ

シ

オ

ン

か

に

つ

い

て

、

私

が

適

切

と

思

う

考

え

を

論

じ

て

き

た

が

、

こ

れ

で

十

分

で

し

ょ

う

。 

レ

オ

ナ

ル

ド

：

ト

メ

殿

、

こ

こ

で

一

休

み

す

る

の

が

よ

ろ

し

か

ろ

う

。

こ

こ

で

こ

の

小

舟

バ

ル

コ

を

置

い

て

、

陸

に

上

が

り

、

こ

こ

に

居

る

若

者

達

（

自

分

達

の

こ

と

）

が

言

っ

た

こ

と

を

検

証

し

ま

し

ょ

う

。

そ

れ

に

食

事

の

時

間

で

す

。

休

憩

し

て

、

我

々

の

船

ナ

オ

を

見

て

か

ら

、

街

に

出

か

け

て

行

き

、

午

後

の

残

り

の

時

間

を

、

も

し

こ

の

途

中

の

、

河

岸

近

く

に

在

る

拙

宅

へ

来

る

の

が

お

嫌

で

し

た

ら

、

こ

の

道

に

あ

る

豪

華

で

気

持

ち

の

良

い

田

舎

屋

敷

エ

レ

ダ

ー

デ

で

楽

し

み

ま

し

ょ

う

。

ト

メ

殿

、

そ

こ

で

、

貴

殿

達

が

言

い

残

し

た

こ

と

に

つ

い

て

、

最

後

ま

で

終

わ

ら

せ

て

も

ら

え

る

な

ら

ば

、

此

処

ま

で

と

同

様

な

理

解

を

深

め

た

い

気

持

ち

を

も

っ

て

、

ガ

ス

パ

ー

ル

殿

と

私

は

拝

聴

す

る

も

の

で

す

。 

  

第

二

対

話

第

二

対

話

第

二

対

話

第

二

対

話

のののの

訳

注

訳

注

訳

注

訳

注    

＊

①

 

カ

デ

ィ

ス

の

バ

ル

バ

テ

に

あ

る

浜

辺

の

こ

と

か

。 

＊

②

 

ラ

ン

サ

ミ

エ

ン

ト

（lan
zam

ien
to

）

：

船

の

平

面

図

に

お

い

て

、

船

首

材

と

船

尾

材

が

竜

骨

端

よ

り

突

き

出

し

て

い

る

部

分

の

長

さ

。

竜

骨

長

に

両

ラ

ン

サ

ミ

エ

ン

ト

を

加

え

れ

ば

全

長

エ

ス

ロ

ー

ラ

と

な

る

。 

＊

③

 

「

ア

ス

・

ド

ス

・

ト

レ

ス

（as dos tres

）

一

：

二

：

三

」

の

法

則

の

こ

と

。 

＊

④

 

英

語

：

ラ

ベ

ッ

ト

：rabbet 

＊

⑤

 

正

確

に

は

、6.5
÷

1.1

＝5.9 

＊

⑥

 

船

尾

材

コ

ダ

ス

テ

の

木

材

と

考

え

る

。

 
 

＊

⑦

 

船

倉

の

梁

、

即

ち

「

バ

オ

ス

・

バ

シ

オ

ス

」

で

、

こ

の

上

に

置

か

れ

る

板

は

釘

付

け

さ

れ

ず

、

甲

板

と

し

て

は

数

え

ら

れ

な

い

。 

＊

⑧

 

大

砲

の

砲

門

が

ほ

ぼ

水

平

に

、

横

一

列

に

な

る

た

め

に

と

い

う

こ

と

と

解

す

。 

＊

⑨

 

直

径

で

は

な

く

円

周

長

と

考

え

る

。 

＊

⑩

 

セ

ラ

ー

ノ

著

「

イ

ン

デ

ィ

ア

ス

船

隊

の

ナ

オ

船

と

ガ

レ

オ

ン

船

の

建

造

」T
O

M
O

II

の

添

付II

の

「

『

五

分

の

一

法

ポ

ル

・

エ

ル

・

キ

ン

ト

』

に

よ

る

設

計

」

に

説

明

さ

れ

て

い

る

。 

＊

⑪

 

ブ

ル

ス

カ

（bru
sca

）

：

ト

メ

・

カ

ー

ノ

は

寸

法

の

単

位

と

述

べ

て

い

る

。

ま

た

、

ア

カ

デ

ミ

ア

西

語

辞

典

は

寸

法

の

単

位

あ

る

い

は

寸

法

を

測

る

方

法

と

し

て

い

る

が

、

ど

の

よ

う

な

大

き

さ

な

の

か

、

方

法

な

の

か

不

明

。 
＊

⑫

 

こ

こ

で

は

、

帆

柱

を

、

そ

の

頭

部

に

む

け

て

、

均

整

を

と

っ

て

細

く

作

る

や

り

方

が

子

細

に

説

明

さ

れ

て

い

る

が

、

分

り

難

い

。

セ

ラ

ー
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ノ

も

、

文

章

が

混

乱

し

て

い

る

こ

と

、

図

解

無

し

に

は

理

解

し

が

た

い

説

明

で

あ

る

こ

と

を

指

摘

し

て

い

る

が

、

そ

の

大

意

は

＊

⑩

の

同

書

の

「

五

分

の

一

法

ポ

ル

・

エ

ル

・

キ

ン

ト

」

中

の

図

の

よ

う

な

こ

と

と

解

す

る

の

で

転

載

す

る

。 

 

描

線

と

し

て

ト

ラ

ッ

ソ

と

リ

ネ

ア

が

使

い

分

け

ら

れ

て

い

る

が

、

前

者

は

「

造

船

の

書

」

の

用

語

集

に

、

フ

ロ

ア

ー

を

横

断

す

る

線

と

さ

れ

て

お

り

、

こ

の

場

合

も

帆

柱

や

帆

桁

を

太

さ

方

向

で

横

断

す

る

線

を

あ

ら

わ

し

て

い

る

の

で

「

横

断

線

」

と

翻

訳

し

た

。

リ

ネ

ア

は

直

線

あ

る

い

は

い

く

つ

か

の

条

の

線

で

、

「

真

直

ぐ

に

引

い

た

線

リ

ネ

ア

で

作

製

し

た

な

ら

ば

、

そ

う

は

な

ら

な

い

」

と

い

う

の

は

、

帆

柱

や

帆

桁

の

長

さ

方

向

で

の

断

面

の

外

形

の

線

が

糸

を

ぴ

ん

と

張

っ

て

で

き

る

直

線

に

合

し

た

の

で

は

曲

線

に

な

ら

な

い

と

い

う

こ

と

で

、

帆

柱

、

あ

る

い

は

帆

桁

を

長

さ

方

向

に

お

い

て

横

断

線

ト

ラ

ッ

ソ

ス

で

五

つ

に

分

割

し

、

そ

の

区

間

ご

と

の

長

さ

方

向

の

外

形

線

を

滑

ら

か

な

曲

線

に

す

る

、

す

な

わ

ち

「

五

分

の

一

法

ポ

ル

・

エ

ル

・

キ

ン

ト

」

で

作

製

せ

よ

と

い

う

説

明

で

あ

る

。 

＊

⑬

 

ボ

ー

ス

プ

リ

ッ

ト

の

帆

は

英

語

で

は

、

古

く

は

「

ス

プ

リ

ッ

ト

ス

ル

」

と

言

っ

た 

＊

⑭

 

ガ

ビ

ア

（gavia)

は

通

常

、

ト

ッ

プ

ス

ル

・

ヤ

ー

ド

の

こ

と

を

意

味

し

た

が

、

古

く

は

檣

楼

（

コ

フ

ァ

、cofa

）

を

こ

う

呼

ん

だ

。

ル

エ

ダ

（ru
eda

）

は

周

囲

、

円

周

の

意

味

が

あ

る

。

一

六

一

三

年

の

勅

令

の

第

八

八

条

は

、

ル

エ

ダ

の

代

わ

り

に

ア

ン

ビ

トam
bito

と

い

う

同

義

語

を

用

い

、

そ

の

後

に

「

即

ち

円

周

」

と

付

け

加

え

て

い

る

。 

＊

⑮

 

ソ

レ

ー

ル

（soler

）

は

通

常

、

船

底

な

ど

の

敷

板

を

指

す

が

、

古

く

は

檣

楼

（

コ

フ

ァ

）

も

指

し

た

。

ト

メ

は

本

書

で

、

檣

楼

に

や

は

り

古

語

の

ガ

ビ

ア

を

用

い

、

そ

の

開

口

部

の

ボ

カ

に

対

し

て

底

部

を

ソ

レ

ー

ル

と

呼

ん

で

い

る

の

で

、

檣

楼

の

座

板

と

翻

訳

し

た

。 

＊

⑯

 
 

コ

ロ

ー

ナ

（coron
a

）

：

タ

ー

ル

を

塗

っ

た

布

の

切

れ

端

や

紐

を

巻

い

た

綱

で

先

端

を

輪

に

し

て

帆

柱

や

帆

桁

に

掛

け

る

。 

＊

⑰

 

こ

の

部

分

も

図

解

が

な

い

の

で

、

分

か

り

づ

ら

い

が

、

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

の

「

航

海

指

南

書

」

の

「

ト

ッ

プ

ス

ル

の

帆

ガ

ビ

ア

」

と

同

じ

よ

う

な

裁

断

法

と

考

え

る

。 

＊

⑱

 

ブ

ラ

ッ

サ

（braça

）

：

一

ブ

ラ

ッ

サ

は

一

・

六

七

一

八

メ

ー

ト

ル

な

の

で

八

〇

ブ

ラ

ッ

サ

は

一

二

九

メ

ー

ト

ル

と

な

る

。 

＊

⑲

 

一

キ

ン

タ

ル

は

四

六

キ

ロ

グ

ラ

ム

に

相

当

す

る

。 

＊

⑳

 

最

大

船

幅

の

高

さ

が

同

じ

ま

ま

の

肋

材

。 
＊

㉑

 

ど

の

よ

う

な

こ

と

で

あ

っ

た

の

か

は

不

明

。 

＊

㉒

 

プ

ラ

ン(plan
)

は

、

普

通

は

、

船

底

フ

ロ

ア

ー

を

指

し

、

セ

カ

ン

ド

・

フ

ァ

ト

ッ
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ク

の

ス

ペ

イ

ン

語

は

ヘ

ノ

ー

ル

（gen
ol

）

で

あ

る

が

、

そ

れ

で

は

意

味

が

通

ら

な

い

。

セ

ラ

ー

ノ

も

セ

カ

ン

ド

・

フ

ァ

ト

ッ

ク

と

解

し

て

お

り

、

そ

れ

が

正

し

い

と

考

え

る

。 
＊

㉓

 
エ

ス

タ

メ

ナ

ー

ラ

は

、

普

通

は

サ

ー

ド

・

フ

ァ

ト

ッ

ク

を

指

す

が

、

オ

レ

ン

ガ

（

対

骨

支

材

）

の

こ

と

で

あ

る

と

言

っ

て

い

る

の

で

対

骨

支

材

と

翻

訳

し

た

。

そ

う

し

な

い

と

意

味

も

通

ら

な

い

。 

＊

㉔

 

六

分

の

一

バ

ラ

で

、

一

四

〇

ミ

リ

メ

ー

ト

ル

に

相

当

す

る

。 

＊

㉕

 

甲

板

を

補

強

す

る

た

め

の

、

他

の

甲

板

の

板

よ

り

も

厚

い

板

の

列

。 

＊

㉖

 

『

 

形

を

し

た

木

材

。 

＊

㉗

 

ハ

ン

ギ

ン

グ

・

ニ

ー

と

は

逆

の 

』 

形

の

ニ

ー

で

、

梁

を

上

か

ら

押

し

つ

け

る 

＊

㉘

 

コ

ソ

エ

ー

ラ

（cossoera

）

：

断

面

が 
』  

形

を

し

た

梁

圧

材

ト

ラ

ン

カ

ニ

ル

が

無

い

場

合

の

、

船

側

板

に

内

側

か

ら

接

す

る

平

ら

な

板

の

こ

と

。

コ

セ

デ

ー

ラ

（cosedera

）

と

も

言

う

。 

＊

㉙

 

ゴ

ル

ハ

（gorja

）

は

通

常

で

喉

を

意

味

す

る

。

そ

の

連

想

で

、

水

押

し

タ

ハ

マ

ー

ル

と

ビ

ー

ク

ヘ

ッ

ド

エ

ス

ポ

ロ

ン

の

間

の

曲

材

ク

ル

バ

を

指

す

。 

＊

㉚

 

ト

ル

ダ

は

通

常

は

船

尾

甲

板

の

こ

と

で

、

ア

ル

カ

サ

ル

は

船

尾

楼

で

あ

る

が

、

こ

こ

で

は

船

首

の

話

を

し

て

い

る

の

で

、

船

首

楼

を

種

々

の

呼

び

方

を

し

て

い

る

に

す

ぎ

な

い

と

考

え

る

。 

 

    

第第第第

三三三三

対

話

対

話

対

話

対

話    

  

三

人

の

友

達

が

市

に

戻

っ

て

、

交

わ

さ

れ

た

会

話

は

、

あ

ら

ゆ

る

正

確

で

真

実

の

計

算

と

寸

法

で

も

っ

て

詳

細

に

為

さ

れ

た

軍

艦

と

商

船

の

積

載

容

量

測

定

ア

ル

ケ

ア

ッ

ヘ

に

つ

い

て

で

あ

る 

 

ガ

ス

パ

ー

ル

ガ

ス

パ

ー

ル

ガ

ス

パ

ー

ル

ガ

ス

パ

ー

ル

：

貴

殿

の

船

ナ

オ

の

様

子

は

ど

う

で

し

た

か

、

ト

メ

殿

。

私

の

船

は

、

既

に

傾

船

修

理

場

カ

レ

ー

ナ

か

ら

出

て

い

ま

し

た

が

。 

ト

メ

ト

メ

ト

メ

ト

メ

：

私

の

船

は

、

既

に

竜

骨

が

上

を

向

い

て

お

り

、

ま

い

は

だ

詰

め

工

達

が

じ

き

に

終

わ

ら

せ

て

く

れ

る

で

し

ょ

う

。 

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

：

わ

た

し

の

船

は

、

ま

だ

始

ま

っ

て

い

な

い

の

で

、

こ

の

港

に

た

く

さ

ん

居

る

船

を

見

る

こ

と

に

し

ま

し

た

。

い

ろ

い

ろ

な

事

が

あ

る

中

で

も

、

あ

あ

し

た

大

変

な

数

の

船

ナ

ビ

オ

と

他

の

船

舶

バ

ヘ

ル

か

ら

、

ヘ

レ

ン

を

強

奪

さ

れ

た

報

復

に

、

ギ

リ

シ

ャ

人

達

が

ト

ロ

イ

へ

行

き

、

そ

こ

を

完

全

に

破

壊

す

る

た

め

に

準

備

し

た

と

（

ホ

メ

ロ

ス

が

）

言

っ

た

こ

と

が

思

い

起

こ

さ

れ

ま

し

た

が

、

誰

か

が

書

い

て

い

る

と

こ

ろ

で

は

、

あ

ら

ゆ

る

種

類

の

船

が

三

〇

〇

〇

隻

を

超

え

た

と

言

い

ま

す

。 

 
 

 
 

 

（

途

中

省

略

） 
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ト

メ

ト

メ

ト

メ

ト

メ

：

全

て

気

に

召

す

よ

う

に

し

ま

し

ょ

う

。

造

船

フ

ァ

ブ

リ

カ

に

つ

い

て

、

こ

れ

か

ら

話

す

こ

と

に

従

っ

て

、

建

造

工

事

オ

ブ

ラ

が

ど

の

よ

う

な

も

の

で

あ

る

か

を

自

ら

の

手

で

調

べ

て

み

ま

し

ょ

う

。

さ

て

、

船

幅

マ

ン

ガ

が

一

二

コ

ー

ド

の

船

ナ

オ

は

、

竜

骨

が

三

六

（

コ

ー

ド

）

で

、

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

が

七

（

コ

ー

ド

）

で

、

船

首

の

船

首

材

ロ

ー

ダ

は

そ

の

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

の

高

さ

の

レ

ベ

ル

に

お

い

て

、

七

（

コ

ー

ド

）

が

突

き

出

し

ラ

ン

サ

ー

ル

、

船

尾

で

は

そ

の

半

分

で

あ

る

三

コ

ー

ド

半

が

（

突

き

出

す

ラ

ン

サ

ー

ル

）

。

そ

れ

で

、

当

該

の

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

に

お

い

て

、

全

長

エ

ス

ロ

リ

ア

は

、

四

六

コ

ー

ド

半

を

有

す

る

こ

と

に

な

る

。

こ

れ

を

積

載

容

量

測

定

す

る

ア

ル

ケ

ア

ー

ル

た

め

の

計

算

は

次

の

よ

う

に

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

全

長

エ

ス

ロ

リ

ア

）

の

四

六

コ

ー

ド

半

に

船

幅

マ

ン

ガ

の

半

分

で

あ

る

六

を

掛

け

る

と

二

七

九

と

な

る

。

こ

れ

に

、

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

の

七

を

掛

け

る

と

一

九

五

三

（

立

方

コ

ー

ド

）

と

な

る

。

こ

れ

か

ら

、

狭

ま

り

デ

ル

ガ

ー

ド

、

帆

柱

、

梁

バ

オ

、

そ

し

て

排

水

ポ

ン

プ

の

分

と

し

て

五

パ

ー

セ

ン

ト

を

減

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

そ

れ

で

、

一

八

五

六

が

残

り

、

こ

れ

を

八

で

割

る

と

、

船

ナ

オ

は

、

商

船

で

、

二

三

二

ト

ネ

ラ

ー

ダ

を

有

す

る

こ

と

に

な

る

。

こ

れ

ら

の

上

に

、

艦

隊

ア

ル

マ

ダ

用

に

は

、

二

〇

パ

ー

セ

ン

ト

を

付

け

加

え

る

と

、

二

七

八

と

一

二

分

の

五

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

積

載

容

量

測

定

ア

ル

ケ

ア

ー

ル

と

な

る

。

今

述

べ

た

こ

と

と

示

し

た

こ

と

は

全

て

、

軍

艦

デ

・

ゲ

ッ

ラ

の

建

造

の

た

め

の

も

の

で

あ

る

。

な

ぜ

な

ら

ば

、

商

船

の

建

造

に

は

、

竜

骨

の

長

さ

、

船

幅

マ

ン

ガ

、

フ

ロ

ア

ー

幅

プ

ラ

ン

、

そ

し

て

そ

の

他

の

寸

法

は

、

こ

れ

ら

の

寸

法

そ

の

も

の

を

使

う

が

、

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

を

増

加

さ

せ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

こ

の

こ

と

に

つ

い

て

は

も

っ

と

注

意

を

促

す

た

め

に

後

述

す

る

が

、

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

を

高

く

し

て

、

最

大

船

幅

マ

ン

ガ

を

も

っ

と

上

に

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

か

ら

で

あ

る

が

、

そ

れ

は

、

装

具

ア

パ

レ

ッ

ホ

と

材

木

の

費

用

は

同

じ

で

あ

る

の

で

、

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

を

高

く

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

利

益

を

大

き

く

し

て

、

ゆ

っ

く

り

し

た

速

度

で

デ

ス

カ

ン

サ

ー

ダ

航

海

が

出

来

る

か

ら

で

あ

る

。

た

だ

し

、

帆

に

と

っ

て

も

、

ま

た

風

に

耐

え

る

こ

と

ス

ス

テ

ン

に

と

っ

て

も

あ

ま

り

良

い

こ

と

で

は

な

い

。

船

幅

マ

ン

ガ

が
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一

二

コ

ー

ド

の

商

船

用

の

船

ナ

オ

は

、

次

の

よ

う

に

す

れ

ば

、

八

コ

ー

ド

半

の

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

に

何

の

問

題

も

な

く

耐

え

ら

れ

る

こ

と

に

、

注

意

を

促

し

た

い

。

す

な

わ

ち

、

三

コ

ー

ド

半

の

所

に

梁

バ

オ

（*

①

）

が

あ

り

、

（

そ

れ

ら

の

上

の

）

二

コ

ー

ド

半

に

第

一

甲

板

が

あ

り

、

そ

の

ま

た

二

コ

ー

ド

半

（

上

）

に

第

二

甲

板

が

あ

り

、

こ

れ

ら

全

て

で

八

コ

ー

ド

半

と

な

る

。

（

＊

②

）

こ

の

寸

法

の

上

に

船

首

楼

カ

ス

テ

ィ

リ

ョ

と

後

部

甲

板

ト

ル

ダ

を

持

つ

こ

と

が

出

来

、、、、

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

が

七

コ

ー

ド

の

所

で

最

大

船

幅

マ

ン

ガ

と

な

り

、

全

長

エ

ス

ロ

リ

ア

は

四

九

、

船

首

と

船

尾

で

の

狭

ま

り

の

高

さ

ラ

セ

ー

ル

は

五

と

な

る

。

船

体

が

よ

り

多

く

水

面

下

に

入

る

の

で

、

操

船

ゴ

ベ

ル

ナ

ー

ル

が

出

来

る

た

め

に

は

、

狭

ま

り

デ

ル

ガ

ー

ド

が

多

い

必

要

が

あ

る

。

こ

れ

で

、

船

幅

マ

ン

ガ

の

三

分

の

二

に

半

コ

ー

ド

加

え

た

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

（

訳

注

：12

×2/3

＋0.5

＝8.5

）

に

耐

え

る

こ

と

が

出

来

、

極

め

て

航

洋

性

が

良

く

、

装

具

ア

パ

レ

ッ

ホ

と

弾

薬

を

保

管

す

る

場

所

ア

ブ

リ

ー

ゴ

も

ゆ

っ

た

り

と

す

る

。 

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

：

私

の

記

憶

に

間

違

い

が

な

け

れ

ば

、

フ

ア

ン

・

デ

・

ベ

ア

ス

親

方

マ

エ

ス

ト

ロ

は

、

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

は

船

ナ

オ

の

船

幅

マ

ン

ガ

の

半

分

の

高

さ

で

あ

る

と

言

い

、

新

し

い

造

船

ヌ

エ

バ

・

フ

ァ

ブ

リ

カ

で

は

そ

れ

が

使

わ

れ

て

お

り

、

そ

こ

（

船

幅

マ

ン

ガ

の

半

分

の

高

さ

の

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

の

所

）

が

最

大

船

幅

マ

ン

ガ

と

な

っ

て

い

る

。 

ト

メ

ト

メ

ト

メ

ト

メ

：

そ

の

通

り

で

、

二

つ

（

の

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

）

は

違

う

も

の

で

あ

る

。

私

が

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

と

言

う

も

の

は

、

船

ナ

オ

の

積

荷

が

嵩

上

げ

さ

イ

ン

チ

ャ

ー

ル

れ

て

お

り

、

ポ

ル

ト

ガ

ル

と

ア

ン

ダ

ル

シ

ア

で

建

造

さ

れ

る

も

の

に

使

わ

れ

、

ま

た

ビ

ス

カ

ヤ

で

も

古

く

は

、

そ

れ

で

建

造

さ

れ

て

い

た

も

の

で

あ

る

。

さ

ら

に

言

え

ば

、

陛

下

へ

の

ご

奉

公

に

と

っ

て

と

、

商

売

と

航

海

に

お

け

る

全

員

に

と

っ

て

共

通

し

た

利

益

の

た

め

に

は

、

以

前

に

為

さ

れ

て

い

た

よ

う

な

高

さ

の

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

と

す

る

こ

と

は

、

適

切

で

は

な

い

。

新

し

い

造

船

ヌ

エ

バ

・

フ

ァ

ブ

リ

カ

で

は

、

竜

骨

を

長

く

し

て

お

り

、

そ

れ

に

よ

っ

て

、

増

加

し

た

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

に

は

耐

え

ら

れ

な

く

な

っ

て

い

る

の

で

、

最

大

船

幅

マ

ン

ガ

は

、

船

ナ

オ

の

船

幅

マ

ン

ガ

の

半

分

（

の

高

さ

）

の

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

の

所

に

あ

る

こ

と

に

な

り

、

甲

板

は

そ

の

一

コ

ー

ド

上

と

な

っ

て

い

る

（

訳

注

：

即

ち

、

一

つ

し

か

な

い

甲

板

の

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

は

七

コ

ー

ド

と

い

う

こ

と

）

。

た

だ

し

、

商

船

に

お

い

て

、

最

大

船

幅

マ

ン

ガ

が

甲

板

よ

り

も

一
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コ

ー

ド

上

に

あ

れ

ば

 

―

一

コ

ー

ド

以

上

に

は

し

な

い

―

 

そ

の

限

り

で

は

な

い

。

そ

し

て

、

も

う

一

つ

の

甲

板

の

上

に

別

の

甲

板

を

、

先

に

述

べ

た

よ

う

に

、

二

コ

ー

ド

半

上

の

所

に

持

つ

べ

き

で

あ

る

。

こ

れ

で

、

ア

ン

ダ

ル

シ

ア

で

使

わ

れ

て

い

る

八

コ

ー

ド

半

の

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

と

な

る

。

こ

れ

は

、

船

幅

マ

ン

ガ

が

一

二

コ

ー

ド

の

船

ナ

オ

の

こ

と

で

あ

り

、

船

ナ

オ

（

の

船

幅

マ

ン

ガ

）

の

大

小

に

従

っ

て

、

（

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

の

長

さ

が

）

決

ま

る

こ

と

を

承

知

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

 

と

こ

ろ

で

、

先

に

論

じ

よ

う

と

し

て

い

た

こ

と

に

戻

る

と

、

当

該

の

商

船

は

、

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

を

除

け

ば

 

―

そ

れ

は

既

に

述

べ

た

よ

う

に

大

き

く

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

が

―

 

軍

艦

デ

・

ゲ

ッ

ラ

と

同

じ

寸

法

を

有

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

に

関

係

し

て

い

る

ラ

ン

サ

ミ

エ

ン

ト

も

長

く

な

り

、

そ

の

結

果

、

全

長

エ

ス

ロ

リ

ア

も

長

く

な

る

。

こ

の

船

ナ

オ

を

積

載

容

量

測

定

ア

ル

ケ

ア

ー

ル

す

る

に

は

、

次

の

よ

う

に

計

算

す

る

。

全

長

エ

ス

ロ

リ

ア

の

四

九

に

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

で

あ

る

六

（

＊

③

）

を

掛

け

る

と

、

二

四

九

九

（

立

方

コ

ー

ド

）

と

な

る

。

こ

れ

か

ら

、

狭

ま

り

デ

ル

ガ

ー

ド

、

帆

柱

、

梁

バ

オ

、

そ

し

て

排

水

ポ

ン

プ

の

分

の

五

パ

ー

セ

ン

ト

を

減

じ

る

と

、

二

三

七

四

が

残

り

、

こ

れ

を

八

で

割

る

と

、

二

九

六

と

一

二

分

の

六

（

訳

注

：

六

は

九

の

誤

字

で

九

が

正

し

い

）

ト

ネ

ラ

ー

ダ

が

出

て

来

る

。

そ

し

て

艦

隊

の

任

務

に

就

く

時

に

は

、

二

〇

パ

ー

セ

ン

ト

を

加

え

、

三

五

六

ト

ネ

ラ

ー

ダ

と

積

載

容

量

測

定

ア

ル

ケ

ア

ー

ル

す

る

。

同

じ

竜

骨

長

と

船

幅

マ

ン

ガ

で

、

商

船

の

た

め

に

、

商

船

の

寸

法

で

建

造

さ

れ

た

船

ナ

オ

は

今

言

っ

た

二

九

六

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

積

載

容

量

測

定

ア

ル

ケ

ア

ー

ル

と

な

り

、

艦

隊

ア

ル

マ

ー

ダ

用

に

二

〇

パ

ー

セ

ン

ト

を

加

え

れ

ば

、

今

言

っ

た

三

五

六

ト

ネ

ラ

ー

ダ

に

な

る

が

、

軍

艦

デ

・

ゲ

ッ

ラ

の

た

め

に

、

軍

艦

デ

・

ゲ

ッ

ラ

の

寸

法

で

建

造

さ

れ

た

も

の

に

二

〇

パ

ー

セ

ン

ト

を

追

加

し

て

も

、

二

七

八

と

一

二

分

の

五

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

積

載

容

量

測

定

ア

ル

ケ

ア

ー

ル

と

し

か

な

ら

ず

、

当

該

の

船

ナ

オ

が

、

商

船

と

し

て

の

用

を

為

す

と

す

れ

ば

、

ず

っ

と

少

な

い

積

載

容

量

測

定

ア

ル

ケ

ア

ー

ル

と

な

っ

て

し

ま

う

。

軍

艦

デ

・

ゲ

ッ

ラ

の

用

を

為

す

た

め

に

追

加

さ

れ

た

二

〇

パ

ー

セ

ン

ト

を

減

じ

る

と

、

二

三

二

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

積

載

容

量

測

定

ア

ル

ケ

ア

ー

ル

に

し

か

な

ら

な

い

。

建

造

の

仕

方

と

寸

法

が

異

な

っ

て

い

る

の

に

、

同

じ

装

具

ア

パ

レ

ッ

ホ

、

同

じ

材

木

と

費

用

と

い

う

こ

と

に

す

る

な

ら

ば

、

持

主

は

七

八

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

船

ナ

オ

を

失

っ

て

し

ま

う

こ

と

に

な

る

。

（

訳

注

：356

‐278
＝78

）

こ

れ

で

も

、

ま

だ

船

ナ

オ

の

積

載

容

量

測

定

ア

ル

ケ

ア

ッ

ヘ

よ

り

は

五

分

の
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一

多

く

（

訳

注

：278
÷

232

＝1.2

）

、

そ

の

分

が

得

を

す

る

が

、

そ

の

こ

と

は

、

そ

れ

ぞ

れ

が

商

船

の

用

を

為

す

場

合

と

、

両

方

が

軍

艦

デ

・

ゲ

ッ

ラ

の

用

を

為

す

場

合

と

で

、

掛

け

算

を

し

て

行

く

過

程

で

分

か

る

通

り

で

あ

る

。

商

船

の

用

を

為

す

場

合

、

持

主

は

、

ト

ネ

ラ

ー

ダ

が

二

七

八

（

訳

注

：

軍

艦

デ

・

ゲ

ッ

ラ

用

に

造

っ

た

も

の

）

よ

り

も

三

五

六

（

訳

注

：

商

船

用

に

造

っ

た

も

の

）

の

方

が

、

六

四

ト

ネ

ラ

ー

ダ

得

を

す

る

。

軍

艦

デ

・

ゲ

ッ

ラ

の

用

を

為

す

場

合

、

二

〇

パ

ー

セ

ン

ト

の

追

加

を

し

て

、

ト

ネ

ラ

ー

ダ

が

二

三

二

（

訳

注

：

軍

艦

デ

・

ゲ

ッ

ラ

用

に

造

っ

た

も

の

）

よ

り

も

二

九

六

（

訳

注

：

商

船

用

に

造

っ

た

も

の

）

の

方

が

、

六

四

ト

ネ

ラ

ー

ダ

得

を

す

る

。

あ

る

い

は

、

上

述

し

た

よ

う

に

損

を

す

る

。

（

＊

④

） 

 

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

：

そ

れ

で

あ

れ

ば

、

軍

艦

デ

・

ゲ

ッ

ラ

の

建

造

を

敢

え

て

す

る

よ

う

な

個

人

は

い

な

い

し

、

商

船

を

造

っ

て

も

、

そ

れ

を

艦

隊

の

任

務

に

就

け

る

時

に

、

陛

下

か

ら

ト

ネ

ラ

ー

ダ

当

た

り

与

え

ら

れ

る

徴

用

傭

船

料

ス

エ

ル

ド

が

少

な

い

の

で

、

商

船

で

さ

え

も

建

造

す

る

個

人

は

い

な

い

と

私

は

思

う

。

貴

殿

が

言

っ

た

よ

う

に

、

商

船

の

積

載

容

量

測

定

ア

ル

ケ

ア

ッ

ヘ

で

、

た

と

え

一

〇

〇

に

つ

き

二

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

が

与

え

ら

れ

て

も

、

余

計

に

払

わ

れ

る

徴

用

傭

船

料

ス

エ

ル

ド

は

、

国

王

の

為

に

船

ナ

オ

を

建

造

す

る

に

は

、

自

分

の

為

に

建

造

す

る

よ

り

も

、

ど

う

や

っ

て

も

少

な

過

ぎ

る

。

私

は

、

完

全

に

破

綻

す

る

こ

と

が

分

か

り

切

っ

て

い

る

の

に

、

そ

の

よ

う

な

損

失

を

引

き

受

け

る

ほ

ど

浅

は

か

に

も

、

ま

た

大

蔵

省

の

敵

に

な

ろ

う

（

訳

注

：

違

法

な

建

造

を

す

る

こ

と

と

考

え

る

）

と

も

思

わ

な

い

。

さ

ら

に

、

嫌

と

い

う

程

の

経

験

が

あ

っ

て

も

、

こ

の

何

年

か

の

間

に

破

産

し

た

多

く

の

船

ナ

オ

の

持

主

達

は

、

自

分

達

が

零

落

し

、

息

子

達

や

家

族

を

路

頭

に

迷

わ

す

苦

し

み

を

味

わ

い

、

も

う

ど

う

す

る

道

も

全

く

無

く

、

彼

等

に

同

情

し

て

、

助

け

を

求

め

て

や

っ

た

り

、

助

け

起

こ

し

て

や

っ

た

り

す

る

者

も

い

な

い

。 

 

ガ

ス

パ

ー

ル

ガ

ス

パ

ー

ル

ガ

ス

パ

ー

ル

ガ

ス

パ

ー

ル

：

そ

れ

に

つ

け

て

も

、

こ

れ

ほ

ど

世

に

知

れ

渡

っ

て

い

る

害

を

退

け

、

こ

う

し

た

噴

飯

も

の

の

事

態

を

な

く

す

何

か

手

立

て

が

あ

ろ

う

か

と

思

う

。

そ

れ

は

、

信

仰

心

が

篤

い

国

王

や

貴

顕

の

方

々

が

お

ら

れ

る

の

で

あ

る

か

ら

、

注

意

を

向

け

ら

れ

て

、

間

違

い

な

く

、

こ

れ

ほ

ど

世

に

知

ら

れ

、

良

心

の

呵

責

に

耐

え

な

い

こ

と

を

取

り

除

く

こ

と

を

お

命

じ

に

な

る

で

あ

ろ

う

。 

 

ト

メ

ト

メ

ト

メ

ト

メ

：

 

（

途

中

省

略

） 

 

栄

光

の

思

い

出

で

あ

る

、

我

ら

が

御

主

人

カ

ル

ロ

ス

五

世

皇

帝

陛

下

の

時

に

、

古

い

報

酬

ア

ル

ケ

ア

ッ

ヘ

（

訳

注

：

積

載

容

量

測

定

ア

ル

ケ

ア

ッ

ヘ

と

同

じ

言

葉

で

あ

る

が

、

徴

用

傭

船

の

報

酬

ア

コ

ス

タ

ミ

エ

ン

ト

の

意

味

が

あ

っ

た

）

で

も

っ

て

、

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

値

を

評

価

す

る

よ

う

命

じ

ら

れ

た

。

そ

れ

に

よ

れ

ば

、

ト

ネ

ラ

ー

ダ

あ

た

り

六

レ

ア

ル

半

で

あ

っ

た

し

、

ま

た

現

在

三

五

〇

（

ト

ネ

ラ

ー

ダ

）

の

積

載

容

量

測

定

ア

ル

ケ

ア

ー

ル

も

な

い

船

が

五
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〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

と

積

載

容

量

測

定

ア

ル

ケ

ア

ー

ル

さ

れ

た

。

五

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

船

ナ

オ

は

四

〇

〇

〇

ド

ゥ

カ

ー

ド

の

価

格

で

あ

っ

た

が

、

今

日

で

は

一

五

〇

〇

〇

で

、

ほ

ぼ

三

倍

で

あ

る

。

ま

た

、

ま

い

は

だ

工

と

船

大

工

の

日

給

は

二

レ

ア

ル

半

で

あ

っ

た

が

、

今

や

一

〇

か

ら

一

二

、

あ

る

い

は

一

四

で

あ

る

。

ポ

ン

ダ

ビ

の

帆

布

オ

ロ

ー

ナ

（

訳

注

：

フ

ラ

ン

ス

の

ブ

ル

タ

ー

ニ

ュ

地

方

の

上

質

な

帆

布

）

は

一

枚

が

三

三

レ

ア

ル

で

あ

っ

た

が

、

今

は

一

二

ド

ゥ

カ

ー

ド

す

る

。

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

一

キ

ン

タ

ル

（

訳

注

：

四

六

キ

ロ

グ

ラ

ム

相

当

）

の

索

具

ハ

ル

シ

ア

は

二

ド

ゥ

カ

ー

ド

半

の

値

で

あ

っ

た

も

の

が

、

今

日

で

は

八

ド

ゥ

カ

ー

ド

で

、

ア

ン

ダ

ル

シ

ア

の

物

は

一

二

す

る

。

一

キ

ン

タ

ル

の

タ

ー

ル

は

、

七

レ

ア

ル

で

あ

っ

た

が

、

今

は

二

四

で

あ

る

。

こ

れ

は

、

そ

の

他

の

物

も

同

じ

で

、

軍

艦

デ

・

ゲ

ッ

ラ

の

徴

用

傭

船

料

ス

エ

ル

ド

は

、

そ

れ

に

よ

っ

て

規

正

さ

れ

、

そ

の

こ

と

は

良

く

知

ら

れ

て

お

り

、

そ

れ

に

よ

っ

て

、

商

船

の

傭

船

料

フ

レ

テ

が

上

昇

し

た

。

私

は

、

一

二

ド

ゥ

カ

ー

ド

の

傭

船

料

フ

レ

テ

と

二

の

海

損

ア

ベ

リ

ア

（

訳

注

：

本

国

と

イ

ン

デ

ィ

ア

ス

の

間

を

、

船

隊

を

組

ん

で

航

海

し

た

際

に

護

衛

艦

を

同

行

さ

せ

る

た

め

の

一

種

の

保

険

料

）

で

イ

ン

デ

ィ

ア

ス

の

カ

ル

タ

ヘ

ナ

へ

何

ト

ネ

ラ

ー

ダ

も

の

船

を

引

き

連

れ

て

行

っ

た

。

現

在

で

は

、

四

〇

ド

ゥ

カ

ー

ド

の

傭

船

料

フ

レ

テ

と

一

二

の

海

損

ア

ベ

リ

ア

と

な

っ

て

い

る

が

、

こ

れ

ら

全

て

を

も

っ

て

し

て

も

以

前

得

た

儲

け

は

得

ら

れ

な

い

。

（

＊

⑤

） 

    

ガ

ス

パ

ー

ル

ガ

ス

パ

ー

ル

ガ

ス

パ

ー

ル

ガ

ス

パ

ー

ル

：

同

じ

よ

う

に

し

て

、

大

西

洋

で

任

務

に

就

く

軍

艦

デ

・

ゲ

ッ

ラ

に

は

一

ヶ

月

に

つ

き

、

一

ト

ネ

ラ

ー

ダ

あ

た

り

、

一

六

レ

ア

ル

が

与

え

ら

れ

、

イ

ン

デ

ィ

ア

ス

ま

で

行

く

も

の

に

は

、

二

二

が

与

え

ら

れ

る

が

、

損

失

の

穴

埋

め

に

な

る

よ

う

に

は

思

え

な

い

。

こ

の

こ

と

は

確

か

な

こ

と

で

あ

り

、

そ

う

し

た

船

ナ

オ

の

持

ち

主

達

が

い

な

く

な

っ

て

し

ま

う

の

を

見

過

ご

す

こ

と

は

で

き

な

い

。

そ

し

て

、

更

に

は

、

新

し

い

積

載

容

量

測

定

ア

ル

ケ

ア

ッ

ヘ

で

も

、

今

は

そ

れ

で

造

る

よ

う

に

命

じ

ら

れ

た

新

し

い

造

船

ヌ

エ

バ

・

フ

ァ

ブ

リ

カ

で

も

、

船

ナ

オ

が

積

載

容

量

測

定

ア

ル

ケ

ア

ー

ル

さ

れ

る

ほ

ぼ

三

分

の

一

が

奪

わ

れ

キ

タ

ー

ル

て

い

る

。

新

し

い

造

船

ヌ

エ

バ

・

フ

ァ

ブ

リ

カ

に

お

い

て

は

、

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

を

船

幅

マ

ン

ガ

の

半

分

と

す

る

こ

と

で

し

か

、

積

載

容

量

測

定

ア

ル

ケ

ア

ー

ル

し

て

は

い

け

な

い

と

命

じ

ら

れ

て

い

る

。

こ

れ

は

、

軍

艦

デ

・

ゲ

ッ

ラ

に

と

っ

て

は

大

変

良

い

こ

と

に

は

違

い

な

い

と

し

て

も

、

持

ち

主

達

に

と

っ

て

は

、

儲

け

プ

ロ

ベ

ッ

チ

ョ

が

少

な

く

、

損

失

が

大

き

い

。

そ

れ

ゆ

え

に

、

こ

の

よ

う

に

僅

か

な

徴

用

傭

船

料

ス

エ

ル

ド

で

も

っ

て

船

ナ

オ

を

陛

下

の

奉

公

に

供

し

て

き

た

多

く

の

持

ち

主

達

が

い

な

く

な

っ

て

し

ま

っ

た

の

で

あ

る

。

そ

の

僅

か

な

徴

用

傭

船

料

ス

エ

ル

ド

は

、

結

局

は

、

弾

薬

や

糧

食

の

員

数

を

合

わ

せ

る

会

計

係

コ

ン

タ

ド

ー

ル

が

、

そ

れ

ら

の

数

を

減

ら

し

た
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く

な

い

の

で

、

費

や

し

て

し

ま

う

。

そ

れ

で

も

な

お

会

計

係

コ

ン

タ

ド

ー

ル

達

を

満

足

さ

せ

る

こ

と

が

な

い

の

は

、

将

軍

達

や

船

具

商

プ

ロ

ベ

エ

ド

ー

ル

達

が

、

事

務

長

マ

エ

ス

ト

レ

達

に

対

し

て

、

（

金

を

）

渡

す

よ

う

に

命

じ

る

か

ら

で

あ

る

。

そ

の

や

り

方

は

、

居

丈

高

な

権

力

を

伴

う

ば

か

り

で

な

く

、

更

に

徴

税

金

レ

カ

ウ

ド

を

後

か

ら

、

き

ち

ん

と

し

た

格

好

で

、

支

払

い

に

回

す

か

ら

と

言

っ

て

お

き

な

が

ら

、

払

う

日

は

到

来

す

る

こ

と

が

無

く

、

従

っ

て

会

計

係

コ

ン

タ

ド

ー

ル

達

の

勘

定

に

受

け

取

る

こ

と

も

決

し

て

な

い

と

い

う

、

苦

い

言

葉

で

も

っ

て

な

さ

れ

、

船

ナ

オ

の

徴

用

傭

船

料

ス

エ

ル

ド

は

、

持

ち

主

が

船

ナ

オ

を

造

っ

た

費

用

の

不

足

額

ア

ル

カ

ン

セ

を

支

払

う

の

に

達

す

る

ア

ル

カ

ン

サ

ー

ル

こ

と

は

な

い

。

（

傭

船

）

契

約

を

履

行

し

て

、

（

船

ナ

オ

が

）

壊

れ

て

し

ま

う

と

、

航

海

が

終

わ

れ

ば

、

勘

定

の

不

足

額

ア

ル

カ

ン

セ

を

支

払

う

た

め

に

、

船

ナ

オ

を

売

る

の

で

あ

る

。 

 

ト

メ

ト

メ

ト

メ

ト

メ

：

そ

う

し

た

原

因

か

ら

生

じ

た

結

果

は

あ

ま

り

に

、

自

重

の

念

を

起

こ

さ

せ

、

後

ず

さ

り

さ

せ

、

精

根

を

尽

き

さ

せ

る

も

の

な

の

で

、

誰

も

こ

れ

以

上

船

ナ

オ

を

買

う

気

に

な

る

ど

こ

ろ

か

、

船

ナ

オ

の

こ

と

を

聞

い

た

り

見

た

り

す

る

気

に

も

な

ら

な

い

。

今

や

二

五

年

に

渡

っ

て

ス

ペ

イ

ン

に

お

い

て

、

ス

ペ

イ

ン

の

一

〇

〇

〇

隻

も

の

個

人

の

外

洋

航

海

船

を

知

り

、

見

て

来

た

こ

と

が

、

こ

れ

が

真

実

で

あ

る

こ

と

を

否

定

し

な

い

理

由

で

あ

る

。

ビ

ス

カ

ヤ

だ

け

で

も

、

捕

鯨

と

鱈

漁

の

た

め

に

ニ

ュ

ー

フ

ァ

ン

ド

ラ

ン

ド

へ

、

そ

し

て

羊

毛

を

積

ん

で

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

へ

航

海

し

た

二

〇

〇

隻

以

上

の

船

ナ

オ

が

あ

っ

た

が

、

今

は

一

隻

た

り

と

も

無

い

。

ガ

リ

シ

ア

、

ア

ス

ト

ゥ

リ

ア

ス

、

そ

し

て

モ

ン

タ

ー

ニ

ャ

ス

に

は

、

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

、

フ

ラ

ン

ス

、

英

国

、

そ

し

て

ア

ン

ダ

ル

シ

ア

へ

商

売

で

商

品

を

携

え

て

航

海

し

た

二

〇

〇

隻

の

パ

タ

チ

ェ

船

が

い

た

が

、

今

や

全

く

い

な

い

。

ポ

ル

ト

ガ

ル

で

は

、

四

〇

〇

隻

以

上

の

外

洋

航

海

船

と

一

〇

〇

〇

隻

以

上

の

カ

ラ

ベ

ラ

船

と

大

型

カ

ラ

ベ

ラ

カ

ラ

ベ

ロ

ン

船

が

居

り

、

ド

ン

・

セ

バ

ス

チ

ャ

ン

王

が

、

そ

の

中

か

ら

、

他

の

地

域

の

帆

船

ベ

ー

ラ

と

は

比

較

に

な

ら

ぬ

良

い

も

の

を

選

ん

で

一

緒

に

し

て

、

惨

め

な

労

働

の

た

め

に

ア

フ

リ

カ

へ

行

か

せ

た

も

の

と

（

訳

注

：

奴

隷

貿

易

の

こ

と

で

あ

ろ

う

）

、

イ

ン

ド

、

サ

ン

ト

メ

、

ブ

ラ

ジ

ル

、

ヴ

ェ

ル

デ

岬

、

ギ

ネ

ー

、

ニ

ュ

ー

フ

ァ

ン

ド

ラ

ン

ド

、

そ

の

他

の

土

地

へ

の

航

海

に

八

三

〇

隻

の

帆

船

が

使

わ

れ

た

の

が

、

あ

の

王

国

全

体

で

一

隻

の

船

ナ

オ

も

見

当

た

ら

ず

、

取

る

に

足

り

な

い

カ

ラ

ベ

ラ

船

が

何

隻

か

い

る

だ

け

で

あ

る

。

ア

ン

ダ

ル

シ

ア

で

は

、

我

々

は

四

〇

〇

隻

の

船

ナ

オ

を

有

し

、

ヌ

エ

バ

・

エ

ス

パ

ー

ニ

ャ

、

テ

ィ

エ

ラ

・

フ

ィ

ル

メ

、

ホ

ン

デ

ュ

ラ

ス

、

バ

ル

ロ

ベ

ン

ト

諸

島

に

二

〇

〇

隻

以

上

が

航

海

し

、

そ
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こ

で

は

一

船

隊

が

六

〇

隻

か

ら

七

〇

隻

を

数

え

た

。

更

に

二

〇

〇

隻

が

カ

ナ

リ

ア

諸

島

経

由

で

、

同

イ

ン

デ

ィ

ア

ス

、

そ

の

島

々

や

そ

の

他

へ

、

ワ

イ

ン

と

商

品

を

積

ん

で

航

海

し

て

、

大

蔵

省

に

、

関

税

と

し

て

大

変

な

利

益

を

上

げ

さ

せ

、

増

大

さ

せ

、

ま

た

全

て

の

家

臣

た

ち

に

大

き

な

恩

恵

を

与

え

た

。

そ

し

て

、

―

大

変

に

残

念

な

こ

と

極

ま

り

な

い

が

―

 

あ

た

か

も

故

意

に

そ

れ

が

為

さ

れ

た

か

の

よ

う

に

、

全

て

が

消

え

て

し

ま

い

、

終

わ

っ

て

し

ま

っ

た

。

こ

れ

は

、

害

の

あ

る

、

煩

わ

し

い

船

舶

差

押

え

エ

ン

バ

ル

ゴ

が

行

わ

れ

た

こ

と

に

起

因

し

た

（

航

海

を

実

際

に

行

う

）

代

表

者

と

も

言

え

る

船

ナ

オ

の

持

主

達

の

損

失

か

ら

生

じ

た

の

で

あ

っ

た

。

こ

の

こ

と

を

良

く

考

え

て

、

直

ぐ

に

正

す

必

要

が

あ

る

が

、

さ

ら

に

悪

い

こ

と

に

、

―

ス

ペ

イ

ン

国

内

に

、

あ

る

い

は

国

外

で

あ

っ

て

も

―

 

留

ま

る

よ

う

に

な

っ

て

い

た

利

益

が

、

自

由

で

、

束

縛

の

無

い

外

国

の

国

々

の

多

く

の

船

ナ

オ

が

 

―

我

々

に

は

欠

け

て

お

り

、

ま

す

ま

す

そ

う

な

っ

て

ゆ

く

―

 

全

て

の

海

、

ス

ペ

イ

ン

の

全

て

の

港

、

世

界

中

の

大

部

分

を

自

由

に

巡

っ

て

航

海

し

、

波

を

蹴

立

て

、

毎

年

一

船

隊

と

か

一

航

路

と

か

に

縛

ら

れ

る

こ

と

が

無

い

の

に

、

我

々

の

船

ナ

オ

の

数

は

、

こ

ん

な

に

も

商

売

が

締

め

付

け

ら

れ

て(

減

り)

、

航

海

は

私

掠

船

と

、

絶

え

間

の

な

い

敵

 

―

彼

等

は

ス

ペ

イ

ン

の

収

穫

と

財

宝

に

よ

っ

て

、

こ

の

よ

う

に

強

大

で

肥

大

化

し

、

富

ん

で

い

る

―

 

の

危

険

に

晒

さ

れ

て

い

る

。

彼

等

は

、

血

管

か

ら

血

を

吸

う

蛭

の

よ

う

で

あ

り

、

貪

欲

に

、

ス

ペ

イ

ン

と

商

売

を

し

、

ス

ペ

イ

ン

を

排

除

し

、

引

き

ず

り

倒

す

だ

け

で

あ

る

。

誠

心

誠

意

の

熱

意

を

持

っ

て

、

手

遅

れ

に

な

っ

て

し

ま

う

一

歩

手

前

で

、

自

ら

を

省

み

、

立

ち

直

っ

て

も

ら

い

た

い

と

い

う

願

い

を

表

明

す

る

他

の

多

く

の

人

々

と

同

じ

よ

う

に

、

そ

れ

が

、

私

が

最

大

の

眼

目

と

す

る

最

も

重

要

な

長

年

の

テ

ー

マ

で

あ

る

。 

 

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

：

こ

れ

ら

の

悲

し

い

思

い

出

話

が

出

て

来

る

前

に

論

じ

よ

う

と

し

て

い

た

話

題

と

造

船

の

こ

と

に

戻

ろ

う

。

そ

れ

を

し

な

け

れ

ば

、

そ

ん

な

に

も

風

に

耐

え

る

力

ス

ス

テ

ン

が

良

く

な

く

、

操

船

ゴ

ベ

ル

ナ

ー

ル

さ

え

も

良

く

な

い

こ

と

を

心

配

す

る

よ

う

な

帆

船

が

生

ま

れ

出

る

こ

と

は

な

く

、

逆

に

、

そ

れ

を

す

れ

ば

、

横

傾

斜

し

て

の

航

走

が

良

く

ブ

エ

ナ

・

デ

・

マ

ル

・

エ

ン

・

ト

ラ

ベ

ス

、

ま

た

航

走

時

の

船

尾

部

の

具

合

が

良

く

ブ

エ

ナ

・

デ

・

マ

ル

・

ア

ル

・

ア

ン

カ

（

訳

注

：

原

文

のan
ch

a

はan
ca

の

誤

字

）

、

儲

け

が

大

き

い

帆

船

が

生

ま

れ

出

る

か

ら

で

あ

る

。

た

だ

、

こ

れ

は

商

船

の

こ

と

の

話

を

し

て

い

る

こ

と

は

、

よ

く

お

分

か

り

の

こ

と

と

思

う

。 

 

ト

メ

ト

メ

ト

メ

ト

メ

：

そ

の

通

り

。

そ

こ

で

止

ま

っ

て

し

ま

っ

た

の

で

あ

る

。

貴

君

の

忠

告

は

正

し

い

。

私

の

話

を

聞

い

て

も

ら

え

ば

、

誰

か

が

、

全

長

エ

ス

ロ

リ

ア

が

四

九

コ

ー

ド

で

、

船

幅

マ

ン

ガ

が

一

二

で

、

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

が

八

半

の

船

ナ

オ

が

何

ト

ネ

ラ

ー

ダ

あ

る

か

知

り

た

い

時

に

、

次

の

よ

う

計

算

を

す

れ

ば

よ

い

こ

と

が

分

か

る

。

船

幅

マ

ン

ガ

の

一

二

コ

ー

ド

に

全

長

エ

ス

ロ

リ

ア

の

四

九

を

掛

け

る

と

、

五

八

八

と

な

る

こ

と

が

わ

か

り

、

こ

れ

に

も

う

一



47 

度

、

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

の

八

コ

ー

ド

半

の

掛

け

算

を

す

る

と

、

四

九

九

八

に

な

る

。

そ

し

て

、

こ

れ

を

二

〇

で

割

る

と

二

五

〇

と

い

う

正

確

な

、

商

人

の

積

荷

の

ト

ネ

ラ

ー

ダ

ト

ネ

ラ

ー

ダ

・

デ

・

カ

ル

ガ

が

出

る

。

（

計

算

は

）

以

上

で

あ

る

。

こ

れ

ら

（

の

数

値

）

か

ら

、

以

前

に

同

じ

寸

法

で

積

載

容

量

測

定

ア

ル

ケ

ア

ー

ル

し

た

時

に

行

っ

た

数

字

に

対

し

て

言

っ

て

お

き

た

い

こ

と

は

、

こ

れ

か

ら

、

乗

客

、

糧

食

、

装

具

ア

パ

レ

ッ

ホ

、

そ

し

て

弾

薬

が

占

め

る

分

が

費

や

さ

れ

る

こ

と

で

あ

る

。

（

＊

⑥

）

今

言

っ

た

こ

と

は

、

ヌ

エ

バ

・

エ

ス

パ

ー

ニ

ャ

、

カ

ン

ペ

チ

ェ

と

バ

ル

ロ

ベ

ン

ト

諸

島

へ

行

く

船

ナ

オ

の

こ

と

と

理

解

さ

れ

た

い

。

何

故

な

ら

ば

、

こ

れ

ら

の

地

域

へ

一

番

積

ん

で

行

く

の

は

樽

ピ

パ

だ

か

ら

で

あ

る

。

ホ

ン

デ

ュ

ラ

ス

と

テ

ィ

エ

ラ

・

フ

ィ

ル

メ

へ

の

船

ナ

オ

で

は

、

そ

れ

程

正

確

な

寸

法

メ

デ

ィ

ダ

と

は

な

ら

な

い

。

そ

れ

は

、

こ

れ

ら

の

地

域

へ

積

ん

で

行

く

の

は

種

々

な

衣

類

で

あ

り

、

そ

れ

に

対

し

て

行

わ

れ

る

容

積

評

価

が

異

な

る

か

ら

で

あ

る

。 

 

こ

の

経

験

（

に

基

づ

く

計

算

）

は

極

め

て

精

確

で

、

私

は

自

分

が

保

有

し

て

き

た

多

く

の

船

ナ

オ

で

常

に

こ

れ

で

や

っ

て

き

た

。

当

該

の

掛

け

算

を

そ

れ

ら

の

船

ナ

オ

で

行

う

こ

と

は

積

ん

で

い

る

荷

物

に

上

手

く

合

っ

た

か

ら

で

あ

る

。

し

か

し

、

フ

ロ

ア

ー

幅

プ

ラ

ン

と

竜

骨

が

少

な

く

て

、

船

倉

が

そ

れ

ほ

ど

無

く

、

多

く

の

荷

物

を

積

む

こ

と

が

出

来

な

い

と

い

う

理

由

が

あ

れ

ば

、

（

訳

注

：

二

〇

の

代

わ

り

に

）

二

四

で

の

割

り

算

を

し

た

。 

 

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

：

こ

の

貴

君

の

計

算

は

、

フ

ロ

ア

ー

幅

プ

ラ

ン

が

大

き

く

、

膨

ら

ん

で

ジ

ェ

ー

ナ

い

て

、

竜

骨

が

長

い

船

ナ

オ

で

あ

る

、

フ

ア

ン

・

デ

・

ベ

ア

ス

の

新

し

い

造

船

ヌ

エ

バ

・

フ

ァ

ブ

リ

カ

と

良

く

合

致

す

る

の

で

は

な

い

か

と

思

う

。 

    

ト

メ

ト

メ

ト

メ

ト

メ

：

確

か

に

そ

う

で

あ

る

。

そ

う

い

っ

た

理

由

そ

の

も

の

か

ら

、

そ

の

建

造

法

の

船

ナ

オ

に

お

い

て

は

、

二

〇

で

割

る

と

上

手

く

行

く

の

で

あ

り

、

二

〇

以

上

で

割

る

こ

と

は

な

い

と

承

知

す

る

。

結

論

と

し

て

、

既

に

論

じ

た

こ

と

だ

が

、

繰

り

返

し

言

い

た

い

こ

と

で

あ

り

、

ま

た

分

か

っ

て

も

ら

い

た

い

こ

と

で

あ

る

の

は

、

そ

の

技

、

計

算

、

規

則

、

そ

し

て

寸

法

が

実

際

に

実

行

さ

れ

る

こ

と

で

あ

る

。

イ

ン

デ

ィ

ア

ス

航

路

で

航

海

し

、

ま

た

航

海

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

船

ナ

オ

に

と

っ

て

は

、

長

旅

は

多

く

の

糧

食

と

旅

客

を

携

え

る

と

い

う

観

点

か

ら

し

て

、

ど

の

よ

う

に

、

そ

れ

に

最

も

適

切

し

た

建

造

を

す

る

か

と

い

う

こ

と

に

尽

き

る

。

あ

ら

ゆ

る

不

適

切

な

寸

法

と

悪

い

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

か

ら

程

遠

い

船

ナ

オ

で

な

け

れ

ば

、

多

く

の

甚

大

な

害

を

も

た

ら

す

欠

陥

を

蒙

ら

ざ

る

を

え

な

い

が

、

こ

の

（

造
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船

の

）

技

に

お

け

る

技

能

者

プ

ラ

ク

チ

コ

、

専

門

家

、

そ

し

て

熟

練

者

ペ

リ

ト

で

あ

る

人

達

 

―

そ

う

い

う

人

達

は

確

か

に

居

る

―

 

は

そ

の

欠

陥

を

避

け

る

の

で

あ

る

。

そ

し

て

彼

等

は

、

そ

の

大

変

多

岐

に

わ

た

り

、

有

益

で

、

必

要

な

技

に

従

事

す

る

人

達

に

ふ

さ

わ

し

い

よ

う

に

庇

護

さ

れ

る

な

ら

ば

、

更

な

る

技

を

、

大

き

な

成

果

を

伴

っ

て

、

見

せ

て

く

れ

る

だ

ろ

う

。

そ

の

技

は

、

前

の

何

世

紀

間

に

お

い

て

も

知

ら

れ

て

は

い

た

が

、

現

在

は

も

っ

と

よ

く

認

識

さ

れ

て

い

る

。 

 
 

 
 

（

途

中

省

略

） 

  

第第第第

四四四四

対

話

対

話

対

話

対

話    

  

こ

こ

で

は

同

じ

三

人

の

友

達

が

船

の

良

い

建

造

に

つ

い

て

の

全

て

（

の

会

話

）

を

終

わ

ら

せ

、

こ

の

テ

ー

マ

に

つ

い

て

の

会

話

に

含

ま

れ

る

全

て

の

海

事

に

係

る

名

称

と

用

語

を

ア

ル

フ

ァ

ベ

ッ

ト

順

に

挙

げ

た

リ

ス

ト

と

目

録

を

付

し

て

、

航

海

を

す

る

人

達

、

及

び

知

識

欲

で

見

た

り

読

ん

だ

り

す

る

人

達

の

理

性

の

増

大

に

寄

与

す

る

こ

と

と

す

る

。 

  
 

 
 

（

途

中

省

略

） 

 

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

：

・

・

・

フ

ア

ン

・

デ

・

ベ

ア

ス

船

長

カ

ピ

タ

ン

の

建

造

法

フ

ァ

ブ

リ

カ

に

つ

い

て

と

彼

の

意

見

に

関

し

て

記

憶

し

て

い

る

と

こ

ろ

を

述

べ

て

み

る

の

で

、

ト

メ

殿

、

貴

君

は

何

か

し

ら

補

っ

て

い

た

だ

き

た

い

。

彼

の

建

造

法

フ

ァ

ブ

リ

カ

に

よ

る

船

ナ

オ

は

次

の

よ

う

で

あ

っ

て

い

て

ほ

し

い

と

、

彼

は

望

ん

で

い

る

と

思

う

。

フ

ロ

ア

ー

幅

プ

ラ

ン

が

船

幅

マ

ン

ガ

の

半

分

を

有

し

、

船

幅

マ

ン

ガ

が

一

二

コ

ー

ド

の

船

ナ

オ

は

、

主

肋

材

マ

エ

ス

ト

ラ

に

お

い

て

三

分

の

一

コ

ー

ド

の

船

底

上

が

り

ア

ス

テ

ィ

ー

リ

ャ

を

有

し

、

狭

ま

り

開

始

点

ア

ル

モ

ガ

ー

マ

、

即

ち

レ

デ

ー

ル

（

訳

注

：

ア

ル

モ

ガ

ー

マ

は

狭

ま

り

開

始

点

レ

デ

ー

ル

の

古

い

言

い

方

）

に

お

い

て

四

分

の

三

の

船

底

上

が

り

ア

ス

テ

ィ

ー

リ

ャ

を

有

す

る

。

此

処

で

主

肋

材

マ

エ

ス

ト

ラ

か

ら

狭

ま

り

開

始

点

レ

デ

ー

ル

ま

で

の

言

わ

ば

半

コ

ー

ド

（

訳

注

：

精

確

に

は

3/4

‐1/3

＝5/12

）

は

等

間

隔

に

分

割

さ

れ

、

少

し

ず

つ

上

昇

し

て

ゆ

く

。

こ

の

当

該

の

船

ナ

オ

は

、

狭

ま

り

開

始

点

レ

デ

ー

ル

で

四

分

の

三

コ

ー

ド

の

最

大

船

幅

の

高

さ

の

上

昇

ホ

ー

バ

が

あ

り

、

主

肋

材

マ

エ

ス

ト

ラ

か

ら

船

首

の

狭

ま

り

開

始

点

レ

デ

ー

ル

、

即

ち

ア

ル

モ

ガ

ー

マ

ま

で

等

間

隔

に

分

割

さ

れ

る

。

そ

し

て

此

処

（

訳

注

：

主

肋

材

マ

エ

ス

ト

ラ

か

ら

船

首

の

狭

ま

り

開

始

点

レ

デ

ー

ル

の

間

）

に

、

竜

骨

が

有

す

る

コ

ー

ド

の

四

分

の

三

に

設

置

し

た

の

と

同

じ

数

の

重

要

肋

材

マ

デ

ー

ロ

・

デ

・

ク

エ

ン

タ

を

、

同

じ

や

り

方

で

持

た

せ

る

。

竜

骨

長

が

三

六

コ

ー

ド

の

船

ナ

オ

は

二

七

の

重

要

肋

材

マ

デ

ー

ロ

・

デ

・

ク

エ

ン

タ

と

主

肋

材

マ

エ

ス

ト

ラ

を

持

ち

、

全

部

で

肋

材

マ

デ

ー

ロ

は

二

八

で

あ

る

。

（

訳

注

：

こ

の

文

章

は

「

二

八

の

重

要

肋

材

マ

デ

ー

ロ

・

デ

・

ク

エ

ン

タ

と
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主

肋

材

マ

エ

ス

ト

ラ

を

持

ち

、

全

部

で

肋

材

マ

デ

ー

ロ

は

二

九

で

あ

る

」

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

）

た

だ

し

、

重

要

肋

材

ク

エ

ン

タ

は

、

主

肋

材

マ

エ

ス

ト

ラ

を

数

に

い

れ

て

奇

数

ノ

ン

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

二

九

の

肋

材

マ

デ

ー

ロ

が

有

る

場

合

、

必

要

な

の

は

、

一

四

が

船

首

側

、

一

四

が

船

尾

側

に

在

り

、

主

肋

材

マ

エ

ス

ト

ラ

は

常

に

真

中

に

在

る

こ

と

で

、

こ

の

主

肋

材

マ

エ

ス

ト

ラ

と

一

緒

に

し

て

奇

数

な

の

で

あ

る

。 

 

ト

メ

ト

メ

ト

メ

ト

メ

：

フ

ア

ン

・

デ

・

ベ

ア

ス

が

そ

の

よ

う

に

言

う

の

は

、

極

め

て

理

屈

に

合

っ

て

い

る

。

計

算

は

大

変

良

い

も

の

で

、

大

き

い

船

ナ

オ

で

も

小

さ

い

船

ナ

オ

で

も

、

重

要

肋

材

マ

デ

ー

ロ

・

デ

・

ク

エ

ン

タ

の

計

算

は

そ

こ

か

ら

と

っ

て

く

る

こ

と

が

出

来

る

。 

 

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

：

更

に

次

の

よ

う

に

言

っ

て

い

る

。

形

フ

ォ

ル

マ

、

即

ち

船

殻

断

面

輪

郭

ガ

リ

ボ

を

、

フ

ロ

ア

ー

プ

ラ

ン

に

す

る

木

材

マ

デ

ー

ロ

の

上

に

置

い

た

ら

、

フ

ロ

ア

ー

プ

ラ

ン

を

有

す

べ

き

点

を

測

り

ト

マ

ー

ル

、

そ

こ

に

、

三

分

の

一

コ

ー

ド

の

船

底

上

が

り

ア

ス

テ

ィ

ー

リ

ャ

が

あ

る

そ

の

木

材

マ

デ

ー

ロ

を

持

つ

船

底

上

が

り

ア

ス

テ

ィ

ー

リ

ャ

が

据

え

ら

れ

、

二

等

分

さ

れ

、

四

分

の

三

コ

ー

ド

の

長

さ

が

船

首

側

に

、

他

の

部

分

が

船

尾

側

へ

来

て

、

船

首

側

で

一

四

本

の

肋

材

マ

デ

ー

ロ

が

あ

る

よ

う

に

し

、

も

う

同

じ

数

が

船

尾

側

に

在

る

よ

う

に

す

る

。

船

底

上

が

り

ア

ス

テ

ィ

ー

リ

ャ

の

四

分

の

三

コ

ー

ド

の

長

さ

の

部

分

は

一

四

に

等

分

割

さ

れ

、

主

肋

材

マ

エ

ス

ト

ラ

で

あ

る

三

分

の

一

コ

ー

ド

の

（

所

が

在

る

）

肋

材

マ

デ

ー

ロ

か

ら

、

船

首

と

船

尾

の

狭

ま

り

開

始

点

ア

ル

モ

ガ

ー

マ

に

在

る

四

分

の

三

コ

ー

ド

（

の

所

）

ま

で

、

各

肋

材

マ

デ

ー

ロ

で

少

し

ず

つ

上

昇

す

る

。 

 

ト

メ

ト

メ

ト

メ

ト

メ

：

そ

の

計

算

か

ら

分

か

る

こ

と

は

、

適

切

な

点

は

、

三

分

の

一

コ

ー

ド

の

所

か

ら

そ

の

後

続

い

て

ゆ

く

点

で

、

同

じ

フ

ロ

ア

ー

プ

ラ

ン

が

示

す

形

フ

ォ

ル

マ

の

先

端

プ

ン

タ

を

後

で

通

っ

て

ゆ

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

が

、

そ

の

先

端

プ

ン

タ

は

、

狭

ま

り

デ

ル

ガ

ー

ド

に

お

い

て

船

底

上

が

り

ア

ス

テ

ィ

ー

リ

ャ

を

表

す

点

プ

ン

ト

の

中

に

置

く

。

そ

し

て

、

そ

の

形

フ

ォ

ル

マ

の

分

岐

点

コ

ー

ド

か

ら

、

今

言

っ

た

点

プ

ン

ト

ま

で

一

本

の

線

を

引

い

エ

チ

ャ

ー

ル

て

行

く

と

、

フ

ロ

ア

ー

プ

ラ

ン

の

形

が

見

え

て

セ

ニ

ャ

ラ

ー

ル

く

る

。

重

要

肋

材

ク

エ

ン

タ

と

呼

ば

れ

る

フ

ロ

ア

ー

プ

ラ

ン

の

肋

材

マ

デ

ー

ロ

毎

に

、

フ

ア

ン

・

デ

・

ベ

ア

ス

は

線

図

ト

ラ

ッ

ソ

を

引

き

エ

チ

ャ

ー

ル

、

こ

れ

ら

の

肋

材

マ

デ

ー

ロ

の

形

フ

ォ

ル

マ

を

作

り

は

す

る

が

、

そ

れ

ら

全

て

は

互

い

に

共

通

し

て

ヘ

ネ

ラ

ル

は

お

ら

ず

、

一

本

毎

に

形

フ

ォ

ル

マ

が

変

わ

り

、

前

述

の

よ

う

に

、
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線

図

ト

ラ

ッ

ソ

が

変

わ

る

の

で

あ

る

。

こ

の

線

図

ト

ラ

ッ

ソ

で

も

っ

て

、

船

ナ

オ

の

形

フ

ォ

ル

マ

と

フ

ロ

ア

ー

プ

ラ

ン

が

、

他

の

全

て

の

親

方

マ

エ

ス

ト

ロ

達

が

造

っ

た

他

の

船

ナ

オ

の

形

の

よ

う

に

四

角

に

は

な

ら

ず

、

楕

円

形

と

な

る

。 

 

ガ

ス

パ

ー

ル

ガ

ス

パ

ー

ル

ガ

ス

パ

ー

ル

ガ

ス

パ

ー

ル

：

こ

れ

で

も

っ

て

、

フ

ア

ン

・

デ

・

ベ

ア

ス

は

フ

ロ

ア

ー

プ

ラ

ン

が

大

き

く

て

、

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

が

少

な

い

た

め

に

、

横

傾

斜

し

て

の

航

走

が

悪

い

マ

ラ

・

デ

・

マ

ル

・

エ

ン

・

ト

ラ

ベ

ス

船

ナ

オ

が

持

つ

欠

陥

、

少

な

く

と

も

そ

の

多

く

を

補

っ

て

い

る

よ

う

に

思

え

る

。 

 

ト

メ

ト

メ

ト

メ

ト

メ

：

そ

れ

ば

か

り

で

な

く

、

狭

ま

り

で

の

高

さ

ラ

セ

ー

ル

が

少

な

い

こ

と

も

補

っ

て

く

れ

る

。

そ

れ

は

、

主

肋

材

マ

エ

ス

ト

ラ

か

ら

の

狭

ま

り

で

の

高

さ

ラ

セ

ー

ル

の

船

底

上

が

り

ア

ス

テ

ィ

ー

リ

ャ

が

多

く

、

船

ナ

オ

の

船

体

ク

エ

ル

ポ

全

体

に

わ

た

っ

て

狭

ま

り

デ

ル

ガ

ー

ド

が

あ

る

の

で

、

三

分

割

分

テ

ル

シ

オ

が

膨

ら

ん

ジ

ェ

ー

ナ

で

、

船

ナ

オ

全

体

が

海

中

に

ど

っ

ぷ

り

と

ジ

ェ

ー

ノ

据

わ

り

、

波

が

交

互

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

生

じ

る

動

揺

バ

イ

ベ

ン

に

よ

っ

て

そ

れ

程

動

く

こ

と

が

な

い

か

ら

で

あ

る

。

全

三

分

割

分

テ

ル

シ

オ

が

こ

の

よ

う

に

膨

ら

ん

ジ

ェ

ー

ナ

で

い

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

全

て

の

肋

材

マ

デ

ー

ロ

が

狭

ま

り

デ

ル

ガ

ー

ド

を

持

っ

て

い

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

海

水

が

強

い

勢

い

で

舵

に

行

く

の

で

、

操

船

性

ゴ

ビ

エ

ル

ノ

が

良

い

。

ま

た

、

全

て

の

部

分

が

内

側

に

戻

っ

て

く

る

ボ

ル

ベ

ー

ル

よ

う

に

（

訳

注

：

タ

ン

ブ

ル

フ

ォ

ー

ム

の

こ

と

）

船

ナ

オ

（

の

下

部

）

を

大

き

く

し

、

膨

ら

ん

ジ

ェ

ー

ナ

で

い

る

よ

う

に

す

る

の

で

、

船

体

ク

エ

ル

ポ

を

海

面

下

に

少

し

し

か

沈

め

ず

、

そ

の

た

め

に

、

舵

と

帆

を

軽

く

動

か

せ

る

。

も

し

海

面

下

に

船

体

ク

エ

ル

ポ

が

沢

山

あ

れ

ば

、

舵

と

帆

は

も

っ

と

重

く

な

っ

て

、

そ

う

は

い

か

な

い

で

あ

ろ

う

。 

 

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

：

フ

ア

ン

・

デ

・

ベ

ア

ス

は

他

の

親

方

マ

エ

ス

ト

ロ

達

に

よ

っ

て

今

ま

で

造

ら

れ

た

船

ナ

オ

で

そ

う

さ

れ

て

い

た

よ

う

に

、

最

初

に

主

肋

材

マ

エ

ス

ト

ラ

を

据

え

る

こ

と

は

好

ま

ず

、

許

し

も

せ

ず

、

次

の

よ

う

に

す

べ

き

で

あ

る

と

し

て

い

る

。

先

に

述

べ

た

七

コ

ー

ド

の

船

首

の

船

首

材

ロ

ー

ダ

、

即

ち

ブ

ラ

ン

ケ

の

ラ

ン

サ

ミ

エ

ン

ト

か

ら

船

尾

の

ラ

ン

サ

ミ

エ

ン

ト

ま

で

を

一

本

の

紐

で

測

り

、

こ

の

寸

法

を

四

分

割

し

、

そ

の

四

分

の

一

分

の

先

端

プ

ン

ト

を

、

前

に

こ

れ

が

置

か

れ

て

い

た

船

首

の

ラ

ン

サ

ミ

エ

ン

ト

に

置

き

、

他

の

先

端

プ

ン

ト

を

、

竜

骨

の

上

の

方

で

、

船

尾

に

向

か

っ

て

持

っ

て

行

き

、

そ

れ

か

ら

一

本

の

紐

に

吊

っ

た

鉛

を

付

け

、

竜

骨

の

上

に

吊

下

げ

る

。

そ

こ

で

角

材

に

落

ち

た

所

に

狭

ま

り

開

始

点

ア

ル

モ

ガ

ー

マ

、

即

ち

レ

デ

ー

ル

と

呼

ぶ

肋

材

マ

デ

ー

ロ

を
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据

え

る

こ

と

。

そ

こ

か

ら

船

尾

に

向

け

て

順

番

に

、

先

端

プ

ン

ト

が

落

ち

る

ま

ま

に

（

訳

注

：

真

直

ぐ

下

に

）

、

そ

の

他

の

肋

材

マ

デ

ー

ロ

を

据

え

付

け

て

ゆ

く

。

同

じ

厚

さ

の

肋

材

マ

デ

ー

ロ

は

、

そ

れ

ぞ

れ

が

離

れ

て

い

て

、

フ

ロ

ア

ー

プ

ラ

ン

が

対

骨

支

材

エ

ス

タ

メ

ナ

ー

ラ

（

第

二

対

話

の

訳

注

＊

㉓

を

参

照

）

と

そ

こ

で

結

合

さ

れ

る

。

そ

こ

は

（

肋

材

マ

デ

ー

ロ

で

）

詰

ま

っ

た

分

ジ

ェ

ー

ノ

と

、

空

間

の

分

バ

シ

オ

と

が

同

じ

（

厚

さ

）

で

あ

る

。

（

＊

⑦

）

（

狭

ま

り

デ

ル

ガ

ー

ド

が

）

終

わ

る

所

ま

で

、

即

ち

、

狭

ま

り

開

始

点

ア

ル

モ

ガ

ー

マ

か

ら

船

尾

ま

で

、

フ

ロ

ア

ー

プ

ラ

ン

が

示

す

と

こ

ろ

に

従

っ

て

、

骨

組

み

ア

ル

マ

デ

ー

ラ

が

置

か

れ

、

船

尾

の

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

・

ピ

ー

ス

ア

レ

タ

の

先

端

プ

ン

タ

は

そ

こ

に

在

る

。 

 

ト

メ

ト

メ

ト

メ

ト

メ

：

そ

の

考

え

は

的

を

射

た

良

い

も

の

な

の

で

、

私

も

同

意

す

る

。

船

首

の

狭

ま

り

開

始

点

ア

ル

モ

ガ

ー

マ

か

ら

、

船

首

の

狭

ま

り

デ

ル

ガ

ー

ド

が

終

わ

る

所

ま

で

、

同

じ

よ

う

に

出

来

る

が

、

た

だ

船

首

に

お

い

て

は

（

狭

ま

り

デ

ル

ガ

ー

ド

は

）

、

船

尾

の

狭

ま

り

デ

ル

ガ

ー

ド

の

半

分

で

あ

る

こ

と

を

言

い

添

え

た

い

。

さ

ら

に

付

け

加

え

れ

ば

、

船

首

の

重

要

肋

材

マ

デ

ー

ロ

・

デ

・

ク

エ

ン

タ

の

最

大

船

幅

の

高

さ

の

上

昇

ホ

ー

バ

は

、

三

分

の

二

コ

ー

ド

で

、

そ

れ

が

等

間

隔

に

分

割

さ

れ

て

い

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

そ

し

て

船

尾

で

は

、

船

首

の

狭

ま

り

デ

ル

ガ

ー

ド

の

四

分

の

一

以

上

あ

っ

て

は

な

ら

な

い

。

船

尾

に

落

と

し

込

む

カ

エ

ー

ル

重

要

肋

材

マ

デ

ー

ロ

・

デ

・

ク

エ

ン

タ

の

四

分

の

一

か

ら

、

肋

材

マ

デ

ー

ロ

の

先

端

プ

ン

ト

の

数

と

同

じ

等

間

隔

の

先

端

プ

ン

ト

で

、

船

尾

の

狭

ま

り

開

始

点

ア

ル

モ

ガ

ー

マ

ま

で

上

昇

す

る

。

そ

う

す

る

と

、

当

該

の

船

ナ

オ

で

は

、

船

尾

の

最

後

の

肋

材

マ

デ

ー

ロ

が

七

本

、

最

大

船

幅

の

高

さ

の

上

昇

ホ

ー

バ

が

増

し

て

行

く

重

要

肋

材

ク

エ

ン

タ

の

肋

材

マ

デ

ー

ロ

が

七

本

と

な

る

。 

 

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

レ

オ

ナ

ル

ド

：

フ

ア

ン

・

デ

・

ベ

ア

ス

の

言

葉

を

覚

書

し

た

こ

と

が

、

貴

君

（

の

補

遺

）

に

よ

っ

て

終

わ

り

と

す

る

こ

と

が

出

来

、

大

変

に

満

足

で

あ

る

。

丁

度

、

我

々

の

道

程

も

終

わ

ら

ん

と

し

て

お

り

、

良

い

潮

時

で

あ

る

。

此

処

か

ら

我

々

の

家

ま

で

残

っ

て

い

る

時

間

の

間

に

、

建

造

フ

ァ

ブ

リ

カ

用

語

の

目

録

デ

ク

ラ

ラ

シ

オ

ン

を

手

短

に

述

べ

て

い

た

だ

き

た

い

。

そ

う

す

れ

ば

、

私

の

意

図

す

る

と

こ

ろ

に

、

大

い

に

役

立

ち

、

貴

君

の

言

わ

れ

る

こ

と

も

全

て

完

了

す

る

で

あ

ろ

う

。 

 

ト

メ

ト

メ

ト

メ

ト

メ

：

仰

せ

の

通

り

に

、

こ

の

こ

と

を

知

り

、

学

び

た

い

人

に

最

も

簡

便

な

よ

う

に

、

ア

ル

フ

ァ

ベ

ッ

ト

順

で

作

ろ

う

。 
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AAAA    

ALETAS：アレタス。湾曲した

コ ル バ ー ド

2 本の肋材

マデーロ

で、船

ナオ

の船尾を形成する。(訳注：英語

はファッション・ピース fashion piece,ファション・チンバー fashion timber) 

Alefrís：アレフリス。板を、そこで頭打ち

レ マ ター ル

にしたい、またはしなければならない木材

マデーロ

の中に造る一つの凹状の窪み

コ ン カ ビ ダ ー

である。（訳注：ホゾ。現代では、ホゾをサネに

入れる接合方法の「サネ接

は

ぎ」のことを言う。英語はラベット rabbet） 

Almogama：アルモガーマ。重 要 肋 材

マデロス・デ・クエンタ

の、船首、あるいは船尾に向かって最後

の肋材

マデーロ

である。 

Albitana：アルビターナ。内側からの補助船首材

コ ン ト ラ ・ ロ ー ダ

を為す 1 本の木材

マデーロ

である。 

Amura：アムーラ。船

ナオ

の前部の三分の一

テ ル シ オ ・ デ ラ ン テ ー ロ

と考える。 

Ancla：アンクラ。水中に投げ入れられる湾曲した

コ ル バ ー ド

鉄で、頭部に十字のように為し

た一本の木材

マデーロ

を伴う。船

ナオ

に付けられた 1 本のケーブルに、この 錨

アンクラ

が

縛り付けられ

ア シ ー ド

、港内で投げ込まれる。 

Arbol mayor：アルボル・マヨール。大きく、高く、真直ぐな帆柱

マスティル

で、主檣帆桁

ベルガ・マヨール

と

主檣大帆

ベーラ・マヨール

を帯び、その頭部

カベッサ

、即ち高い所

アルトゥーラ

には檣楼

ガ ビ ア

を、そこから上には、これま

た帆桁

ベ ル ガ

と帆を有するトップマスト

マ ス テ レ オ

を帯びる。 

Archeaje：アルケアッヘ。船

ナオ

が為す容量

ポ ル テ

を知るための概算

タンテオ

で、船

ナオ

の内部を長さ、幅、

高さを、1 コードの寸法で積載容量測定

ア ル ケ ア ー ル

する。 

Astilla：アスティーリャ。重 要 肋 材

マデロス・デ・クエンタ

が、竜骨の上で、その下部において為す上

昇である。 

Avita：アビータ。船

ナオ

の船側に極めて強固に固定された、 船 首 楼

カスツイリョ・デ・プロア

の下で横に

渡した太い 1 本の木材

マデーロ

で、船

ナオ

が碇泊する時、そこにケーブルを縛る。（訳注：

ビータ bita と同じ） 

BBBB    

BAOS：バオス。船

ナオ

の内部の空間

バ シ オ

において、梁

ビガ

のように、あちこちに間隔を置いて

横に渡した何本かの木材

マデーロ

で、その頭部

カベッサ

に、梁

バオ

が船側

コスタード

に固定されるように、何

本かの湾曲材

コ ル バト ン

を伴う。 

Barraganetes：バラガネッテス。船

ナオ

をより高くするために、船

ナオ

の構造物を上げる

何本かの木材

マデーロ

で、ポルトガル語ではアポストゥラス(aposturas)と呼び、ビス

カヤ語ではウルニシオン(vrnición)と呼ぶ。(訳注：英語はトップ・ファトク top 

futtock、トップ・チンバーtop timber) 

Barsolas：バルソーラス。その上に 艙 口

エスコティーリャ

が設置される何本かの木材

マデーロ

である。 

Bauprés：バウプレス。船首から出ている 1 本の帆柱

アルボル

で、前 檣

トリンケッテ

と三角形を為し、

セバデーラと呼ばれる 1 枚の帆を下に持つ。(訳注：英語ボースプリット

bowsprit) 
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Balance：バランセ。船

ナオ

がする動 き

モビミエント

である。(訳注：横揺れ、横倒し) 

Bomba：ボンバ。船

ナオ

の中に入った水を抜く真中に穴を開けた

ア グ ヘ レ ア ー ド

2 本の木材である。(訳注：

英語はビルジ・ポンプ bilge pump) 

Boya：ボヤ。太くて軽い 1 本の木材

マデーロ

で、細い索具

ハルシア

である浮標索

オ リ ン ケ

と呼ばれる 1 本の紐に

縛り付けられ

ア シ ー ド

、ケーブルが切れたり失われたりした時に、錨を投げ入れた場所が見

付かるように、錨の見張り

ア タ ラ ヤ

、即ち目印

セニャル

の役をする。（訳注：英語はブイ buoy） 

Branque：ブランケ。船首の端

レマテ

であり、ポルトガル語ではローダ(roda)と、ビスカヤ語

ではエチョー(echó)と呼ぶ。（訳注：船首材） 

Brusca：ブルスカ。木材

マデーロ

を測ったり切ったりするために、船大工

カルピンテイロ

の親方

マエストロ

達が使う寸法。 

Bulárcamas：ブラルカーマス。フロアー

プ ラ ン

を上部構造物

オ ブ ラ

と結合する何本かの湾曲材

コ ル バト ン

である。

(訳注：英語はフロアー・ライダーfloor rider) 

CCCC    

CABLE：カブレ。極めて太い太綱

マローマ

で、船

ナオ

は、それでもって錨に縛り付けられて

ア シ ー ド

、固定さ

れ、舫

もや

われる。（訳注：英語:ケーブル cable） 

Calafatear：カラファテアール。いかほどの水も入らなくするために、木材

マデーロ

の接合部

フントゥーラ

を

漏水防止

エスタンカール

することで、板の隙間

バ シ オ

と接合部

フントゥーラ

に、いくつかの薄い鉄片を 木 槌

マッソ・デ・パーロ

で叩い

て、まいはだ

・ ・ ・ ・

を差し込み、その後オリーブ油

ア セ イ テ

と混ぜたタール

ブ レ ア

でタール覆いをするこ

ベ ト ゥ ナ ー ル

と

である。この仕事

メネステル

を専門とした

プ ロ ピ オ

職 人

オフィシアル

によって行われる。 

Cabrestante：カブレスタンテ。1 本の太い木材

マデーロ

で、発条

ムエリェ

のようにして、船

ナオ

を巻き上げ

カ ル ガ ー ル

た

り巻き降ろし

デ ス カ ル ガ ー ル

たりする。（訳注：英語はキャプスタン capstan） 

Carlinga：カルリンガ。1 本の木材

マデーロ

で、凹状の窪み

コ ン カ ビ ダ ー

が作られ、そこにいずれかの帆柱が

据えられて、船

ナオ

の床に固定される。（訳注：檣座） 

Car：カル。後檣

メッサーナ

の帆桁と帆の端で、船

ナオ

に固 定

アヒルマール

される。（訳注：ラテン帆の帆桁の下端） 

Castillo：カスティリョ。人々が風雨を凌ぐ場所

ア ブ リ ー ゴ

のための、船首の三分割分

ア ム ー ラ

から前 檣

トリンケッテ

の

帆柱までの一つの空間区分

コンパルティミエント

である。(訳注：船首楼、英語はフォアキャッスル

forecastle) 

Cintas：シンタス。船

ナオ

の腹部を、船尾から船首まで長さ方向に、高い場所で、間隔を置

いて通っている何本かの木材

マデーロ

である。（訳注：船腰板。英語はウェール wale） 

Codaste：コダステ。舵が固定される船尾が形作られる端

レマテ

である。(訳注：船尾材。英語

はスターンポスト sternpost) 

Corbatones：コルバトーネス。船

ナオ

の内部において、ある部分から出ている木材

マデーラ

を別の木材

マデーラ

とくっ付き合わせる

ア ブ ラ サ ー ル

何本かの木材

マデーロ

である。(訳注：湾曲材、肘曲材) 

Contracodaste：コントラコダステ。船尾狭まりの高さ

ラ セ ー ル

を増して、そうしていない船

ナオ

より

も操 船

ゴベルナール

を上手くするために、船

ナオ

に付け足さ

ポスティサール

れる一つの付加物である。（訳注：補助

船尾材） 
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Codo：コード。1 バラの 3 分の 2 である。(訳注：557.3mm 相当。但し 1500 年以降の

造船用のコード・デ・リベーラは 574.7mm) 

Costado コスタード。：船

ナオ

の両側、また、その船腹

ビエントレ

の両側である。 

Cubierta：クビエルタ。船

ナオ

の有する床で、船

ナオ

によって、二つ、または三つの階

アルト

がある。 

Cuchillos：クッチリョス。一つの側で尖った先端

プンタ・デルガーダ

を為す斜めの形

セ ス ゴ

に切断された何本か

の桁

ビーガ

または板である。（訳注：布の場合にも言う） 

DDDD    

Delgados：デルガードス。上手く操船できるように、また水が一対になって

ア ・ パ ー レ ス

舵に行く

ように、船

ナオ

の両先端

レマーテ

、即ち両峰

カント

において、船首と船尾とで為すものである。(訳注：

本来は狭まった、痩せたという意味なので、「狭まり」と翻訳する) 

Dormentes：ドルメンテス。船

ナオ

の船体

ブ ッ コ

、即ち船体

クエルポ

の内側で、船首から船尾へ釘付けさ

れて行く何本か木材

マデーロ

での、その上に船

ナオ

の甲板、即ち床を為す板を据えるための梁

バオ

と

細い梁

ラ タ

が据わる。（訳注：副梁受材。英語はビーム・クランプ beam clamp） 

Dragante：ドラガンテ。1 本の太い木材

マデーロ

で、その上に、クッションのようにして、

ボースプリッ

バ ウ プ レ ス

トの帆柱が安座する。 

EEEE    

EMBORNALES：エンボルナーレス。甲板の排水をする下水管

カ ー ニ ョ

である。 

Entenas o vergas：エンテーナスまたはベルガス。そこに帆が張られる何本かの帆桁

アルボル

で、より大きなもの（訳注：帆柱

アルボル

のこと）と十字を為す。 

Enmechar：エンメチャール。1 本の木材に 1 個の四角い先端

プ ン タ

を作り、他のものに嵌め

込み、接合部

フ ン タ

をほとんど痕が無いくらいに良く磨くことである。（訳注：ホゾ接合

する） 

Entremiche：エントレミッチェ。或る部材

パ ル テ

から他の部材へ跨る湾曲材

ク ル バト ン

に嵌め込まれた

エ ン デ ン タ ー ダ

1 個の木材である。 

Escotilla：エスコティリャ。甲板の下に置かれる積荷が入る一つの戸口

プエルタ

である。（訳注：

艙口、英語はハッチ hatch） 

Estemenara：エステメナーラ。フロアーと接合し、船

ナオ

の腹部

ビエントレ

の 形

フォルマ

を作る肋材

マデーロ

であ

る。（訳注：英語ではサード・ファトック third futtock。ただしセカンド・ファッ

トク second futtock の意味で使われることもある。） 

Espolón：エスポロン。船首の先端

レ マ テ

で、船

ナオ

の前の方の先端

レ マ テ

で、その 額

フレンテ

、あるいは鼻面

オシッコ

である。（訳注：英語はビークヘッド beakhead） 

GGGG    

GRATILES：グラティーレス。索具の 1 本の紐で、帆を固定し、空気が多くて破れな

いようにする。(訳注：帆の上縁) 
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IIII    

JOBA：ホーバ。船側を為す高所での先端

プ ン タ

で、重 要 肋 材

マデーロス・デ・クエンタ

が与える上昇のこと

ク レ シ ミ エ ン ト

である。

(訳注：「最大船幅の高さの上昇」と翻訳する) 

LLLL    

LANÇAMIENTOS：ランサミエント。船首から船尾へかけて、船

ナオ

が為す、あるいは得

る、竜骨より長い分のことである。 

Lemera：レメーラ。そこから舵柄

カーニャ

と呼ばれ、舵に嵌め込まれる 1 本の木材

マデーロ

が出ている、

船

ナオ

の船尾にある一つの出口孔

ルンブレーラ

で、操船する

ゴ ベ ル ナ ー ル

ために、舵を 制 御

アプレミアール

する。（訳注：ルン

ブレーラ lumbrera は普通ハッチのことであるので、「出口孔」と翻訳する） 

MMMM    

MANGA：マンガ。両舷間の開き

ボ カ

において、最も幅広なものである。 

Maderos de cuenta：マデーロス・デ・クエンタ。船

ナオ

がその上に建てられ

フ ン ダ ー ル セ

、起 点

プリンシピオ

を有

するところのものである。（訳注：「重要肋材」と翻訳する） 

Mesana：メッサーナ。主帆柱と船尾との間にある帆柱で、鏡台

トカドール

のように、ラテン帆

を帯びる帆柱で、それ故に、メッサーナと呼ばれる。(訳注：化粧台は「tocador:

トカドール」あるいは「mesa de tocador:メサ・デ・トカドール」と言う。概して

鏡を斜めに付けてあるので、それからの連想で mesa:メサの増大辞の mesana:メ

ッサーナを使って、このような名称になったと、トメ・カーノは説明しているの

ではないだろうか。) 

Meollar：メオリャール。帆の縁の袋縫い

バ イ ナ

に差し込まれる 1 本の太い 紐

コルデル

である。（訳

注：撚り綱、英語はスパニヤーン spun yarn） 

OOOO    

OLLAOS：オリャオス。必要な時に、別の帆を付加するために、帆に作った幾つかの

かがり穴

オ ハ ー ル

である。 

PPPP    

PAPAHIGO：パパイーゴ。主檣

マヨール

と前 檣

トリンケッテ

の筆頭の帆

ベーラ・プリシパル

で、それに他の帆が付け加えられ

ることがあり、付け加えられた時には、主帆

マエストラ

と呼び、単一、即ちそれだけの時に

パパイーゴス(大帆)と呼ばれる。（訳注：パパイーゴ自体が 1 枚とは限らず、2 枚

のこともあるので、パパイーゴスという複数形となっている。パパイーゴ〔ス〕

に付加される帆は、ボネタ boneta である。） 

Penoles：ペノーレス。帆桁

ベ ル ガ

の両先端

プ ン タ

である。 

Plan：プラン。竜骨の上に据えられる木材

マデーロ

で、船

ナオ

のフロアー

プ ラ ン

、即ち床

スエロ

と第 一 の 底

プリメーロ・アシエント

を

為す木材。ビスカヤ語ではヒノール (ginol)、ポルトガル語ではクアデルナ

(quaderna)と呼ぶ。（訳注：フロアー幅を指すのにも使われる。） 
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Pujame：プハメ。風で張られ

テンディーダ

、膨らんだ

イ ン チ ャ ー ダ

時の帆の本体

クエルポ

の下部のことである。(訳注：

帆の裾) 

Puntal：プンタル。船

ナオ

が、甲板からフロアー

プ ラ ン

まで為す高さのことである。 

QQQQ    

Qilla：キーリャ。船

ナオ

の長さ（ラルゴ・イ・クンプリード）を為す第一の木材

マデーロ

で、そ

の上で建造が始まる。 

Quadra：クアドラ。船

ナオ

の後部

トラセーロ

の三分の一

テ ル シ オ

のことである。(訳注：全長の三分割分

テ ル シ オ ス

の

船尾の分) 

RRRR    

Rasel：ラセール。海水が強く舵に行くように、また追い風で行く

ボ リ ネ ア ー ル

ように、船

ナオ

が船尾

と船首で帯びる狭まり

デ ル ガー ド

のことである。（訳注：「狭まり

デ ル ガー ド

の高さ」と翻訳する） 

Roda：ローダ。船

ナオ

の船首の先端

レマーテ

である。(訳注：船首材。ブランケ branque とも言う) 

SSSS    

SUSTEN：スステン。船

ナオ

が多くの堅固さを持ち、帆走する時に起立

デレッチャ

していること。 

TTTT    

TAMBORETE：タンボレッテ。帆柱を、その周りで締め付け

セ ニ ー ル

て、甲板としっかりと

固定する何個かの木材である。（訳注：檣楔、英語は mast wedge） 

Timón：チモン。船

ナオ

の操船器

ゴ ビ エル ノ

で、船尾において外側で、強くて長い鉄でもって蝶番付け

エンゴンサード

された 1 枚の分厚い大きい板である。船

ナオ

で、馬の轡の役割をして、これ（蝶番）

でもって、左右に軽々と回転する。(訳注：エンゴンサード engonçado はエンゴ

スナード engoznado の誤記) 

Tonelada：トネラーダ。ファネガやカイスのように、船

ナオ

が為す荷積みの一つの量目

メエディダ

である。1 トネラーダを為すのは二つの樽

ピパ

である。(訳注：ファネガ fanega もカ

イス cahiz も穀物の量目) 

Tolda：トルダ。帆柱から船尾までの半分の甲板で、ビスカヤ語では、人が待避する所

ア ブ リ ー ゴ

をチメネアと呼び、アンダルシア語ではアルカサルと呼ぶ。（訳注：「後部甲板」、

あるいは「船尾甲板」。チメネア timenea は、一般的には煙突を意味する。アル

カサルは、一般的には城楼を意味するが、船の場合は「船尾楼」と翻訳する。） 

Traço：トラッソ。フロアー

プ ラ ン

を区切る

コ ル ター ル

ための、真直ぐに横切る

コ ル ター ダ

1 本の線

リネア

。 

Trancanil：トランカニル。甲板の細い梁

ラ タ

と梁

バオ

を船側

コスタード

の木材

マデーロ

に結合する

リ ガ ー ル

強固な 1 本の

木材

マデーロ

である。（訳注：「梁圧材」と翻訳する。） 』の形をして、下側に梁が、右

側に船側が来る。） 
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な
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船
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梁
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バ

オ
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バ

シ
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＊

②
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ヌ

エ
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ァ
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幅

マ
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コ

ー

ド

の

船

は

一

つ

の

甲

板

し

か

持

っ

て

は

な

ら

ず

、

船

倉

の

高

さ

三

・

五

＋
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。
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高

プ

ン

タ

ル

を

八

・

五

と

し

、

さ

ら

に

こ

れ

に

、

船

幅

マ

ン

ガ

の

半

分

の

六

を

掛

け

な

け

れ

ば

、

二

四

九

九

Trinquete；トリンケッテ。船首に在る帆柱で、その頭部に 1 個の檣楼

ガ ビ ア

があり、そこか

ら上は、別のトップ・マスト

マ ス テ レ オ

となり、各帆柱はそれぞれの帆桁と帆を持つ。（訳注：

「前檣」。ガビア gavia は一般的には帆のトップスルを意味するが、古くは檣楼〔英

語はトップ top〕の意味にも用いた。） 

XXXX    

XARETA：ハレタ。材木

マデーラ

または 綱

クエルダ

で作った一つの網で、その下に、より保護されて

レ ス グ ア ル ド

、

より安全に戦うために、人を配置する。 

YYYY    

YUGO：ユーゴ。船

ナオ

の船尾の最も幅広な所に置く 1 本の木材で、その上に船尾そのも

のが形成される。（訳注：「船尾横翼材」。英語はトランザム tranzam） 
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に

は

な

ら

な

い

。

「

に

更

に

船

幅

マ

ン

ガ

の

半

分

の

六

を

」

の

文

章

が

脱

落

し

て

い

る

。

す

な

わ

ち

、

誤

り

と

脱

落

の

両

方

が

存

在

し

て

い

る

。

そ

の

理

由

と

し

て

、

（

一

）

検

閲

を

通

過

さ

せ

る

た

め

に

、

ト

メ

・

カ

ー

ノ

が

意

図

的

に

誤

り

と

脱

落

を

し

た

の

か

、

あ

る

い

は

（

二

）

検

閲

に

よ

っ

て

改

変

さ

れ

た

か

、

あ

る

い

は

（

三

）

単

な

る

誤

字

・

脱

字

か

、

三

通

り

が

考

え

ら

れ

る

が

、

検

閲

に

よ

る

と

す

れ

ば

、

こ

の

よ

う

に

中

途

半

端

な

改

変

を

し

た

で

あ

ろ

う

か

。

ま

た

、

単

純

な

誤

字

・

脱

字

と

す

れ

ば

、

偶

然

に

両

者

が

重

な

っ

た

の

で

あ

ろ

う

か

。

私

と

し

て

は

、

ト

メ

・

カ

ー

ノ

の

作

為

に

よ

る

も

の

と

考

え

た

い

。

見

え

透

い

て

い

る

や

り

方

と

は

い

え

、

「

新

し

い

造

船

ヌ

エ

バ

・

フ

ァ

ブ

リ

カ

」

で

あ

れ

は

、

計

算

式

に

お

い

て

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

の

「

六

」

と

船

幅

マ

ン

ガ

の

半

分

の

「

六

」

が

二

つ

重

な

る

こ

と

を

、

「

六

」

を

一

つ

に

し

て

、

錯

覚

を

利

用

し

た

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。

こ

れ

は

推

測

に

す

ぎ

な

い

が

、

ト

メ

・

カ

ー

ノ

の

、

行

政

側

に

よ

る

積

載

容

量

測

定

ア

ル

ケ

ア

ー

ル

に

対

す

る

不

満

と

抵

抗

が

認

め

ら

れ

る

箇

所

と

考

え

る

。 

＊

④

 

こ

こ

で

ト

メ

・

カ

ー

ノ

が

主

張

し

て

い

る

計

算

の

根

拠

は

、

商

船

用

に

建

造

し

た

船

に

つ

い

て

は

、

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

を

八

・

五

と

し

て

、

彼

が

計

算

過

程

を

示

し

て

い

る

が

、

全

長

エ

ス

ロ

リ

ア

の

四

九

を

推

測

で

分

解

す

る

と

、

次

の

よ

う

に

な

る

。 

船

首

の

ラ

ン

サ

ミ

エ

ン

ト

は

船

幅

マ

ン

ガ

に

等

し

い

の

で

一

二

、

船

尾

の

ラ

ン

サ

ミ

エ

ン

ト

は

そ

の

半

分

な

の

で

六

、

従

っ

て

残

り

の

三

一

コ

ー

ド

が

竜

骨

長

と

な

る

。 

軍

艦

用

に

建

造

し

た

船

の

計

算

を

、

二

七

八

と

一

二

分

の

五

ト

ネ

ラ

ー

ダ

か

ら

逆

算

で

推

定

す

る

と

次

の

よ

う

に

な

る

。 

        

        
2785/12÷1.2（20％増し） 

    ＝232 ﾄﾈﾗｰﾀﾞ  

  232×8 ･･･立方ｺｰﾄﾞに変換 

＝1856 立方ｺｰﾄﾞ÷0.95･･･帆柱等の分

で引いた 5%を戻す 

＝1954＝6×7×464/7 

  
6：船幅

マ ン ガ

の半分、 

7：甲板高

プ ン タ ル

、 

 464/7≒46.5 ｺｰﾄﾞ：全長 

1607 年の勅令の船幅が 12 ｺｰﾄﾞの船は 

 6.5：甲板高 

 43：全長 
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＊

⑤

 

一

六

世

紀

の

ス

ペ

イ

ン

の

貨

幣

は

次

の

よ

う

な

関

係

に

あ

っ

た

。 

           

＊

⑥

 

ト

メ

・

カ

ー

ノ

は

、

前

に

示

し

た

積

載

容

量

測

定

ア

ル

ケ

ア

ッ

ヘ

と

異

な

る

と

こ

ろ

は

、

こ

こ

か

ら

「

乗

客

、

糧

食

、

装

具

ア

パ

レ

ッ

ホ

、

そ

し

て

弾

薬

が

占

め

る

分

」

を

引

く

こ

と

で

あ

る

と

言

っ

て

い

る

が

、

積

載

容

量

測

定

ア

ル

ケ

ア

ッ

ヘ

で

は

、

「

狭

ま

り

デ

ル

ガ

ー

ド

、

帆

柱

、

梁

、

そ

し

て

ポ

ン

プ

の

分

の

五

パ

ー

セ

ン

ト

を

減

じ

る

」

と

言

っ

て

、

減

じ

る

対

象

は

船

の

建

造

物

に

限

ら

れ

て

お

り

、

減

じ

る

こ

と

の

対

象

物

が

異

な

る

の

に

、

こ

れ

ら

二

つ

の

対

象

物

を

、

ト

メ

・

カ

ー

ノ

は

混

同

し

て

い

る

。

一

六

〇

七

年

、

一

六

一

三

年

、

一

六

一

八

年

の

勅

令

の

積

載

容

量

測

定

ア

ル

ケ

ア

ッ

ヘ

の

規

定

に

も

、

「

乗

客

、

糧

食

、

装

具

ア

パ

レ

ッ

ホ

、

そ

し

て

弾

薬

が

占

め

る

分

」

を

減

じ

る

こ

と

は

、

一

切

言

及

さ

れ

て

い

な

い

。

徴

用

傭

船

者

で

あ

る

国

側

は

、

こ

の

分

を

支

払

い

対

象

と

し

な

い

方

が

有

利

な

の

に

、

積

載

容

量

測

定

ア

ル

ケ

ア

ッ

ヘ

に

お

い

て

、

何

故

こ

の

分

が

含

ま

れ

な

い

よ

う

に

法

律

の

制

定

を

し

な

か

っ

た

の

で

あ

ろ

う

か

。

こ

の

分

が

支

払

対

象

と

な

っ

て

い

る

こ

と

が

、

ト

メ

・

カ

ー

ノ

ら

の

船

の

持

主

の

不

満

に

対

す

る

妥

協

点

な

の

で

あ

ろ

う

か

。

そ

れ

と

も

、

不

満

が

出

る

以

前

に

、

こ

の

分

を

含

め

な

い

こ

と

が

、

既

に

徴

用

傭

船

料

ス

エ

ル

ド

の

前

提

と

な

っ

て

し

ま

っ

て

い

て

、

そ

の

上

で

積

載

容

量

測

定

ア

ル

ケ

ア

ッ

ヘ

の

計

算

方

式

が

決

め

ら

れ

た

の

で

あ

ろ

う

か

。 

 

＊

⑦

 

肋

材

マ

デ

ー

ロ

は

、

二

本

の

肋

材

と

対

骨

支

材

を

縦

方

向

で

接

合

し

た

が

（

英

語

で

シ

ン

グ

ル

・

フ

レ

ー

ム

と

言

う

）

そ

れ

を

繋

ぐ

間

に

ク

ラ

ラ(clara)

ま

た

は

ウ

エ

コ(h
u

eco)

ま

た

は

バ

シ

オ(basio)

と

呼

ば

れ

る

空

間

部

分

（

隙

間

）

が

出

来

て

い

た

。

主

肋

材

だ

け

が

両

側

で

接

合

し

た

肋

材

を

持

っ

て

い

た

の

で

、

わ

ざ

わ

ざ

他

の

肋

材

と

区

別

さ

れ

た

。

ト

メ

の

こ

の

二

材

の

結

合

方

法

の

記

述

は

曖

昧

で

、

二

材

を

縦

方

向

で

の

空

間

が

無

く

、

合

わ

せ

て

一

材

と

し

、

そ

の

隣

は

そ

の

二

材

を

合

わ

せ

た

肋

材

と

同

じ

厚

さ

の

隙

間

を

持

っ

た

ダ

ブ

ル

・

フ

レ

ー

ム

方

式

と

混

同

さ

れ

る

可

能

性

が

あ

る

。

ル

ビ

オ

・

セ

ラ

ー

ノ

は

こ

の

ダ

 

マ

ラ

ベ

デ

ィ 

 

レ

ア

ル 

 

ド

ゥ

カ

ー

ド 

単

位 

一 三

四 

三

七

五 マ

ラ

ベ

デ

ィ 

〇

・

〇

〇

九

四 

三

・

一

九

六 

銀

で

の

重

量 

(

グ

ラ

ム) 

  

三

・

六

二 

金

で

の

重

量 

(

グ

ラ

ム) 
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ブ

ル

・

フ

レ

ー

ム

方

式

と

解

釈

し

て

い

る

が

、

当

時

の

ス

ペ

イ

ン

船

は

シ

ン

グ

ル

・

フ

レ

ー

ム

で

。

そ

れ

は

ラ

ブ

ラ

ド

ー

ル

の

レ

ッ

ド

・

ベ

イ

で

発

掘

さ

れ

た

一

六

五

六

年

に

沈

没

し

た

サ

ン

・

フ

ァ

ン

号

で

確

認

さ

れ

た

。

そ

の

図

１

を

次

に

載

せ

る

。 

 

                       

カナダのラブラドール、レッド・ベイで 1565 年に沈没したスペインの

捕鯨船サン・フアン号の主肋材とその前後の重要肋材の組立て 

The Underwater Archaeology of Red Bay を基に筆者が作図 

図

１ 

主肋材 
重要肋材 

対骨支材 
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